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１．２０２４年度宗派経常費収納額（報告） 

地方御依頼額総額   ５，０２０，１８０，０００円 
収納額        ５，４２６，０３１，２０４円（108.0％） 

≪新潟教区≫ 

御依頼額 ３３１，３６０，０００円 
収納額  ３４７，３５４，２７１円（104.8％）    

２．２０２５年度宗派経常費御依頼額について 

御御依依頼頼総総額額    ５，０６２，８３０，０００円 
 
【2025年度経常費総御依頼額の減額措置について】 

2025年度の経常費御依頼額については、教区改編に伴う人件費等の経費削減を
根拠とした改編関係教区に対する減額措置を継続し、2025年度から発足する山陽
四国教区に対しても減額措置を講ずる。その一方で、教区改編より３年が経過した
東北教区及び岐阜高山教区並びに九州教区への減額措置は廃止とする。なお、これ
までの教区改編により成し遂げられた経費削減に鑑みて、全国への総御依頼額より、
2019年度に比して約1億3,500万円の減額措置を引き続き行う。 
また、「令和6年能登半島地震」により、寺院及び門徒宅に甚大な被害を受けた能

登教区に対しては引き続き大幅な減免措置を講ずる。 
なお、被災教区への減免額については、2024年度同様、内局判断により、被災教

区以外の教区への按分措置は行わないこととする。 
 

新新潟潟教教区区御御依依頼頼額額   ３４２，３２０，０００円（前年度比１，０９６万円増） 
内内  同同朋朋会会員員志志目目標標額額   ２０，８５０，０００円（前年度同額） 

 
【各寺院・教会への御依頼額】 

寺院均等割(1割)1ヶ寺あたり  ４８，９８０円（前年度比１，７７０円増額） 
門徒指数割(9割)門徒1指数あたり ３，８８０円（前年度比１３０円増） 

【同朋会員志目標額】 

均等割1カ寺あたり １，０００円（前年度同額） 
指数割1指数あたり   ２６０円（前年度同額） 
※経常費御依頼総額の内金としてお願いする。 

   
※経常費御依頼に充当される「正信偈書写本」については本誌４０頁をご覧くださ
い。 
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３．２０２５年度教区費御依頼額について 

教区費御依頼額      ２１，０００，０００円（前年度同額） 
 

【各寺院への割当額】 

寺院均等割(３割)１ヶ寺あたり    ９，０２０円（前年度比４０円増） 
門徒指数割(７割)門徒1指数あたり   １９０円（前年度同額） 

  

４．教区共済拠出金 

共済拠出金 １ヵ寺１０，０００円 
共 済 金 【給付の定義】火災、地震、風水雪害及びその他の災害により 

被災した寺院に対して給付 
※共済拠出金に滞納がある場合は給付しない。 
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大泉寺 光榮寺 安專寺 本廣寺 應満寺 正光寺 願專寺 頚城龍覺寺 最尊寺 淨嚴寺 明通寺 福淨寺

淨福寺 淨念寺 松橋寺 德專寺 雙善寺 光德寺 了蓮寺 養性寺

第４組 西勝寺 宗專寺 常見寺 慈圓寺 養性寺 照專寺 西念寺 正法寺 雁子浜正行寺 養法寺 惠光寺

正行寺 隨念寺 持專寺 淨善寺 皆順寺 敬音寺 善照寺 聞名寺 森本正行寺 本善寺 龍光寺 了僧寺

第５組 流泉寺 西榮寺 林覺寺 光源寺 聽信寺 啓明寺 光遍寺 稱念寺 船入寺

林正寺 覺真寺 善正寺 覚法寺 信光寺 忍西寺 第10組 願龍寺 中田西方寺 受德寺 專德寺 願淨寺

寳善寺 蓮光寺 智願寺 安證寺 淨寳寺 嚴照寺 光德寺 超願寺 善了寺 淨覺寺

第６組 春日山照行寺 勝念寺 福成寺 等正寺 教專寺 願隆寺 祐光寺 專超寺 極樂寺 勝願寺 德照寺

金光寺 東本町照行寺 善念寺 雲妙寺 安養寺 照蓮寺 聞光寺 淨敬寺 淨願寺 東本町専福寺 專修寺 光圓寺

蓮受寺 養福寺 西安寺 常敬寺 淨蓮寺 明善寺 妙光寺 行通寺 正福寺 光賢寺 北条西方寺 法雲寺

常榮寺 樹德寺 了源寺 本淨寺 本誓寺 圓福寺 珍相寺 榮念寺

長樂寺 真宗寺 法林寺 淨國寺 長命寺 最尊寺 中越11組 西照寺 西光寺 圓滿寺 恩行寺 照覺寺

淨照寺 長圓寺 林西寺 長德寺 光運寺 本覺寺 西妙寺 願興寺 長福寺 稱念寺 三島谷光照寺 安養寺

西光寺 得願寺 願重寺 光照寺 最賢寺 善福寺 寺泊養泉寺 極成寺 興琳寺 出雲崎養泉寺 善乘寺 浄嚴寺

佛現寺 願清寺 佛性寺 願通寺 出雲崎光照寺 運行寺 浄玄寺 福嚴寺 念相寺 法養寺

第７組 皆遵寺 入善寺 妙行寺 極生寺 正敎寺 淨善寺 淨願寺 願誓寺 圓超寺 淨福寺 長念寺

願樂寺 照光寺 下町聞稱寺 良明寺 康源寺 速念寺 長照寺 妙樂寺 法蓮寺 淨圓寺 永法寺 淨運寺

道因寺 願生寺 誓願寺 専念寺 慶樂寺 圓常寺 淨覺寺

西谷寺 靈山寺 福藏寺 願勝寺 敬覺寺 圓了寺 中越12組 無量寺 本覺寺 村松勝覺寺 永泉寺 専福寺

唯念寺 正行寺 長德寺 勝福寺 得法寺 飛田淨善寺 心光寺 寶林寺 専正寺 不退寺 時水勝覺寺 遍了寺

光源寺 廣建寺 明樂寺 覺願寺 慈雲寺 大谷聞稱寺 德善寺 淨照寺 光徳寺 安淨寺 慈光寺 慈教寺

淨嚴寺 正善寺 圓光寺 二俣西蓮寺 関川淨善寺 福因寺 中越13組 淨福寺 真照寺 本町善行寺 西方寺 了教寺

板倉西蓮寺 敎蓮寺 正念寺 法泉寺 本龍寺 勝樂寺 妙宗寺 稱讃寺 淨琳寺 淨照寺 宮原善行寺 廣深寺

本覺寺 妙土寺 廣永寺 願性寺 安養寺 專行寺 万休寺 託善寺

　なお、御依頼額を御完納いただきました寺院・教会名
を以下に掲載いたし、重ねて篤く御礼申し上げます。

２０２４年度宗派経常費収納御礼

新潟教区御依頼額

収　納　額

　2024年度宗派経常費御依頼につきましては、教区内
689ヵ寺から御進納賜り、688カ寺より完納賜りまし
た。下記のとおり超過収納をいただきましたこと篤く御
礼申し上げます。

333311,,336600,,000000

334477,,335544,,227711
15,994,271
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第14組 蓮光寺 善照寺 通善寺 安樂寺 願淨寺 第20組 真光寺 安浄寺 照光寺 光桂寺 超倫寺

西樂寺 蓮壽寺 長樂寺 寶國寺 敬光寺 蓮乘寺 空則寺 照覺寺 常榮寺 順信寺 遍照寺 照大寺

明行寺 淨照寺 廣西寺 教德寺 了元寺 靈善寺 即徃寺 順瑞寺 樂運寺 常明寺 西方寺 皆應寺

願敬寺 正嚴寺 光傳寺 佛願寺 福順寺 念覺寺 金寳寺 專念寺 淨願寺 法傳寺 西養寺 敬覺寺

西嚴寺 敎念寺 長福寺 廣照寺 本敬寺 榮覺寺 誓慶寺 最福寺 專福寺 誓林寺

第15組 輪寳寺 正樂寺 願休寺 善性寺 通惠寺 永勝寺 通心寺 圓行寺 本慶寺 圓周寺 西光寺

長泉寺 淨福寺 淨照寺 山香寺 專照寺 光徳寺 西圓寺 通琳寺 光圓寺 顯了寺 松韻寺 慈光寺

妙證寺 廣圓寺 覺満寺 了玄寺 蓮照寺 智正寺 第21組 本明寺 林松寺 泉性寺 傳敎寺 真宗寺

光善寺 善慶寺 永宗寺 本龍寺 善正寺 德泉寺 勝樂寺 勝念寺 正福寺 淨泉寺 超願寺 真淨寺

雙林寺 大專寺 真敬寺 光正寺 願勝寺 淨覺寺 念佛寺 淨德寺 西尊寺 光照寺 願浄寺 木揚場教会

長願寺 稱名寺 永閑寺 淨恩寺 真淨寺 明覺寺 第22組 浄音寺 浄觀寺 法淳寺 淨敬寺 願榮寺

明仁寺 長延寺 託應寺 順了寺 託明寺 信行寺 長德寺 安入寺

第16組 專養寺 願性寺 寳壽寺 德蓮寺 光得寺 周圓寺 淨念寺 紫雲寺 観音寺 善良寺 善龍寺

西福寺 極成寺 浄宮寺 法藏寺 因德寺 願念寺 光濟寺 本悟寺 村上善行寺 願淨寺 等覺寺 行恩寺

永蓮寺 明随寺 廣傳寺 存念寺 傳流寺 善興寺 安善寺 岩船善行寺

林通寺 願善寺 福成寺 淨專寺 第23組 無爲信寺 善照寺 一樂寺 明正寺 福明寺

第17組 西蓮寺 心行寺 光照寺 淨福寺 稱名寺 淨恩寺 照善寺 本空寺 慶順寺 永德寺 善行寺

專福寺 正念寺 城願寺 長福寺 蓮照寺 明樂寺 瑞光寺 相琳寺 長恩寺 通惠寺 福照寺 西蓮寺

慶應寺 光善寺 淨恩寺 願正寺 勝樂寺 堯照寺 淨應寺 安樂寺 長行寺 慶恩寺 信光寺 慶誓寺

清徳寺 常行寺 妙音寺 永久寺 真敬寺 護念寺 淨琳寺 淨信寺 孝順寺 本敎寺 慶德寺 光圓寺

寳樹寺 圓成寺 安念寺 長願寺 廣泰寺 唯稱寺 法成寺

第18組 髙念寺 法順寺 行德寺 長周寺 西入寺 第24組 西永寺 榮行寺 正念寺 專明寺 萬行寺

長德寺 永傳寺 聞念寺 行念寺 大野教会 満行寺 極樂寺

福田寺 延命寺 等運寺 長願寺 林正寺 重蓮寺 佐渡組 專得寺 本光寺 滿行寺 本福寺 稱念寺

福泉寺 久唱寺 專精寺 長善寺 勝念寺 西源寺 西光寺 善宗寺 專念寺 光福寺 廣永寺 永宮寺

圓性寺 照嚴寺 圓德寺 恩長寺 西照寺 長明寺 萬照寺 淨願寺 長善寺 願誓寺 勝廣寺

第19組 長福寺 長專寺 福圓寺 本乘寺 清願寺 浄賢寺 因領寺 立蓮寺 養專寺 得勝寺 西蓮寺

傳誓寺 行順寺 即成寺 庄瀬正願寺 明誓寺 明願寺 淨經寺 廣圓寺 本龍寺 淨福寺

明敎寺 了專寺 蓮德寺 菓城寺 玄證寺 深行寺

髙陰寺 満願寺 善精寺 改觀寺 法嚴寺 西光寺

市之瀬正願寺 清林寺 浄林寺 長養寺 浄誓寺 西往寺

以上、重ねて御礼申し上げます。
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宗会での議決案件一覧 

◆ 2024 年 12 月宗会（臨時会）【決算案件】 

１ ２０２３年度 真宗大谷派経常部臨時部歳入歳出決算書  

２ ２０２３年度 第２種共済特別会計歳入歳出決算書  

３ ２０２３年度 東本願寺出版特別会計歳入歳出決算書  

４ ２０２３年度 東大谷墓地特別会計歳入歳出決算書  

５ ２０２３年度 首都圏教化推進特別会計歳入歳出決算書 

６ ２０２３年度 別途会計諸勘定計算書 

７ 日程第１から日程第６までの各案について、宗議会議事条規第６３条の規定による委任の議決 

を求める件 

 

◆ 2025 年 6 月宗会（常会）【決算案件以外】 

１ 山陽教区・四国教区の教区改編に伴う山陽四国教区発足の議決を求める件 

２ 真宗本廟崇敬条例の一部を改正する条例案  

３ 宗務職制の一部を改正する条例案  

４ 宗議会議員選挙条例案  

５ 教区会議員選挙条例案  

６ 参議会議員選挙条例の一部を改正する条例案  

７ 別院の再編成に関する条例案  

８ 宗務改革の推進に関する条例の一部を改正する条例案  

９ 宗務改革推進資金に関する特別措置条例の一部を改正する条例案  

10 大谷祖廟及び東大谷墓地に関する総合整備委員会条例案  

11 教区制の一部を改正する条例案  

12 審問条例の一部を改正する条例案  

13 地震災害に係る共済金給付額の算出に関する臨時措置条例案  

14 第２種共済特別会計条例の一部を改正する条例案  

15 災害対応準備金に関する特別措置条例案  

16 首都圏教化推進特別会計条例の一部を改正する条例案  

17 海外開教推進資金に関する特別措置条例案  

宗務所からのお知らせ 
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18 宗教法人法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例案  

19 ２０２４年度 真宗大谷派経常部歳入歳出補正予算  

20 ２０２４年度 第２種共済特別会計歳入歳出補正予算  

21 ２０２５年度 真宗大谷派経常部臨時部歳入歳出予算  

22 ２０２５年度 第２種共済特別会計歳入歳出予算  

23 ２０２５年度 東本願寺出版特別会計歳入歳出予算  

24 ２０２５年度 東大谷墓地特別会計歳入歳出予算  

25 ２０２５年度 首都圏教化推進特別会計歳入歳出予算  

26 会計条例第２４条ただし書による委任の議決を求める件 

27 日程第１から日程第２５までの各案について、宗議会議事条規第６３条の規定による委任の 

議決を求める件  

28 非核非戦決議２０２５（案） 

以 上   

※各条例の内容は『真宗』7 月号 40 頁をご覧ください。 
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本本山山法法要要ににつついいてて  

１ 御正忌報恩講讃仰法要（音楽法要） 

2025 年 11月 21日 (金) 10 時   

 

２ 春の法要 

2026 年 4 月 1 日 （水） 午前 師徳奉讃法要 
   午後 親鸞聖人御誕生会（音楽法要） 
 4 月 2 日 （木） 午前 全戦没者追弔法会 

 4 月 3 日 （金） 午前 相続講員物故者追弔会兼帰敬式受式物故者追弔会 
   ※歴代上人の御法事はございません。 

本本山山ににおおけけるる各各種種研研修修会会等等ににつついいてて  

１ 第 109 回中央声明講習会について 

（１） 期  間  本科：2026 年 5 月 

 別科：2026 年 6 月 

（２） 受講資格  本科：満 20 歳以上の派内僧侶 

  別科：成績優秀な本科修了者である教師 

  聴講：本科の聴講は本科・別科修了者、別科の聴講は別科修了者 

（３） 定  員  本科：1 回生 65 名（教務所長推薦）、2 回生 65 名、3 回生 65 名 

  別科：1 回生 30 名、2 回生 30 名 

（４） 会  場  本科：式務所、研修道場など  別科：式務所、研修道場など 

（５） 冥 加 金  本科：60,000 円、本科聴講：50,000 円 

  別科：40,000 円、別科聴講：40,000 円 

（６） そ の 他  ①2024 年度から各回生の受講は原則 5 回までとなっております。 

  本科講習内容に御伝鈔作法を含んでいるため、受講希望者は必ず講習までに 

  御伝鈔拝読許可（自坊に限る）を済ませるようご留意ください。 

 別科進級は、第 99 回 1 回生（2014 年度）以降は、1 回生から 3 回生までの総 

 合評価としております。 

          男女共同参画実施計画に基づき、女性の受講者も積極的に推薦くださいます 

  ようご協力をお願いいたします。 

         

２ 一般声明講習 ―儀式・声明の心得― 

（１）期  間 2026 年 1～2 月（3 日間） 

（２）対  象 有僧籍者 

（３）定  員 60 名 

（４）内  容 「葬儀式」（予定） 

（５）会  場 本廟部式務所１階大広間 

（６）冥 加 金 15,000 円 ※今年度から金額変更（5,000 円増） 

 

３ 登高座作法講習会 

（１）期  間 2026 年 1 月（4 日間） 

（２）対  象 報恩講式（私記）・嘆徳文拝読許可済（自坊に限る）の教師 

（３）定  員 15 名 

（４）会  場 本廟部式務所 2 階大広間 

（５）冥 加 金  50,000 円 ※今年度から金額変更（10,000 円増） 

（６）願事礼金 10,000 円（登高座作法伝授） 
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４ 御伝鈔作法講習会 

（１）期  間 2026 年 2 月（3 日間） 

（２）対  象 御伝鈔拝読許可済（自坊に限る）の教師 

（３）定  員 10 名 

（４）会  場 本廟部式務所 1 階大広間 

（５）冥 加 金 40,000 円 ※今年度から金額変更（10,000 円増） 

（６）願事礼金 10,000 円（御伝鈔作法伝授） 

本本廟廟部部（（式式務務所所））  

１ 法臈法衣条例施行条規の一部改正（薄物の依用）について 

2025 年 7 月 1 日付にて「法臈法衣条例施行条規」の一部を改正し、裳附及び色直綴の依用にあ

たって「6 月 1 日から 9 月 30 日までの間に限り、薄物を依用することができる」という条文を削

除いたしました。 

昨今の夏季を中心とした急激な気温上昇に鑑み、各宗務機関、別院、普通寺院及び教会におい

て依用する衣体のうち、薄物については各教務所長、別院輪番、住職、教会主管者が、気候や気

温の状況に応じて自主的にご判断いただき、依用していただこうとするものです。 

ただし、薄物衣体はあくまで夏季を中心に依用されるものであり、一年を通して着用するもの

ではないということに変わりはありません。また、薄物であっても、内衣が透けないものを用い

ることが定められています（『真宗大谷派儀式軌範』116 頁）。 

以上のことにご留意いただき、時宜、気候の状況によって、適切な衣体の依用をお願いいたし

ます。 

参参拝拝接接待待所所関関係係  

１ 真宗本廟収骨・本山読経・お斎について 詳細は本誌１８３頁をご覧ください。 

２ 帰敬式（本山受式）について 詳細は本誌１７９頁をご覧ください。 

３ 渉成園庭園維持寄付金及び施設使用について 

（１） 渉成園庭園維持寄付金 

大人 1 人 700 円以上（高校生・中学生 1 人 300 円以上／小学生以下無料） 

（２） 渉成園使用冥加金 

 真宗大谷派寺院・門徒の部 

使用施設 摘要 使用冥加金 

臨池亭 
半日（３時間） ￥６，０００ 

一日（午前９時から午後４時まで） ￥１２，０００ 

滴翠軒 
半日（３時間） ￥６，０００ 

一日（午前９時から午後４時まで） ￥１２，０００ 

閬風亭 
半日（３時間） ￥１２，０００ 

一日（午前９時から午後４時まで） ￥２４，０００ 

蘆菴 
半日（３時間） ￥６，０００ 

一日（午前９時から午後４時まで） ￥１２，０００ 

縮遠亭 
半日（３時間） ￥６，０００ 

一日（午前９時から午後４時まで） ￥１２，０００ 
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漱枕居 
半日（３時間） ￥６，０００ 

一日（午前９時から午後４時まで） ￥１２，０００ 

代笠席 
半日（３時間） ￥６，０００ 

一日（午前９時から午後４時まで） ￥１２，０００ 

※2024 年 7 月改正 
※一般の部の施設使用につきましては、本廟部（参拝接待所）までお問い合わせください。 

（３）施設使用の申し込み方法について 

施設使用の申し込みは、使用日の 1 年前から受付します（仮予約は不可）。申し込み受付

は先着順です。予約が確定した後、使用許可申請書を申請者へ送付します。提出され次第、

使用許可証ならびに使用冥加金振込用紙を送付いたします。（仕出し業者への支払いは、

各業者にお問い合わせいただきます） 

なお、真宗大谷派寺院･門徒の食事会場のほか、一般の施設使用もできます。ただし、使

用用途や目的によって冥加金が異なりますので、必ず参拝接待所にお問い合わせください。 

（４）施設使用のキャンセルについて 

使用期日の 3 日前から前日までのキャンセルは半額負担とし、当日のキャンセルは全額負

担となります。 

（５）仕出し業者の選定 

食事で使用する場合の仕出し業者は、「泉仙」「たん熊北店」「からすま京都ホテル」より選

んでください。 

※部屋の使用予約に先立っての仕出し業者への注文はご遠慮ください。 

※飲み物の持ち込み並びにお茶の準備はしておりませんので、必ず仕出し業者に各自でご注

文ください。 

大大谷谷祖祖廟廟事事務務所所  詳細は本誌１８８頁をご覧ください。  

 

研研  修修  部部 

１ 研修部主催後期教習の開催について 

各教区において推進員前期教習を修了している方で、後期教習受講を希望される方を対象

とした後期教習を下記の通り開催します。 

① 期  間   2026 年 2 月 7 日（土）～9 日（月） 

② 対  象  前期教習を修了し、後期教習未受講の方 

③ 教  導   同朋会館教導 

④ 申込締切   2026 年 1 月 9 日（金） 

※ 定員（１５名）になり次第、締め切ります。お申込みについては、教務所・教務

事務所へお問い合わせください。 
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２ 真宗本廟奉仕に関する事項 

（１） 同朋会館冥加金の改訂について 

    2026 年 7 月 1 日から同朋会館冥加金及び米代、本廟奉仕促進補助金を改定いたします。

詳細は、４３頁を参照ください。 

（２） 真宗本廟奉仕の「申し込み」及び「冥加金、団体補助、旅費補助」等について同朋会館

ホームページに掲載していますのでご覧ください。 

（３） 新任住職・教会主管者引率奉仕団への助成について 

  住職任命日から一年以内に申し込まれた新任住職・教会主管者が引率する団体へ 5 万円

の助成を行っています。 

（４） 縁 ―納骨、帰敬式 同朋会館宿泊プラン― 

真宗本廟収骨・大谷祖廟納骨・帰敬式受式者を対象とした同朋会館での宿泊受け入れを

行っています。晨朝参拝を中心とした同朋会館での生活体験を通して、次の上山（真宗

本廟奉仕への参加）につながることを願うものです。 

（５） 「真宗本廟奉仕説明会」及び「奉仕施設の見学」について 

研修部員が出向し、真宗本廟奉仕の意義と奉仕施設での生活を説明します。また、団体

や個人に対して、奉仕施設の見学会の受け入れを行っています。 

① 対  象 教区･組･寺院･同朋の会等、真宗本廟奉仕を検討している団体や個人 

② 申し込み 1 ヵ月前までに電話にて申し込みください。 

③ そ の 他 説明会への出向に係る経費については、研修部が負担します。 

※オンラインを用いて説明させていただく場合があります。 

（６）真宗本廟奉仕の記念写真撮影について 

諸般の事情により、日程中の業者による記念写真撮影は中止しました。記念写真を希望

される場合は、各団体において撮影いただきます。 

（７）真宗本廟奉仕施設の「施設利用」について 

     真宗本廟奉仕施設をより広く周知し、真宗本廟奉仕のご縁を開くために、施設に空きが

ある場合に限り、真宗本廟奉仕以外の利用も可能です。ぜひとも、教区・組・寺院の団

体参拝や関係団体の本山研修等でご利用ください。 

なお、利用の際には、定められた施設維持管理協力金をお納めいただきます。協力金の

詳細は同朋会館ホームページに掲載しています。 

※2026 年 7 月 1 日から施設維持管理協力金を改定いたします。 

（８）「合掌御膳」について 

真宗本廟奉仕促進の一環として、和敬堂にて「合掌御膳」を提供します。 

① 時 間 11：30～13：30 

② 対 象 団体参拝等で上山される団体 

③ 定 員 10 名～50 名 

④ 料 金 1 食 1,500 円 

⑤ 申 込 上山日の 1 週間前までに電話にてお申し込みください。 

※施設の都合によりご利用いただけない日があります。なお、3 日前に最終確認の連絡

をします。以降のキャンセル・人数変更があった場合は、その分の料金もいただきま

すので、ご承知おきください。 
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（９）教育旅行（修学旅行）対象の真宗本廟奉仕施設における昼食の提供について 

教育旅行の生徒に昼食を提供し、併せて両堂見学を行うことで、真宗本廟（東本願寺）

や浄土真宗に親しんでもらう機縁とすることを目的に、2025 年度より、休館日の年間

10 日間程度、教育旅行の生徒を対象とした昼食の提供を開始いたしますので、ご承知お

きください。なお、申し込みは旅行社を通じてのみとなります。 

 

３ 奉仕団・研修会の各種日程  ※入館状況は研修部へ電話にてご確認ください。 

□真宗本廟おみがき奉仕団 

① 2025年 7月 1日(火) ～  3日(木)または 7月 1日(火) ～ 2日(水) ＜申込受付終了＞ 

② 2025 年 11 月 9 日(日) ～ 11 日(火)または 11 月 9 日(日) ～10 日(月) 

③ 2026 年 3 月 2 日(月) ～  4 日(水)または 3 月 2 日(月) ～ 3 日(火) 

 

□真宗本廟子ども奉仕団 

① 2025 年 7 月 25 日（金）～27 日（日） 

② 2025年 7 月 29 日（火）～30 日（水） 

 

□真宗本廟中学生・高校生奉仕団 

    2025 年 8 月 7 日（木）～9 日（土） 

 

□真宗本廟報恩講奉仕団 

① 2025 年 11 月 20 日(木) ～ 22 日(土)または 11 月 20 日(木) ～ 21 日(金)＜満館＞ 

② 2025 年 11 月 24 日(月) ～ 26 日(水)または 11 月 24 日(月) ～ 25 日(火) 

③ 2025 年 11 月 27 日(木) ～ 29 日(土)または 11 月 27 日(木) ～ 28 日(金)＜満館＞ 

     ※1 泊 2 日の団体は、教導は担当せず補導のみとなります。 

 

□真宗本廟お煤払い奉仕団 

   2025 年 12 月 19 日(金) ～ 21 日(日)または 12 月 19 日(金) ～ 20 日(土) 

 

□真宗本廟春の法要奉仕団 

    2026 年 4 月 1 日(水) ～ 3 日(金)または 4 月 1 日(水） ～ 2 日(木) 

    ※1 泊 2 日の団体は、教導は担当せず補導のみとなります。 

 

□声明作法お稽古奉仕団（2024 年度から開始） 

教師資格取得を志す者及び住職就任を志す有教師を主な対象に、声明を通し聞法する。 

① 2025 年 8 月 5 日(火) ～  6 日(水) 

② 2025 年 12 月 11 日(木) ～ 13 日(土) 

③ 2026 年 1 月 9 日(金) ～ 11 日(日) 

④ 2026 年 5 月 30 日(土) ～ 31 日(日) 
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□子どもたちの真宗本廟奉仕！（通年募集） 

日曜学校や子ども会などを単位とした小人数による子どもたちの真宗本廟奉仕。 

各奉仕団の詳細は、同朋会館ホームページを参照ください。 

※テーマを設定した奉仕団を企画しています。後日教区通信等でお知らせいたします。 

 

□同朋会館教導・補導合同研修会 

  同朋会運動の中心施策である真宗本廟奉仕を担当する同朋会館教導・嘱託補導が、自ら真

宗本廟奉仕の生活を通して、本廟奉仕の願いを確かめ合う。 

 期 間 2026 年 2 月 3 日（火）～5 日（木）【予定】 

 講 師 未定 

  ※詳細は、同朋会館教導・嘱託補導に別途通知します。 

 

□同朋会館嘱託補導奉仕研修 

真宗本廟奉仕を担当する嘱託補導が、本廟奉仕の生活の基本を共に学ぶ。 

   期 間 2026 年 1 月 14 日（水）～16 日（金）【予定】 

   講 師 未定 

※詳細は、該当者に別途通知します。 

 

４ 同朋会館ホームページについて 

  同朋会館ホームページを開設しています。「真宗本廟奉仕上山促進短編動画」（YouTube）を

公開しています。その他、真宗本廟奉仕の基本的な情報をはじめ、各種奉仕団の募集等を掲

載するほか、申し込みフォームから真宗本廟奉仕の予約が可能です。 

 

５ 帰敬式奨励関係について 

   事務手続き関係、帰敬式受式奨励用のパンフレットや動画等のご案内等、本誌１７９頁に

おまとめしておりますので、ご覧ください。 

 

６ 研修冥加金の改定について 

来年、2026 年 7 月 1 日から研修冥加金を改定いたします。 

詳細については本誌４３頁をご参照ください。 

 

出出  版版  部部 

１ 『「坂東本 教行信証」カラー影印縮刷本』の刊行について 

   宗祖自筆である「坂東本 教行信証」に基づいた学びを進めていただくべく、『「坂東本 教

行信証」カラー影印縮刷本』を刊行いたします。6 月 1 日～9 月 15 日の期間を予約注文受付

期間としております。 

  【概 要】 

体裁：A4 変形判（縦 30.5 ㎝×横 23 ㎝）・4 分冊・オールカラー・箱付き 
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定価：99,000 円（税込・送料込） ※寺院・教会割引の適用はありません。 

※予約受付期間にご注文の方は、79,200 円（税込・送料込） 

 

２ 定期刊行物及び梱包配送料の価格改定について 

   資材・運送費用の上昇に伴い、『真宗』・月刊『同朋』誌購読料、『同朋新聞』年間発送料及

び梱包配送料の価格を改定します。詳細は、『真宗』2025 年 6 月号を参照ください。 

 

３ 書籍・教材のラッピングサービス開始について 

   今年度より 1 冊（個）250 円で、包装紙もしくは紙封筒にて、書籍・教材に合わせて包装

いたします。詳細は、東本願寺出版公式オンラインショップを参照ください。 

     

４ 月刊『同朋』誌の多部数購入割引制度の一部変更について 

   より多くの寺院・教会に、教化活動の中で月刊『同朋』誌を広く活用いただくため、現行

制度を一部変更し、より利用いただきやすい環境を整えました。 

  【変更前】 

〈対象〉宗務所の全部門、宗務出張所、教務所、開教監督部、沖縄開教本部、教区、組及び別院 

〈部数〉100 部以上 

  【変更後】 

〈対象〉上記に加え、寺寺院院・・教教会会を含む 

  〈部数〉2200 部部以以上上 

     

５ 東本願寺出版公式 SNS について 

   新刊の情報や販促イベント等、さまざまな情報を東本願寺出版公式 Instagram、Facebook、
X、LINE（＠469jqkzt）にて公開していますので、各所管の SNS や各種媒体においても周

知くださいますようお願いいたします。  

 

６ 東本願寺出版公式オンラインショップについて 

   2023 年 10 月に開設した新 EC サイトですが、寺院・教会の会員マイページにおける『同朋

新聞』の送付部数の変更、月刊『同朋』などの年間購読継続手続きへのクレジット決済およ

び会員マイページでの領収書発行の新機能を追加し、より利便性を向上させたサイトとなり

ましたので、是非とも会員登録をお願いいたします。 

 

７ 出版部発行書籍への文字入れサービスについて 

各教区、組、寺院・教会における各種記念品としてご活用いただけるよう、出版部発行書

籍（一部書籍を除く）への文字入れサービスを行っています。宗派公式 HP の寺院専用ペー

ジにおいて申請書・チラシを掲載しております。 
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８ 『同朋新聞』の個別発送について 

寺院・教会から毎月配布することが困難な遠く離れたご門徒方へ『同朋新聞』をお届けす

るため、寺院・教会からのお申し込みにより『同朋新聞』を個別に門徒宅へ送付します。送

付部数により年間送料が異なりますので、あらかじめ出版部に確認ください。 

なお、発送時の宛名ラベルには、「この配達物は○○（寺）様からのお届け物です」とい

う文言を印字しています。 

 

聖教編纂に関する事項 

１ 聖教編纂事業計画 

   ①『宗祖親鸞聖人著作集三』 

『浄土和讃』、『高僧和讃』、『正像末和讃』『皇太子聖徳奉讃』、 

『大日本國粟散王聖徳太子奉讃』の翻刻を収載。 

②『宗祖親鸞聖人著作集四』 

『尊号真像銘文』、『一念多念文意』、『唯信鈔文意』、『弥陀如来名号徳』、『唯信鈔』、 

『後世物語聞書』、『一念多念分別事』、『自力他力事』の翻刻を収載。 

③『宗祖親鸞聖人著作集五』 

『親鸞聖人御消息集（広本）』、『御消息集（善性本）』、『親鸞聖人血脈文集』、『末燈鈔』、

『御消息拾遺』の翻刻を収載。 

財財  務務  部部  

１ 授与物事務の一元管理・「東本願寺オンラインストア（仮称）」の開設について 

「いつでも・どこでも・誰にでも」授与物を届けられる体制を整備するために「東本願寺オ

ンラインストア（仮称）」を 2026 年 7 月 1 日より開設を予定しています。詳細は後日教区通

信等でお知らせいたします。 
 

２ 授与礼金の改定について 

2026 年 7 月 1 日より、門徒用授与物並びに寺院用授与物の授与礼金を改定します。 
なお、三折御本尊・三折御本尊（名号付）・小型三折御本尊の台なしの取り扱いは廃止と

なります。また、寺院用絵像御本尊に新たに金襴表装（金泥塗り）を設定します。 
   その他、2026 年度に新たな「額装御本尊」を門徒用授与物として新規設定予定です。 
 

３ 願事礼金（似影）の改定について 

2026 年 7 月 1 日より以下の通り改定します。 
・ 似影 ３３０，０００円  

ただし、住職または教会主管者であった者に限る。 
 

 

26



４ 門徒用御本尊・脇掛けの返納について 

本山から授与された御本尊（脇掛け含む）を対象に、2025 年 7 月 1 日から大谷祖廟・参

拝接待所を窓口として返納を受け付けます。 
・諸懇志 20,000 円 
・御本尊・お脇掛けを 1 単位とし、増加するごとに毎に 10,000 円が追加されます。 

 

企企  画画  調調  整整  局局  

１ 第８回「教勢調査」について 

（１）今後のスケジュールについて 

   2025 年 7 月末： 「第８回 教勢調査 報告書」を本山からの寺院・教会定期直送便にて、

全寺院・教会に発送します。 

8 月 1 日（金）： 浄土真宗ドットインフォに報告書をデータにて公開します。 

9 月 17 日（水）： 全体報告学習会実施（オンライン開催）以降順次：各教区報告学習会 

（２）全体報告学習会について 

① 開催日時 2025 年 9 月 17 日（水）13：30～17：00（予定）[途中休憩あり] 

② 内  容 報告書執筆者による各章の分析報告 

③ 開催形態 オンライン（後日録画映像をインターネット上に共有します） 

④ 参加対象 宗派関係者（『真宗』2025 年 8 月号にて告知） 

※その他詳細は、追ってポータルサイトにてお知らせします。 

 

２ 寺院運営活性化支援について 

（１）「元気なお寺づくり講座」について 

寺院を取り巻く環境の変化、寺院に求められる役割などに着眼し、寺族と門徒の共創によっ

て次世代へと繋がるお寺づくりを考えていく「元気なお寺づくり講座」の開催を検討・推奨し

てください。※教区・組単位に限らず、有志寺院による小規模での開催もできます。 

① 概  要 寺族と門徒の共創に必要な視点や方法をワークショップで体験しながら学習 

し、お寺の事業計画書（「寺業計画書®」）を作成する。 

② 回  数 全 5 回（1 回につき 3 時間から 3 時間半程度） 

③ 参加要件 寺族と門徒のペア（または 3 人でのチーム）で参加。※講座の趣旨から寺族   

のみ、門徒のみでの参加は不可。 

④ 講  師 寺院運営活性化支援担当の支援員 

⑤ 費  用 講座の運営に関する経費（講師派遣経費など）は、教区寺院活性化支援室 設 

置教区については、活動費助成の中から支弁してください。未設置教区で開 

催の場合は、企画調整局が負担します。 
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（２）寺報・掲示板等の文書伝道支援について 

『文書伝道マニュアル－寺報・掲示板・案内チラシ－』（2022 年 4 月末全カ寺送付済）をテ

キストとして、対面での講座に出向します。 

概論とワークによる双方向の研修によって、参加者に成果物を持って帰ってもらうことので

きる会として、好評をいただいています（オンライン、対面研修を含めてこれまでに約 200名

が受講）。PC の操作方法や、法語掲示の作成など、実際に作りながら完成まで丁寧にレクチャ

ーします。 

以下の内容を連続講座、もしくは必要な項目を選択して開催することも可能ですので、お気

軽にお尋ねください。 

①  文書伝道の考え方（概論） 

②  寺報作成（Word / PowerPoint / 手書き）ワーク 

③  案内チラシ（フライヤー）・チケットの作成ワーク 

④  掲示板法語・掲示板チラシほか案内・発信文書の作成ワーク 

報恩講・新年・春彼岸に合わせて寺報発行をしようと思われる方向けのオンライン講習も下

記の通り開催予定です。 

【開催日】８月２４日(日)、９月２８日(日)、１２月７日(日) いずれも 15 時～ 

（３）「お寺で活きる傾聴セミナー」について 

地域の共同体としての役割を担ってきたお寺の重要な要素は、コミュニケーション力（聴く

力）であると第 7 回教勢調査の結果からも明らかになっています。本セミナーでは、お寺の聴

く力の回復、あるいは養うために、傾聴の知見をお伝えし、トレーニング（ワーク）をいたし

ます。単なる傾聴技法の伝達ではなく、真宗教化を考え直し、資していく内容となっています。 

オンラインでは内容を限定して下記の日程で実施予定です。興味のある方は教務所までお問

い合わせください。 

傾聴の研修は、非言語（ジェスチャーや表情、仕草）の学びが大切で、対面の方が高い効果

が得られるため、各地での研修にも出向いたします。 

【開催日】８月７日（日）Ａ、９月７日（日）Ｂ、１０月１１日（土）Ａ、 

１０月２５日（土）Ｂ  

※ＡとＢでは内容が異なります。下半期は追ってお知らせいたします 

（４）お寺の会計入門について 

『お寺の会計入門～お寺の会計編～』を発行し、全寺院へ１部送付します（９月末同梱予定）。

テキストの内容は、リニューアルした寺院活性化支援室ウェブページで PDF 版をダウンロード

できます。（https://jodo-shinshu.info/support/）また、本内容の要点をまとめた短編動画（全

４回）をしんらん交流館 YouTube チャンネルにて公開します。 

（５）お寺の法宝物調査支援について 
お寺の法宝物（御本尊や絵像、御聖教や古文書、仏具など）を調査し、歴史や由来を明らか

にすることを通して、お寺のこれまでの歩みや魅力を再発見していただけることを目的として

実施します。 
 

浄土真宗ドットインフォから 

 
内容がダウンロードできます 
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【支援内容】対象：真宗大谷派の寺院・教会／費用：無料 
① 法宝物の調査実施 

本尊、宗祖御影、蓮如上人御影、聖徳太子御影、七高僧御影や什物類等の法宝物を現地

で調査し、必要に応じて保存方法の提案やアドバイスを行います。 
② 小冊子（図録形式）の作成 

調査結果をもとに、Ａ４サイズのカラーの図録形式の小冊子を作成し、１部贈呈。デー

タ形式でもお渡しするので、必要に応じてプリントアウトやネット印刷が可能です。 
【支援の流れ】 

① 寺院活性化支援室HP内の「お寺の法宝物調査支援」ページ掲載の要項をご確認のうえ、   
 寺院活性化支援室にお問い合わせください。 

② 日程調整後、調査に伺います。調査所要時間は半日～を予定しています。調査の記録を

もとに、小冊子（図録形式）を作成します。（制作期間 2 ヵ月程度） 
③ 完成した小冊子（図録形式）１部とデータを送付します。 

（６）お寺のホームページ開設支援について 
第 8 回「教勢調査」において約 1,500 ヵ寺がホームページの開設を検討していることが明ら

かとなったため、開設に向けた支援を行います。 
【支援内容】 

お寺のホームページ開設支援動画（全２編）を公開。開設にあたってサポートが必要な場合

は、寺院活性化支援室にお問い合わせください。 
【支援の流れ】 

寺院活性化支援室に問い合わせをいただき、作成したいホームページの規模感によって、支

援方法を選択いただきます。 
① 簡易的なホームページを作成したい場合は、Zoom（オンライン）もしくは現地へ出向し、

真宗教化センター寺院活性化支援室が無料でサポートします。 
② 本格的なホームページを作成したい場合は、制作業者をご紹介します。（業者への委託料

は寺院負担） 
（７）その他各種ワークショップ出向について 

坊守会・婦人会・門徒会・推進員連絡協議会など、各関係団体の研修会や学習会に支援員が

出向き、対話・共創によるお寺づくりを推進するワークショップを行い、研修会等のサポート

もできますのでご相談ください。 
 

３ 過疎・過密地域寺院教化支援について 

真宗の教えが伝わる場の創造と次世代に教えを相続していくことを願いとし、国の「過疎地

域の持続的発展の支援に関する特別措置法」において、全部過疎、一部過疎、みなし過疎及び

特定市町村に指定された市町村に属する寺院や、都市部で住職・寺族・ご門徒のつながりを持

つことが難しくなったと感じられる寺院が対象です。 
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（１）支援員派遣について 

住職・寺族・門徒から支援員が傾聴を旨として聞き取りを行い、そのお寺らしさ、そのお寺

ならではの教化事業を一緒に考えます。真宗教化センター寺院活性化支援室 過疎・過密地域寺

院教化支援担当までご連絡ください。 

なお、教区寺院活性化支援室の設置が進んできていることから、教区寺院活性化支援室と連

携の上で出向調整します。 

（２）「お寺に寄り添う講師派遣」について 

① 内 容 支援員の派遣ののち、住職・寺族・門徒と支援員が一緒に考えた教化事業につ   

いて、テーマに応じた講師を派遣します。 

② 助成額 50,000 円（1 年度 1 事業 1 回） 

③ その他 講師の選定、旅費及び宿泊費の支弁は企画調整局で行います。 

（３）「離郷門徒のつどい・ふるさと法要」の助成について 

① 要 件 国の「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」において、全部過疎、 

一部過疎、みなし過疎及び特定市町村に指定された市町村に含まれる寺院・教 

会、組を対象とし、真宗の教えとの出遇いの場、お寺とのつながりの場、次世 

代へ教えを相続していく環境をつくる取り組みとして、離郷門徒のつどい・ふ 

るさと法要の開催に助成します。 

※離郷門徒のつどいは、生まれ育った郷里を離れて暮らす門徒の地域へ住職が

出向き、同じご縁を持つ者同士が仏法にふれる時間を過ごすことを目的とした取り組み。  

※ふるさと法要は、普段離れて暮らす郷里を離れた門徒が、正月やお盆等で帰 

省する時期に合わせ、仏法にふれる時間を過ごすことを目的とした取り組み。 

② 助成額 100,000 円（1 年度 1 事業 1 回） 

③ 申請方法 開催の１カ月前までに、助成申請書【所定様式あり】を提出してください。 

（４）「地域連続法話会」の助成について 

① 要 件 国の「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」において、全部過疎、 

一部過疎、みなし過疎及び特定市町村に指定された市町村に含まれる 3 カ寺以

上の寺院が、共同して同朋の会や法座を開き、同一講師が連続して出向する地

域連続法話会の開催に助成します。 

※ 講師は主催者に選定いただきます。 

② 助成額 100,000 円（1 年度 1 事業 1 回） 

③ 申請方法 開催の 1 カ月前までに、助成申請書【所定様式あり】を提出してください。 

（５）過疎・過密地域寺院教化支援の拡充 

① 「元気なお寺づくり講座」の定期開催 

過疎地域及び過密地域を対象とした「元気なお寺づくり講座」を開催します。 

詳細は、同項目企画調整局内に掲載しています。 

② 仏法継承支援（解散寺院教化支援）※合併に伴う解散を含む 

最後まで寺院が聞法道場としての機能を全うすることを念頭に、教務所と連携して、

現場の状況に応じた多種多様な支援活動を展開しますのでご相談ください。 
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【例】岡崎教区第 28 組安樂寺 

（聞き取り）       （解散法要） 

2021 年 8 月 23 日      2022 年 3 月 13 日 

 

４ 青少幼年教化支援「子どもや若者との出あいの場づくり」について 

（１）支援員派遣について 

子どもや若者との出あいの場づくり支援のために支援員を派遣します。青少幼年センター

が実施する「若者教化立ち上げ応援プロジェクト」（対象は、寺院、組、真宗大谷派僧侶や

門徒による有志の会）や教区や組等で「ひとりからはじめる子ども会講習会」を実施する際

にも活用ください。 

（２）「寺院活動における青少幼年教化活動の実態調査」について 

「寺院活動における青少幼年教化活動の実態調査」（2018 年山陽教区で実施）の報告書を

ご活用ください。（必要部数を企画調整局までご連絡ください。） 

また、2021 年度に九州教区青少幼年部門が行った調査の分析結果（真宗教化センター寺院

活性化支援室が分析協力）を『真宗』2022 年 8 月号に掲載しておりますので、活用ください。 

①分析結果の説明会について 

   教区における青少幼年教化の施策展開の参考としていただくため、希望により教区教化委

員会、児童教化連盟、仏教青年会、坊守会、推進員連絡協議会等の研修会や学習会へ出向

き、山陽教区及び九州教区における調査分析結果、並びに第８回「教勢調査」の青少幼年

教化に関するデータを元にした説明会を実施しますのでご相談ください。 

②各教区における「寺院活動における青少幼年教化活動の実態調査」実施について 

 教区で青少幼年教化支援に資する調査を実施される場合はご相談ください。調査項目の設

計や実施、分析をサポートします。 

 

５ Tera school（テラスクール）について 

NPO 法人寺子屋プロジェクトと協働し、しんらん交流館 Tera school を運営しています。 

また、寺院や別院の状況や課題、要望などの聞き取りを丁寧に行い、子育てや教育に関する

場づくりに向けて取り組んでいますので、ご相談ください。 

NPO 法人          しんらん交流館 

寺子屋プロジェクト      テラスクール 

 

６ 「東本願寺いのちとこころの相談室」について 

研修を受けた相談員が、“傾聴”を旨にクライエント（来談者）から電話でお話をお聴きする

電話相談室を開室しています。 

（１）開室日 毎週木曜日 13 時から 17 時（祝日・休館日・行事日閉室） 

   2025 年度は祝日の他、8 月 14 日、11 月 20 日、11 月 27 日、1 月 2 日、4 月 3 日は閉室予定 

（２）電話番号 075－371-9280 

（３）その他 相談は 1 回 30 分を目処とし、相談内容は秘密を厳守します。 

31



７ しんらん交流館の開館時間・休館日ついて 

【開館時間】9 時から 17 時 

【休 館 日】毎週火曜日、8/13～16、12/28～1/5、その他行事日 

※東本願寺文庫・「閲覧室の開室」「書籍の貸出」は 9 時～16 時 30 分です。 

 

８ しんらん交流館 交流ギャラリー企画展示 

常設展「東本願寺の今昔展」及び「おしゃかさまとその風景展」を展示。その他、要望に応じて

歴史、文化、芸能に関わる展示企画を受け入れ展示会場として貸出を行う。 

（１）会  場 しんらん交流館 1 階 交流ギャラリー 

（２）入 場 料 無料 

 

９ しんらん交流館スタジオについて 

京都近郊在住の講師を招聘して開催する教区の学習会や講演会等を、しんらん交流館で撮

影・ライブ配信することが可能です。 

（１）対象事業 教区主催の教化事業 

（２）経  費 施設維持管理協力金（半日 5,000 円／終日 10,000 円） 

 

10 大谷婦人会 

大谷婦人会では、お寺や地域の婦人会（女性会など）で構成される支部の活動をサポートし

ています。５人以上で支部を結成いただけます。結成の際は、大谷婦人会事務局へご連絡くだ

さい。支部への支援内容等は次のとおりです。 

（１）新支部設立助成金 20,000 円 

（２）聞法会講師派遣 旅費宿泊費助成 30,000 円上限 

（３）聞法会での臨時保育室設置助成 50,000 円上限 

（４）入会金なし、年会費会員 700 円（１人あたり） 

（５）月刊聞法誌『花すみれ』を支部に１冊贈呈 

 

解放運動推進本部 
１ 「身元調査お断り・過去帳閲覧禁止運動」について 

（１）税務調査と過去帳の取り扱いについて 

近年、税務調査において過去帳の閲覧を求められるケースが増えています。しかし、過去帳

は宗教的意義を持つものであり、税務調査など他の目的での利用は厳に慎むべきです。 

たとえ税務署員から「守秘義務があるので閲覧しても問題はない」と言われたとしても、宗

教者が過去帳を開示すること自体が守秘義務違反に問われる可能性があります。そのため、収

支計算書などの会計帳簿を適切に整備し、税務調査にはそれらで対応してください。 
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（２）運動の徹底について 

・2013 年度に宗派名の「身元調査お断り」プレートを全寺院・教会に配布しています。 

・運動の趣旨を徹底するため、未掲示の寺院・教会には掲示を指導してください。 

・あわせて、「過去帳閲覧禁止」ステッカーも過去帳に貼布するよう指導をお願いします。 

・「身元調査お断り」リーフレットも活用し、啓発を進めてください。 

・2013 年度以降、住職修習において身元調査に関する差別問題を取り上げています。その際、

「過去帳閲覧禁止」ステッカーと「身元調査お断り」リーフレットを配布しています。受講

者には事前にプレート掲示の有無を確認してもらい、未掲示の寺院・教会には再配布と掲示

の指導を行っています。 

 

２ 「インターネットを活用した情報発信等に関する指針」について 

近年、インターネット上において、民族、国籍を理由とした差別表現や、女性、障害者への

差別を助長するような発信等が多くみられます。宗派において定められている「インターネッ

トを活用した情報発信等に関する指針」（『真宗』2021 年 8 月号 13 頁参照）に基づき、宗派に

所属する僧侶・門徒の一人ひとりが、個人や集団を誹謗中傷する発信等、他者の尊厳を踏みに

じることなく、ブログやＳＮＳ等のインターネットを活用するように心がけてください。 

 

３ 「同和」の用語について 

「同和」の用語を極力用いないとの方針に基づき、教区機関・事業名称等の変更に向け、引

き続き取り組んでください。（2004 年同和審議会「具申書」、『部落問題学習資料集』373 頁参照） 

 

４ 差別問題等に関する各種研修会について 

これまで開催してきた研修会の動画を、解放運動推進本部の「ホームページ」並びに「YouTube

チャンネル」でも公開していますので、ご活用ください。 

 

５ 解放運動特別指定伝道研修（解放特伝）の実施について 

※2025 年度は「是旃陀羅」の取り組みに傾注するため休止します。 

各組・寺院における差別問題学習の浸透を図るため、原則 1 年間の準備期間、2 年間の指定

期間として、特別指定した教区の実情に見合った研修を実施しています。 
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女性室関連 

１ 諸事業について 

（１）「真宗 女性僧侶の集い」について 

女性の住職及び教会主管者・代務者・法務にたずさわる女性を対象に実施します。 

（２）「男女両性で形づくる教団をめざす協議会」について 

各教区の代表者が参加し、女性室との交流や教区間の情報交換を行う場として開催します。 

 

２ 発行物等について 

（１）「あいあうカルタ」について 

  このたび、時代にあわせてカルタの句を改訂し、「女
ひと

と 男
ひと

のあいあうカルタ」から「あいあ

うカルタ」と名称を変更しました。研修会等で使用されたい場合、貸出も行っていますので、

本部へご連絡ください。 

また、カルタの改訂に伴い、『あいあうカルタ（ことば集）』の改訂版を作成し、全寺院へ送

付します（2025 年 9 月を予定）。 

（２）女性室広報誌について 

『あいあう』（最新は第 36 号）、『メンズあいあう』（第 9 号まで）、「女と男のあいあ

うリーフレット 男女両性で形づくる教団をめざして」をご活用ください。バックナンバー有。 

（３）女性室ギャラリー展パネル貸し出しについて 

女性室主催ギャラリー展のパネルを貸し出します。教区・組の事業等で活用ください。貸し

出し可能なものは次のとおりです。 

①「アイアウ」すごろく展 ～近現代の女性たちの歴史～ 

②いろいろな性を生きる展 ～多様な性を認めあえる社会を願って～ 

③『女性史に学ぶ学習資料集』刊行記念 真宗大谷派の女性近現代史展 

※③は①のパネルを一部使用しています。 

④ジェンダーと法名展 

（４）女性室ホームページについて 

「あいあう net」を開設しています。女性室の事業予定や講師情報、『あいあう』の閲覧や『あ

いあうカルタ』のダウンロード、インタビュー記事など学習素材の提供も行っています。 

 

青少幼年センター 

１ 御正忌報恩講讃仰法要（音楽法要）研修会 

（１）期 間：2025 年 11 月 20 日（木）～21 日（金） 

（２）会 場：真宗本廟 御影堂・同朋会館・和敬堂 

（３）募集人数：50 名 

女性室関連 
１ 諸事業について 

（１）「真宗 女性僧侶の集い」について 

女性の住職及び教会主管者・代務者・法務にたずさわる女性を対象に実施します。 

（２）「男女両性で形づくる教団をめざす協議会」について 

各教区の代表者が参加し、女性室との交流や教区間の情報交換を行う場として開催します。 

 

２ 発行物等について 

（１）「あいあうカルタ」について 

  このたび、時代にあわせてカルタの句を改訂し、「女
ひと

と 男
ひと

のあいあうカルタ」から「あいあ

うカルタ」と名称を変更しました。研修会等で使用されたい場合、貸出も行っていますので、

本部へご連絡ください。 

また、カルタの改訂に伴い、『あいあうカルタ（ことば集）』の改訂版を作成し、全寺院へ送

付します（2025 年 9 月を予定）。 

（２）女性室広報誌について 

『あいあう』（最新は第 36 号）、『メンズあいあう』（第 9 号まで）、「女と男のあいあ

うリーフレット 男女両性で形づくる教団をめざして」をご活用ください。バックナンバー有。 

（３）女性室ギャラリー展パネル貸し出しについて 

女性室主催ギャラリー展のパネルを貸し出します。教区・組の事業等で活用ください。貸し

出し可能なものは次のとおりです。 

①「アイアウ」すごろく展 ～近現代の女性たちの歴史～ 

②いろいろな性を生きる展 ～多様な性を認めあえる社会を願って～ 

③『女性史に学ぶ学習資料集』刊行記念 真宗大谷派の女性近現代史展 

※③は①のパネルを一部使用しています。 

④ジェンダーと法名展 

（４）女性室ホームページについて 

「あいあう net」を開設しています。女性室の事業予定や講師情報、『あいあう』の閲覧や『あ

いあうカルタ』のダウンロード、インタビュー記事など学習素材の提供も行っています。 

 

青少幼年センター 

１ 御正忌報恩講讃仰法要（音楽法要）研修会 

（１）期 間：2025 年 11 月 20 日（木）～21 日（金） 

（２）会 場：真宗本廟 御影堂・同朋会館・和敬堂 
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２ おてらおやつクラブ in 東本願寺 

（１）期 間 ①2025 年 11 月 21 日（金）～12 月 15 日（月） 

       ②2026 年 3 月 9 日（月）～4 月 13 日（月）   

（２）対象物 お米、お菓子、乾麺、レトルト食品、飲み物、缶詰、調味料等の食品類又は洗剤

等の生活用品  

※賞味期限 ①は 2026 年 1 月 20 日以降のものに限る。 

      ②は 2026 年 5 月 18 日以降のものに限る 

（３）受 付 しんらん交流館内青少幼年センター 

 

３ 子ども報恩講のつどい 

（１）期  日：2025 年 11 月 23 日（日・祝） 

（２）会  場：真宗本廟 両堂・同朋会館・和敬堂 

（３）講  師：乾 文雄 氏（大谷中学・高等学校長） 

（４）お  斎：精進カレー 

（５）レクレーション：ゲーム、人形劇（山添 真寛 氏） 

（６）定  員：250 名 

※開催チラシは 8 月末の寺院定期直送便にて各寺院に送付します。 

 

４ 御正忌報恩講コンサート 

（１）期 日：2025 年 11 月 27 日（木） 

（２）会 場：しんらん交流館 2 階 大谷ホール 

（３）団体数：4 団体+関係学校 

 

５ 児童教化教区代表者協議会の開催について 

（１）期 間：2026 年 1 月 29 日（木）～30 日（金） 

（２）会 場：名古屋別院（別院内にて宿泊） 

（３）テーマ：「一人(ひとり)と出会う―教区ができることは何か―」 

（４）講 師：四衢 亮氏（前青少幼年センター研究員・岐阜高山教区不遠寺住職） 

（５）対 象：各教区の教化体制をもとに、対象者を指名して依頼する 

   ※詳細は後日通知します。 

 

６ 大谷スカウト名誉奉仕訓練  

（１）期 間：2026 年 3 月 26 日（木）～29 日（日） 

（２）会 場：真宗本廟 同朋会館・和敬堂 

（３）対 象：①大谷スカウト登録団に所属する者及び個人登録者 

②原則としてボーイスカウトは、ベンチャースカウト以上 

    ③原則としてガールスカウトは、レンジャースカウト  

（４）定 員：24 名 
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７ 親鸞聖人御誕生会（音楽法要）研修会 

（１）期 間：2026 年 3 月 30 日（月）～4 月 1 日（水） 

（２）会 場：真宗本廟 御影堂・同朋会館・和敬堂 

（３）募集人数：50 名 

 

８ 修学旅行生参拝案内について 

   実施期間：2026 年 5 月上旬から 6 月上旬 

 

９ しんらん交流館 東本願寺文庫 絵本コーナーの活用について 

（１）絵本・紙芝居の閲覧 

寺院での青少幼年教化で活用できる絵本、紙芝居を取り揃えています。貸出可能。 

（２）東本願寺文庫「幼児広場」の開催 

①日 時：毎月第 2 木曜日 10：30～11：30（8 月は夏季休暇中のため休止） 

②会 場：しんらん交流館１階 絵本コーナー 

③対 象：乳幼児・保護者 

⑤ 内 容：絵本読み聞かせ、手あそび、工作等 

 

10 青少幼年教化教材について 

（１）青少幼年教化教材 

   発送方法：着着払払いい（ただしレターパックでの配送は青少幼年センターで負担します） 

 名 称 備 考 

１ 『2022 年度版 青少幼年教化指針』 慶讃事業として 2022 年に改訂 

２ 『子ども会開設の手引き ひとりからはじめる子ども会』 慶讃事業として 2022 年に改訂 

３ 「ひとりからはじめる子ども会」講習会ＤＶＤ 2014 年に各組へ送付済 

４ カルト問題啓発リーフレット「その誘い、大丈夫？」 一般用 2017 年度改訂 

  〃           「あなたは狙われている」 学生用 

  〃           「カルトについて」 寺院・教会用 

  〃           「カルト対応の手引き」 寺院・教会用 

  〃           「カルト問題学習の手引き」 寺院・教会用 

５ メール相談「こころの救急カード」  

６ 子ども会情報紙『ひとりから』 バックナンバー 
部数に限りがありますのでお問い

合わせください。 

７ 
リーフレット「いのちの教育はお寺から」Vol.1  

「お坊さんって、何してるの？」 
 

 
 〃                  Vol.2 

 「やがて死んでいく君は今、生きている」 
 

８ ほとけの子リーフレット「修正会」  

  〃         「彼岸会」  

  〃         「報恩講」  

  〃         「蓮如さま」  

  〃         「聖徳太子」  

  〃         「花まつり」  

  〃         「親鸞聖人―出家―」  

７ 親鸞聖人御誕生会（音楽法要）研修会 

（１）期 間：2026 年 3 月 30 日（月）～4 月 1 日（水） 

（２）会 場：真宗本廟 御影堂・同朋会館・和敬堂 

（３）募集人数：50 名 

 

８ 修学旅行生参拝案内について 

   実施期間：2026 年 5 月上旬から 6 月上旬 

 

９ しんらん交流館 東本願寺文庫 絵本コーナーの活用について 

（１）絵本・紙芝居の閲覧 

寺院での青少幼年教化で活用できる絵本、紙芝居を取り揃えています。貸出可能。 

（２）東本願寺文庫「幼児広場」の開催 

①日 時：毎月第 2 木曜日 10：30～11：30（8 月は夏季休暇中のため休止） 

②会 場：しんらん交流館１階 絵本コーナー 

③対 象：乳幼児・保護者 

⑤ 内 容：絵本読み聞かせ、手あそび、工作等 

 

10 青少幼年教化教材について 

（１）青少幼年教化教材 

   発送方法：着着払払いい（ただしレターパックでの配送は青少幼年センターで負担します） 

 名 称 備 考 

１ 『2022 年度版 青少幼年教化指針』 慶讃事業として 2022 年に改訂 

２ 『子ども会開設の手引き ひとりからはじめる子ども会』 慶讃事業として 2022 年に改訂 

３ 「ひとりからはじめる子ども会」講習会ＤＶＤ 2014 年に各組へ送付済 

４ カルト問題啓発リーフレット「その誘い、大丈夫？」 一般用 2017 年度改訂 

  〃           「あなたは狙われている」 学生用 

  〃           「カルトについて」 寺院・教会用 

  〃           「カルト対応の手引き」 寺院・教会用 

  〃           「カルト問題学習の手引き」 寺院・教会用 

５ メール相談「こころの救急カード」  

６ 子ども会情報紙『ひとりから』 バックナンバー 
部数に限りがありますのでお問い

合わせください。 

７ 
リーフレット「いのちの教育はお寺から」Vol.1  

「お坊さんって、何してるの？」 
 

 
 〃                  Vol.2 

 「やがて死んでいく君は今、生きている」 
 

８ ほとけの子リーフレット「修正会」  

  〃         「彼岸会」  

  〃         「報恩講」  

  〃         「蓮如さま」  

  〃         「聖徳太子」  

  〃         「花まつり」  

  〃         「親鸞聖人―出家―」  

④
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  〃         「親鸞聖人―道を求めて―」  

  〃         「お盆」  

  〃         「親鸞聖人―であい―」【new】 8 月末寺院・教会定期直送便同梱 

９ キャラクターシール【有償】  

10 誕生児念珠  

11 ペーパークラフトで学ぼうお内仏のお給仕  

※宗派ホームページ及び青少幼年センターホームページに掲載しています。 

「宗派 HP→寺院の方へ→寺院教化のお役立ち情報→各種記念品の取り扱い→青少幼年向け無償教材」 

（２）慶讃事業における青少幼年教化教材の発行物 

  ①ほとけの子リーフレットの改訂 

＜2020 年度＞ 第１弾 「聖徳太子」 

＜2021 年度＞ 第 2 弾 「花まつり」 

＜2022 年度＞ 第 3 弾 「親鸞聖人―出家―」 

＜2022 年度＞ 第 4 弾 「親鸞聖人―道を求めて―」 

＜2023 年度＞ 第 5 弾 「お盆」  

＜2024 年度＞ 第 6 弾 「親鸞聖人―であい―」8 月末寺院・教会定期直送便同梱 

 

②紙芝居の発行 

   慶讃事業で下記の紙芝居を作製いたしましたので、是非ご奨励をお願いいたします。 

＜2021 年度＞ 『ふたりのパンタカ』（8 枚）  

［絵：畠中光享氏 脚本：渡邊愛子氏 監修：楠章子氏］ 

限定発行 1,000 部 慶讃特別価格 1,760 円（税込） 

＜2022 年度＞ 『しんらんさまとやまぶしべんねん』（改訂版）（12 枚） 

［脚本：市川真由美氏 絵：山本孝氏］ 

限定発行 500 部 価格 2,200 円（税込） 

＜2022 年度＞ 『しんらんさまと少年かん太』（17 枚） 

［脚本・絵：諸橋精光氏 監修：青少幼年センター］ 

限定発行 1,000 部 慶讃特別価格 1,980 円（税込） 

     ※すべて寺院割引（2 割引）適用あり 

③『真宗児童聖典』の発行 

   ・『仏説無量寿経』『仏説観無量寿経』『仏説阿弥陀経』「正信偈」のこころを伝えることを

願いに 1924 年(大正 13 年)～1926 年(大正 15 年)にかけて『児童と宗教』(真宗大谷派社

会課機関誌)に連載された「真宗児童聖典私考」をもとに現代の表現に改めて書籍化。 

   ・体裁 A5 判 218 ページ 

   ・頒布価格 1,100 円（税込）※寺院割引（2 割引）適用あり 

   ・現在第 6 刷 14,000 部発行、10,578 部頒布（4 月末現在） 

   ・『同朋新聞』8、9 月号「どうぼうしんぶんきっず」にて、『真宗児童聖典』を紹介します。 
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11 「若者教化立ち上げ応援プロジェクト」会所募集について（慶讃継続事業） 

2013 年度より青少幼年センターに若者教化プロジェクトを設置し、３回の若者教化教区代表

者協議会を重ね、「一人の若者を誘って共に聞法の座に着く」大切さを確認してきました。

このことを踏まえ、各現場で若者教化をはじめるきっかけとして、若者教化立ち上げ支援を

行っています。 

（１）概  要 若者教化の場の開設を希望する別院・寺院・教会、組、有志の会（真宗大谷派

の僧侶・門徒によるもの）を対象として、立ち上げ支援を行います。 

 各現場の状況に応じたプランづくりに関しては、寺院活性化支援室と連携し、

寺院活性化支援員（青少幼年教化支援担当）が必要に応じて各現場へ事前相談

に伺います。 

（２）実施年度 2023 年度～2025 年度 

（※募集定数：70 会所：残り 19 会所募集） 

（３）費  用 講師・スタッフ等の経費を補助します。 

        ※一会所 上限 55,000 円 

※事前相談に係る寺院活性化支援員の派遣費用については企画調整局にて負

担します。 

（４）募  集 随時受付（先着順・定数になり次第締切） 

（５）応募方法 青少幼年センターへ連絡ください。（電話、FAX、メールいずれも可） 

 

12 「若者向け法話集～50 のストーリー～」のホームページ掲載について  

慶讃事業として、法話の得手・不得手に関わらず、聞法に取り組める教材として「若者向け

法話集～50 のストーリー～」を制作し、青少幼年センターホームページ上に公開しておりま

す。上記の立ち上げ応援での若者教化など様々な場で是非ご活用ください。 

（１）公開数 51 法話 

（２）公開先 青少幼年センターホームページ→若者教化→若者向け法話集 

 

組 織 部 

１ 第 2 種共済制度について 

（１）第 2 種共済制度の一部改正について 

2026 年 1 月 1 日に「地震災害に係る共済金給付額の算出に関する臨時措置条例」が施

行されます。制度改正のチラシについては、教区通信 7 月号にて掲載しております。 

【臨時措置条例による主な変更内容】 

地震災害に対する保障内容を以下のとおり変更いたします。 

※地震以外の災害に対する保障内容はこれまで通りです。 

① 基礎加入：2026 年 1 月 1 日以降に発生した地震災害から、全寺院の給付水準を 50％ 

引き下げます。 

（本堂は最大 700 万円、庫裡は最大 300 万円） 
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② 任意加入：2026 年 1 月 1 日以降に発生した地震災害から、保障発生年月日が 

2026 年 1 月 1 日以降の寺院の給付水準を 50％引き下げます。 

（1 口最大 500 万円、10 口で最大 5,000 万円） 

なお、2025 年 12 月 31 日以前に任意加入した給付額の算出は、共済条例 

第 17 条によります。 

③ 査定区分：被害の程度を 4 区分（全壊・大半壊・小半壊・一部損壊）に変更します。 

④ 査定方法：「宗派独自の査定基準」から一般社団法人「日本損害保険協会」の定める 

「地震保険損害認定基準」の準用に変更します。 

 

 

  ・「同朋相互扶助の精神」の基づく宗派独自の制度です。 

・地震以外のすべての災害は、これまで通り手厚い給付です。 

・民間保険会社の地震保険が火災保険に加入しなければ加入できないこと、また、保障 

内容が１億円程度の火災保険に加入するためには、寺院の所在地や建物状況にもより

ますが、宗派任意加入に比して４倍程度の費用がかかることがこれまでの調査・研究

から明らかとなっています。経費的な面からみてもまだまだ有利です。 

 

２ 能登半島地震に係る支援について 

   能登教務所に設置されている現地災害救援本部及びボランティア支援センターにおい

て、今年度もボランティア団体や教区役職者等の視察を受け入れております。 

なお、宗派関係者が行うボランティア活動については、前年度と同様、ボランティア

活動助成（1 回あたり上限 5 万円）をご活用いただけます。 

ボランティア支援センターＨＰ➡ 

 

３ 宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要執行届について 

寺院・教会において、宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要を厳

修される場合には執行届を教務所まで申請ください。 

 

４ 「住職・教会主管者在任 50 年記念畳袈裟贈呈式」について 

（１） 期 日 2026 年 4 月 10 日（金） 

（２） 対 象 2025 年 4 月 2 日から 2026 月 4 月 1 日までの間に住職・教会主管者在任満

50 年となった者 

 

５ 連続 50 ヵ年経常費御依頼額完納寺院に対する表彰状及び記念衣体贈呈式について 

（１） 期 日 2025 年 10 月 3 日（金） 

（２） 対 象 2024 年度において連続完納 50 年を迎えた寺院 

※対象寺院住職並びに付添者 1 名分の旅費及び宿泊補助を支給します。 

（３） その他 2026 年度は 2026 年 10 月 1 日（木）開催予定 

POINT ＜地震保障が見直されても、第２種共済制度の大きな強みがあります＞ 
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６ 相続講員畳肩衣伝達式について 

（１） 期  日 2026 年 4 月 3 日（金） 

（２） 対  象 相続講金 50 万円以上の進納者 

対象者の進納基準期間は 2025 年 3 月 1 日～2026 年 2 月 28 日 

※対象者本人並びに付添者の旅費及び宿泊費はご本人にてご負担ください。 

※対象者本人並びに付添者 1 名分のお斎は無償です。2 名以上の付添者のお斎を希望される

場合は、実費分の斎冥加金のご負担が必要となります。 

 

７ 正信偈書写本について 

教区や寺院等において慶讃法要が厳修されていくことを踏まえ、引き続き取り扱いを行い

ます。法要厳修の際の勤行本としてご使用いただく等、ご検討ください。 

（１）取扱金額 ＠2,000円 ※諸懇志としてお取り扱いいたします。 

（２）特記事項 従前のとおり経常費御依頼に充当いたします。 

（３）必要部数を教務所までお知らせください。 

 

８ 第 13 回（2025 年度）坊守就任研修会・坊守就任式について 

（１）期 間 2025 年 11 月 5 日（水）～6 日（木） 

（２）会 場 研修会：研修道場・和敬堂、就任式：御影堂 

（３）参加費 18,000 円（当日受付で収納） 

（４）対 象 坊守籍簿に登録された坊守、准坊守 

 

９ 世界同朋大会の開催について 

 （１）開催期間：2026年8月29日（土）、30日（日） 

 （２）開 催 地：南米開教区（ブラジル連邦共和国イグアス市） 

  ※詳細な募集パンフレットは8月中を目途に全ヶ寺発送予定。 

 

10 海外寺院の参拝等について 

（１）各開教区・開教寺院へは国際室より連絡いたします。国際室までご相談ください。 

（２）各開教区の別院では仏前結婚式を執り行っています。国際室までご相談ください。 

 

11 教化冊子『ＭＯＮ』について 

（１） 各寺院で配布を希望される場合、必要部数を教務所までご連絡ください。英語版の

宗派HPでも公開しています。(法語、真宗仏事の解説、真宗本廟諸施設の案内等を掲載。)  

 

12 教師養成テキストについて 

（１）海外開教区における人の養成に資するため、英語訳、ポルトガル語訳の教師養成テ

キストを発行しています。購入を希望される方は国際室まで連絡ください。なお、現

地通貨での価格設定となり、日本円販売価格が変動することご留意ください。 
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首都圏教化推進本部（東京宗務出張所） 

１ 「東本願寺仏事サポートセンター東京」について 

首都圏における仏事相談窓口として、引き続き仏事相談から法務の執行に至るまで、転

居門徒や一般市民と郷里の寺院、真宗の教えとのご縁をつないでまいります。また、福岡

都市圏にて仏事代行や仏事相談に取り組む「東本願寺仏事サポートセンター福岡」もご利

用ください。 

 

２ 首都圏「仏事代行」について 

近年、郷里の寺院を確認しないまま葬儀社紹介の他派僧侶によって葬儀が執行されてし

まい、その後改めて真宗大谷派の法事をしてほしいとの相談が寄せられる機会が増加して

います。郷里の寺院と転居門徒とのご縁の継続を支援いたしますので、是非とも当制度を

ご利用。ご活用ください。 

（１）葬儀の法礼の２割を教化助成金として門徒の所属寺院へ送金します。 

（２）仏事代行に関する説明や都市教化、開教、過疎・過密等をテーマとした研修会に弊部

職員を派遣します（リモート対応可） 

   【参考】首都圏「仏事代行」執行件数      

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

葬儀 95 88 121 101 141 149 112 120 120 

法事     7 11 23 18 18 

 

３ 「首都圏在住門徒のつどい」について 

首都圏在住門徒と郷里の住職がともに聞法する「首都圏在住門徒のつどい」の開催を奨

励しています。組単位をはじめ複数の寺院での合同開催や真宗会館以外での開催など、ご

希望に沿った形式にて開催いただけます。是非、開催をご検討ください。 

（１）首都圏教化推進本部から開催助成として 3 万円を助成します。ただし真宗会館を使用

される場合、ご門徒お一人あたり 1,000 円の会館冥加金が必要となります。 

（２）勤行・法話は主催者側での手配となります。ただし日曜礼拝への参拝と兼ねていただ

くことも可能です。 

 

４ 政界人・財界人・文化人の紹介について 

東京宗務出張所では、「真宗大谷派関係国会議員同朋の会」、「真宗大谷派関係財界人同朋

の会（共命の会）」をはじめ、各界でご活躍の方との交流を進めています。政界・財界・法

曹界・大学教授等でご活躍の住職・ご門徒の方がおられましたらご紹介ください。 

５ 「ココロダイアル」について 

専任のスタッフ（僧侶）による心の悩みに関する電話相談窓口を真宗会館に設置してい

ます。 専用ダイアル（毎週金曜日 10 時～21 時）℡03-5923-5560 
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６ 動画配信（真宗会館 YouTube チャンネル）について 

「真宗会館 YouTube チャンネル」にて、様々な動画を配信しています。チャンネル登録

をお願いいたします。 

７ 開教相談について 

首都圏での開教活動についての相談は首都圏教化推進本部までご一報ください。 

８ 『ライフエンディングノート 生きることを始めるための遺言ノート』について 

  2025 年 1 月の頒布開始以降、多くのご注文をいただいており、各教区・組主催の終活に

関する講座等でも幅広くご活用いただいております。「使用してみたい」というご寺院がご

ざいましたら、是非とも、お問い合わせください。 

９ 新刊書の刊行予定について 

『誰のために葬儀を勤めるのか』『誰のためのお墓なのか』のシリーズ第３弾として、  

「法事」をテーマとした新刊書を刊行予定です。また、『仏事一口メモ』の内容を一部改訂

し、リニューアル版を刊行いたします。 

なお、首都圏にて発行する書籍は、東本願寺真宗会館ホームページ・書籍案内チラシ・

お電話にてご注文いただけます。 

10 東本願寺真宗会館における納骨施設の設置について 

  東本願寺真宗会館１階講堂裏を納骨施設として申請すべく、東京教区との協議を重ねな

がら施設の改修、制度設計について検討を進めております。今後、関係者の理解を十分に

得たうえで、申請に必要な住民説明会などの諸手続きを経て、運用を開始する予定です。 

  首都圏に住まう都市生活者のほか、転居門徒対策の視点から所属寺のある門徒について

も住職の同意を条件に受付することにより、所属寺とのご縁の継続を支援できるよう制度

を整えてまいります。※運用開始時期や運用方法については、詳細が決まり次第お知らせ

します。 
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【諸願事・諸届について】 

※願事礼金については１７４頁を参照ください。 

※各申請書はすべて、フリクション等の筆跡を消すことのできるボールペンは使用不可、誤字等

は二重線と訂正印にて修正し、修正液等は使用不可、西暦表記を基本とします（一部異なる）。 

１．得度について 

≪得度式の執行日について≫ 
  2025 年 8 月 4 日（月）、8 月 7 日（木）、9 月 9 日（火）、10 月 7 日（火）、11 月 7 日（金） 

2026 年 3 月 6 日（金）、5 月 6 日（水）、6 月 23 日（火）、8 月 4 日（火）、 8 月 7 日（金） 
9 月 8 日（火）、10 月 7 日（水）、11 月 6 日（金） 
※ 上記期日の前日が説明会となります。付添人の方も説明会に参加ください。 

※ 8 月得度は定員が 120 名となっています。定員になり次第受付できなくなります。 
 
 ≪得度考査の内容≫ ※考査日は教務所までご相談ください。 
〈9 歳～13 歳までの者〉   阿弥陀経、正信偈（草四句目下）、念仏和讃三淘 
〈14 歳～16 歳までの者〉  無量寿経上巻、正信偈（草四句目下）、念仏和讃三淘 
〈17 歳以上の者〉        浄土三部経、正信偈（草四句目下）、念仏和讃三淘 

 
≪得度受式までの流れ≫ 
① 講習会受講➡② 得度考査➡③ 合格後、得度願提出（受式日に応じた受付期間有り）➡ 
④ 受付完了後、真宗本廟にて得度式受式 

 
≪得度における法名の授与に関する変更点≫ 
 2025 年 1 月 1 日より、得度における法名の授与について、次のとおり変更となっています。 
 ・原則、男性には「釋」、女性には「釋尼」の法名を授与します。ただし、受式者の願い出に応

じて、法名「釋／釋尼」の選択を可能とします。※既受式者の方も変更可能。 
 
≪その他≫ 

得度式受式を予定される場合は、三条・高田それぞれのエリアで実施される研修会（講習会）
に参加の上、日程中の得度考査を受講ください。どちらのエリアでも受講可能です。 

２．住職修習について 

 
≪住職修習の期日について≫ 

   8 月・9 月・10 月・2 月・4 月・5 月・6 月の各 26 日～28 日、12 月 11 日～13 日に実施。 
   ※2025 年度は期日の変更はありません。 
 
≪住職・教会主管者任命申請、住職修習受講申請について≫ 

   各実施月毎に、申請締め切り日がございますので、事前に教務所までお問い合わせください。 
   願事礼金とは別に研修冥加金 35,000 円（1 名につき）をお納めいただきます。 
   ※2026 年 7 月 1 日より研修冥加金が変更となります。詳細は４３頁をご覧ください。 
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≪その他≫ 
・帯同総代の帰敬式受式を積極的に奨励ください。 

  ・「新任住職・教会主管者引率奉仕団」にぜひご参加ください。また、住職修習の期間にあわせた「住 
職任命式帯同奉仕団」等の奉仕上山を是非とも企画ください。 

３．教師修練について 

≪2024 年度からの変更点≫ 
  ・『真宗聖典 第二版』の発行に伴い、2024 年度より前期・後期ともに〔第二版〕を携行品と 

いたします。教務所でも購入が可能ですので、お問合せください。 
  ・2026 年 7 月 1 日から研修冥加金を改訂いたします。詳しくは４３頁をご覧ください。 
 
≪2025 年度・上半期の期間≫ 

第 1 回 2 0 2 5 年 7 月 1 8 日 ～ 7 月 2 4 日 【後期】 
第 2 回 2 0 2 5 年 8 月   2 日 ～ 8 月   8 日 【前期】 
第 3 回 2 0 2 5 年 8 月 1 8 日 ～ 8 月  2 4 日 【前期】 
第 4 回 2 0 2 5 年 9 月  4 日 ～ 9 月  1 0 日 【前期】 
第 5 回 2 0 2 5 年 9 月  1 6 日 ～ 9 月  2 2 日 【前期】 
※下半期の日程については未定です。改めて通知いたします。 

４．宗教法人の事務について  

≪寺院・教会の規則変更について≫ 

「男女共同参画実施計画」に基づき、女性の住職就任に向けた環境整備として、寺院規則にお
ける住職就任規定中「男子たる」の削除について規則変更くださいますようお願いいたします。
また、併せて「真宗大谷派の寺院・教会の宗教法人規則（準則）」における総代の欠格事項に係る

条文が「宗教法人法に定める役員の欠格に関する規定は、総代にも準用してこれを適用する」に
変更されたことに伴う規則変更についても変更手続きをお願いします。 

５．責任役員・総代選定届 

雛  形：新潟教務所・高田教務事務所にてお渡しします。 
宗派ホームページからもダウンロード可能です。 

届出受付：新潟教務所・高田教務事務所のどちらでも受付します。 
注 意 点：・任期３年です。任任期期切切れれのの場場合合はは速速ややかかにに手続きをお願いします。 

・署名欄は必ず本本人人にによよるる自自署署押押印印をお願いします。 
      ・印印影影がが欠欠けけてていいるる場場合合、、薄薄いい場場合合、、滲滲んんででいいるる場場合合等等、、再再提提出出となります。 
      捺印に失敗された場合、二重線にて訂正し、明明瞭瞭なな捺捺印印をお願いいたします。 
      ・必ず認印を用いて押印ください。（シャチハタ不可） 

・教務所、教務事務所受付後、控え（複写）をお渡しします 
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【教区共済について】 

「令和 6 年能登半島地震」などにより、本山復興共済積立金が大幅に減少したことを受け、宗派共済
制度の見直しが進められています。その中で、第二種共済制度の地震災害に関して、給付水準の引き下
げや被害区分の変更といった臨時措置が宗会で可決されました。 
これを受け、新潟教区でも迅速な対応を可能にするため、宗派の臨時措置に合わせてこの度の教区会・

教区門徒会において『新潟教区共済規程』の一部改正が可決されましたので、お知らせいたします。 
 
≪新潟教区共済規定≫ ※下線部太字部分が変更点 

新（改正後） 

（定義） 
第３条 教区共済は、火災、地震、風水雪害及びその他の災害により被災した寺院に対して、共済金、共済
一時金及び見舞金の給付をすることをいう。 

２２  ここのの規規程程ににおおいいてて地地震震災災害害とといいううととききはは、、地地震震、、噴噴火火又又ははここれれららにによよるる津津波波をを原原因因ととすするる火火災災、、損損壊壊、、

埋埋没没及及びび流流出出にによよるる災災害害ををいいうう。。  
 
別表第２号（共済金） 

災害の種別 対象建物 被害の程度 給付金額 

地地震震及及びび床
上浸水以外
の災害 

本 堂 

全焼・全壊 10,000,000 円 
3/4 以上の焼失又は同程度の被害 7,500,000 円 
2/4 以上の焼失又は同程度の被害 5,000,000 円 
1/4 以上の焼失又は同程度の被害 2,500,000 円 

庫 裏 

全焼・全壊 3,000,000 円 
3/4 以上の焼失又は同程度の被害 2,200,000 円 
2/4 以上の焼失又は同程度の被害 1,500,000 円 
1/4 以上の焼失又は同程度の被害 700,000 円 

床上浸水 
※畳等が敷
かれた床（土
間類を除く）
に及ぶ浸水 

本 堂 

床上 2ｍ以上が浸水したと認められるもの 5,000,000 円 
床上 1.5ｍ以上 2ｍ未満が浸水したと認められるもの 4,000,000 円 
床上 1ｍ以上 1.5ｍ未満が浸水したと認められるもの 2,500,000 円 

床上 1ｍ未満が浸水したと認められるもの 1,300,000 円 

庫 裡 

床上 2ｍ以上が浸水したと認められるもの 2,000,000 円 
床上 1.5ｍ以上 2ｍ未満が浸水したと認められるもの 1,600,000 円 
床上 1ｍ以上 1.5ｍ未満が浸水したと認められるもの 1,000,000 円 

床上 1ｍ未満が浸水したと認められるもの 500,000 円 

地地震震  

本本堂堂  

全全壊壊  55,,000000,,000000 円円  

大大半半壊壊  33,,550000,,000000 円円  

小小半半壊壊  22,,000000,,000000 円円  

一一部部損損壊壊  775500,,000000 円円  

庫庫裡裡  

全全壊壊  11,,550000,,000000 円円  

大大半半壊壊  11,,000000,,000000 円円  

小小半半壊壊  660000,,000000 円円  

一一部部損損壊壊  225500,,000000 円円  

※共済金の給付は、最大１，０００万円とする。 
 ※※地地震震被被害害のの程程度度はは、、一一般般社社団団法法人人「「日日本本損損害害保保険険協協会会」」のの定定めめるる地地震震保保険険損損害害認認定定基基準準をを準準用用すするる。。  
 

附 則 
 この規程は、教区会及び教区門徒会（2025 年 7 月 29 日）の議決を得て、2026 年 1 月 1 日より
適用する。 
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≪教区共済概要≫ 

①共済拠出金 １ヵ寺１０，０００円 
②共 済 金 【給付の定義】火災、地震、風水雪害及びその他の災害により被災した寺院に対して

給付します。 ※但し、共済拠出金に滞納がある場合は給付しません。 
 

給付例）①本堂のみが全焼 ⇒ 共済金１，０００万円 
②庫裏のみが全焼 ⇒ 共済金３００万円 
③本堂・庫裡の両方が全焼 ⇒ 共済金１，０００万円 
④本堂が 3/4 以上焼失・庫裡が全焼 ⇒ 共済金１，０００万円 

※被害状況が上記表の「被害の程度」の最低基準以上と判断した場合、最低基準の給付額を当該寺院 
に共済一時金として給付する場合があります。 

※被害の程度が上記表の基準を満たさない場合は、その被害程度に応じて見舞金の給付をすることが
あります。 

※広域災害又は災害多発により給付額が増大し、その給付に支障を生ずると認めたときは、別に給付
額を定めさせていただきます。 

※書院、客殿や鐘楼堂など本堂・庫裡以外の建物に対する給付については、共済委員会にて協議のう 
え対応を決定させていただきます。 

※「教区共済給付申請書」「教区御依頼減免支援申請書」については、各寺院より組長を経由して教務
所に提出いただく必要がありますのでご留意ください。ただし、本山の第二種共済の給付手続を行
ったときは、教区共済金給付の申請をしたものとさせていただきます。 

※※地地震震のの場場合合のの査査定定基基準準はは本本山山第第 22種種共共済済にに合合わわせせ、、広広くく給給付付すするるたためめ上上限限額額をを引引きき下下げげてておおりりまますす。。
給給付付額額ににつついいててはは上上記記別別表表第第 22 号号ををごご参参照照くくだだささいい。。  

 
③その他【慶弔について】 
下記の内容を一教区事業費会計にて対応します。 

 
 
 
 
 

種別 金額・記念品 
本堂新築 100,000 円 
御遠忌法要 50,000 円 
住職就任 半装束念珠 
得度受式 真宗聖典 

門徒災害見舞金 ※住宅の全焼・全壊のみ 10,000 円 
 

50



 

【諸連絡事項】 

1. 各選挙日程について 

１ 宗議会議員選挙 ※選挙期日の発令前につき現時点での想定 

  ・任期満了日 2025 年 9 月 16日（火） 

  ・選挙期日告示 2025 年 8 月中旬～下旬 

  ・選挙の期日 2025 年 9 月 15日（月） 

  ※選挙期日告示から選挙期日までの期間において、選挙関連の各種予定が入ります。 

２ 組長選挙 ※任期満了日の前 30 日から 5日までの間において、各組で期日を定めて実施。 

  ・任期満了日 2026 年 3 月 31日（火） 

  ・選 挙 期 間 2026 年 3 月 1日（日）～26 日（木） 

３ 教区会議員選挙 

  ・任期満了日 2026 年 4 月 23日（木） 

  ・選挙の期日 2026 年 4 月 20日（月） 

※選挙後の教区会（臨時会）は、4 月下旬～5 月上旬を予定 

    ※選出教区会議員定員：21 名（現議員数より 6 名減） 

 

2. 第１回教区門徒戸数調査の実施について 

このたび、第 1 回教区門徒戸数調査を実施いたします。調査にかかる実施要項並びに報告書に

ついては、御依頼状へ同封をしておりますのでご確認くださるようお願いいたします。 

 

・調査期日 2025 年 10 月 17 日（金） 

・提出期限 2025 年 10 月 31 日（金）※所属組組長へご提出ください。 

 

3. 組選出委員の任期満了にともなう委員の選出について 

2026 年 6 月末にて下記委員が任期満了を迎えます。新たな委員の選出における詳細につきまし 

ては、今後通知いたします。 

【①御依頼適正審議会委員、②組教化担当者、③通信員、④同朋社会協議会委員】 

※新同朋社会協議会委員につきましては、組の教化事業の検討や取り組みの共有ができる場に 

 同席いただくことを念頭に、ご選定・ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

4．組の改編協議について 
  
 これまでの新教区準備委員会における協議の中で、「『組の改編』についての協議は先延ば

しにせず、教区改編後 3～5 年など明確な年限をもって取り組むべき」との確認がなされていた

ため、新教区発足後に新潟教区内の全組組長に向けて「『組の改編』に関する各組意見の聞き

取り」を行いました。 

 聞き取りの結果、各組からは、組の改編について早急に対応が必要とのご意見はございませ

んでしたが、今後は、将来的な改編の必要性及び「組の名称」について、組の現状や想いを丁

寧に聞き取りつつ継続して協議を行ってまいります。 
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5．災害発生時の連絡について   

  2024 年 1 月に発生した「令和 6 年能登半島地震」をはじめ、近年、風水害や地震などの自然災

害による寺院建物被害及び門徒被害等が全国で多発しています。各寺院・教会において被災され

た場合は、組長に報告いただくとともに、速やかに教務所までご報告をお願いします。 

※達令により、該当する災害が発生してから１ヵ月以内に教務所に報告しなければならないと定

められております。災害が起こった際には二次被害に十分注意いただき、境内建物やご門徒の

被害状況をご確認ください。 

※組内において、緊急時の連絡網及び方法（電話、メール、SNS など）を今一度ご確認ください。 

6．住職・坊守等の死亡時の連絡について  

（前）住職・（前）坊守が亡くなられた場合は、お手数ですが教務所又は教務事務所までご連絡

いただきますようお願いします。御香・弔詞・死亡届等の各種届出の書面・生前論功をお渡しさ

せていただきます。 

なお、夏期休暇中や、年末年始における教務所・教務事務所の長期休暇中につきましては、教

務所携帯電話（℡ 070-4101-5416）にご連絡いただきますようお願いします。その場合、三条・

高田別院にて御香・弔詞のお渡しができるようにいたします。届出の書面や生前論功等について

は、休暇明けにお渡しさせていただきますのでご承知おきください。 

※教務所携帯は緊急の場合のみ連絡ください。長期休暇中の授与物の受取り等は対応できません。 

※責任役員・総代がお亡くなりの際にも御香・弔詞をお渡しすることができます。 

7．事務取扱の周知徹底にご協力ください   

教区改編により、2023 年度より、新潟教務所（三条市）と高田教務事務所（上越

市）にて取り扱う事務の内容が変更されています。特に、高田教務事務所の取り扱い

事務の変更にご留意ください。詳細は、新潟教区ホームページ内「教務所・教務事務

所の事務内容」にて内容をご確認いただけます。 

8．ホームページの活用について   

2023 年 7 月 1 日より「新潟教区ホームページ」を開設しています。 

教区の様々な情報を発信していく他、寺院向け・ご門徒向けの便利なメニューを 

設けていますので、ぜひご活用ください。 

9．新潟教務所 LINE 公式アカウントについて 

新潟教務所では LINE 公式アカウントを運用しています。教区の最新情報や行事

予定、授与物の申請フォームなどをご案内しています。是非とも友達登録をお願い

します。   ※右記 QR コードからスマートフォンで簡単にアクセスできます。 
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10．真宗教団連合新潟県支部 慶讃記念大会開催について 

この度、真宗十派で構成されます真宗教団連合の新潟県支部におきまして、宗祖親鸞聖人御誕

生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業及び、真宗教団連合設立五十周年を記念する大会を下記

の通り開催する運びとなりました。 

つきましては、有縁の皆様にお声がけいただき、より多くの方のご参加を賜りますようご案内

申し上げます。 

≪開催概要≫  

①日 時 ２０２６年３月２９日（日）１３：３０～１６：３０(予定) 

②テーマ  響きあういのち、共に生きる世界 

③会 場 朱鷺メッセ（〒950-0078 新潟市中央区万代島 6 番 1 号） 

④講 師 釈徹宗氏(浄土真宗本願寺派如来寺住職・相愛大学学長) 

    宮崎哲弥氏(評論家・相愛大学客員教授) 

⑤参加費 無料 

⑥対 象 どなたでも 

⑦申込方法 各組組長へお申し込みください。 

⑧申込締切 ２０２５年１１月２８日（金） 
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2025年度 教区会通常会及び教区門徒会通常会報告 
 
 

下記議案について慎重審議の結果、可決承認されましたので報告いたします。 

 

議案第 1 号  ２０２４年度 新潟教区事業費会計歳入歳出決算書 

議案第 2 号  ２０２４年度 新潟教区共済特別会計歳入歳出決算書 

議案第 3 号  ２０２４年度 新潟教区出版特別会計歳入歳出決算書 

議案第 4 号  ２０２４年度 新潟教区教務所員役宅運営特別会計歳入歳出決算書 

議案第 5 号  ２０２４年度 新潟真宗学院特別会計歳入歳出決算書 

議案第 6 号  ２０２４年度 新潟教区慶讃事業特別会計歳入歳出決算書 

議案第 7 号  ２０２４年度 新潟教区教学研鑚室特別会計歳入歳出決算書 

議案第 8 号  ２０２４年度 新潟教区「池の平青少幼年センター」特別会計歳入歳出決算書 

議案第 9 号  ２０２４年度 新潟教区聖跡顕彰特別会計歳入歳出決算書 

議案第１０号 ２０２４年度 新潟教区積立金会計計算書 

議案第１１号 新潟教区第１回教区門徒戸数調査の実施の件 

議案第１２号 『新潟教区共済規程』の改正の件 

議案第１３号 『新潟教区三別院除雪対策助成積立金会計規則（案）』の制定について 

議案第１４号 ２０２５年度 新潟教区宗派経常費御依頼割当基準について 

議案第１５号 ２０２５年度 新潟教区教区費割当基準について 

議案第１６号 ２０２５年度 新潟教区事業費会計歳入歳出予算（案） 

議案第１７号 ２０２５年度 新潟教区共済特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第１８号 ２０２５年度 新潟教区出版特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第１９号 ２０２５年度 新潟教区教務所員役宅運営特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第２０号 ２０２５年度 新潟真宗学院特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第２１号 ２０２５年度 新潟教区教学研鑚室特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第２２号 ２０２５年度 新潟教区「池の平青少幼年センター」特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第２３号 ２０２５年度 新潟教区聖跡顕彰特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第２４号 新潟教区宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要実施計画書 

（最終案）の件 

議案第２５号 ２０２５年度 新潟教区慶讃事業特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第２６号 『新潟教区宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業推進委員会

規程』の一部改正の件 

議案第２７号 新潟教区組教化助成金（最終案）の件 

議案第２８号 新潟教区教区改編委員会委員の委嘱について同意を求める件 

以 上 
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款 項 目 科目名称 決算額 予算額
（（11）） 1100 関関係係団団体体助助成成費費 66,,229966,,000000 66,,229966,,000000

1 坊守会 1,180,000 1,180,000
2 推進員連絡協議会 650,000 650,000

歳歳入入総総額額 112244,,665500,,668800 円円也也 3 児童教化連盟 1,565,000 1,565,000
歳歳出出総総額額 9988,,556644,,338899 円円也也 4 仏教青年会 1,100,000 1,100,000
差差引引残残額額 2266,,008866,,229911 円円也也 5 スカウト連合会 551,000 551,000

6 大谷保育協会 700,000 700,000
7 合唱団 150,000 150,000

款 項 目 科目名称 決算額 予算額 8 教導補導会 100,000 100,000
（（11）） 教教区区交交付付金金 5544,,119933,,333322 5522,,778866,,770000 9 保護司会 100,000 100,000

11 教教化化交交付付金金 4477,,881177,,664499 4466,,557766,,550000 10 教誨師会 200,000 200,000
1 教化交付金 47,817,649 46,576,500 1111 教教区区寺寺院院活活性性化化支支援援室室費費 4422,,110000 220000,,000000

22 奨奨励励交交付付金金 66,,337755,,668833 66,,221100,,220000 1 支援室諸事業費 40,000 50,000
1 奨励交付金 6,375,683 6,210,200 2 支援室会議費 2,100 150,000

（（22）） 同同朋朋会会員員志志還還付付金金 22,,885566,,999933 22,,008855,,000000 （（22）） 組組事事業業費費 3344,,994477,,888800 3355,,882200,,660000
11 同同朋朋会会員員志志還還付付金金 22,,885566,,999933 22,,008855,,000000 11 組組事事業業費費 2233,,004411,,888800 2211,,774400,,660000

1 同朋会員志還付金 2,856,993 2,085,000 1 組交付金 19,121,519 18,630,600
（（33）） 助助成成金金 1144,,551100,,000000 1144,,995500,,000000 2 同朋の会還付金 2,856,993 2,085,000

11 助助成成金金 1144,,551100,,000000 1144,,995500,,000000 3 教区費徴収費 1,063,368 1,025,000
1 本山事業助成金 6,560,000 7,000,000 22 組組教教化化助助成成費費 1111,,990066,,000000 1144,,008800,,000000
2 教務所運営費助成 7,950,000 7,950,000 1 同朋の会推進講座助成 3,200,000 3,600,000

（（44）） 教教区区費費 2211,,226677,,665500 2211,,330000,,000000 2 組重点施策助成 2,250,000 3,050,000
11 教教区区費費 2211,,226677,,665500 2211,,330000,,000000 3 各種教化助成 6,456,000 7,430,000

1 本年度教区費 21,258,700 21,000,000 （（33）） 奨奨励励費費 664400,,000000 770000,,000000
2 過年度教区費 8,950 300,000 11 奨奨励励費費 664400,,000000 770000,,000000

（（55）） 回回付付受受金金 11,,001155,,330044 11,,225500,,000000 1 所長巡回費 630,000 650,000
11 回回付付受受金金 11,,001155,,330044 11,,225500,,000000 2 奨励諸費 10,000 50,000

1 教区出版会計回付受金 1,015,304 1,250,000 （（44）） 会会議議費費 33,,449999,,779966 77,,332200,,000000
（（66）） 冥冥加加金金 446688,,000000 440000,,000000 11 教教区区会会費費 11,,339988,,663388 22,,336600,,000000

11 冥冥加加金金 446688,,000000 440000,,000000 1 教区会費 855,138 1,500,000
1 研修冥加金 468,000 400,000 2 参事会費 94,100 360,000

（（77）） 雑雑収収入入 990033,,112200 449922,,001199 3 正副議長渉外費 449,400 500,000
11 雑雑収収入入 990033,,112200 449922,,001199 22 教教区区門門徒徒会会費費 11,,449944,,771111 22,,556600,,000000

1 雑収入 903,120 492,019 1 教区門徒会費 726,560 1,500,000
（（88）） 繰繰越越金金 2299,,443366,,228811 2299,,443366,,228811 2 常任委員会費 131,100 360,000

11 繰繰越越金金 2299,,443366,,228811 2299,,443366,,228811 3 正副門徒会長渉外費 342,000 400,000
1 繰越金 29,436,281 29,436,281 4 教区門徒会員研修会費 295,051 300,000

112244,,665500,,668800 112222,,770000,,000000 33 諸諸会会議議費費 660066,,444477 22,,440000,,000000
1 正副組長会費 204,647 700,000
2 御依頼適正審議委員会費 98,200 700,000
3 諸会議費 303,600 1,000,000

（（55）） 事事務務費費 3344,,770055,,003388 4400,,001100,,000000
款 項 目 科目名称 決算額 予算額 11 事事務務費費 1155,,448855,,339900 1188,,331100,,000000
（（11）） 教教化化研研修修費費 1166,,229900,,114499 2222,,227700,,000000 1 選挙費 8,900 10,000

11 教教化化本本部部費費 11,,334422,,110000 22,,333300,,000000 2 郵電費 3,006,366 4,000,000
1 本部研修費 534,905 833,000 3 備品費 85,849 300,000
2 同朋の会育成費 292,532 530,000 4 事務消耗品費 4,757,149 5,000,000
3 帰敬式実践運動推進費 15,900 28,000 5 諸費 1,509,413 1,500,000
4 特別事業助成費 100,000 300,000 6 光熱水費 3,089,775 3,500,000
5 教化関係団体懇談会費 54,600 100,000 7 除雪対策費 510,000 500,000
6 女性研修費 344,163 539,000 8 ネット環境整備費 2,517,938 3,500,000

22 教教学学儀儀式式部部門門費費 22,,559955,,336655 22,,886655,,000000 22 人人件件費費 1122,,008877,,773300 1122,,775500,,000000
1 教学研修費 1,267,118 1,291,000 1 雇員給与費 5,059,880 5,800,000
2 儀式声明研修費 766,481 882,000 2 諸給費 3,030,640 3,050,000
3 得度研修費 441,666 492,000 3 諸手当費 3,997,210 3,900,000
4 教学儀式部門懇談会費 120,100 200,000 33 庶庶務務費費 66,,886666,,667788 88,,115500,,000000

33 同同朋朋社社会会部部門門費費 222255,,990000 335500,,000000 1 伝道車費 3,055,592 3,300,000
1 社会問題研修費 152,000 200,000 2 渉外連絡費 96,000 500,000
2 同社協懇談会費 73,900 150,000 3 福利厚生費 279,652 350,000

44 未未来来構構想想部部門門費費 445500,,447711 11,,004400,,000000 4 出張旅費 3,435,434 4,000,000
1 青少幼年教化費 276,881 690,000 44 慶慶事事・・見見舞舞費費 226655,,224400 880000,,000000
2 青少幼年協議会費 106,700 100,000 1 慶事費 175,240 600,000
3 未来構想費 66,890 250,000 2 見舞費 90,000 200,000

55 共共同同教教化化部部門門費費 119911,,550000 448800,,000000 （（66）） 諸諸負負担担金金 22,,224455,,449900 22,,440011,,000000
1 教区-組教化連絡会費 191,500 270,000 11 諸諸負負担担金金 22,,224455,,449900 22,,440011,,000000
2 共同教化部門員研修費 0 210,000 1 連区事業負担金 414,990 500,000

66 教教化化委委員員会会費費 11,,662200,,550000 22,,998800,,000000 2 会館維持負担金 1,600,000 1,601,000
1 教化委員会会議費 958,700 1,500,000 3 諸団体負担金 230,500 300,000
2 実行委員会会議費 259,300 1,000,000 （（77）） 回回付付金金 66,,223366,,003366 88,,330000,,224444
3 正副本部長手当費 180,000 180,000 11 回回付付金金 66,,223366,,003366 88,,330000,,224444
4 教化諸費 222,500 300,000 1 伝道車積立金会計回付金 300,000 300,000

77 伝伝道道広広報報室室費費 11,,119900,,226622 11,,999944,,000000 2 真宗学院会計回付金 900,000 900,000
1 機関誌発行費 715,120 900,000 3 退職慰労積立金会計回付金 158,944 158,944
2 ホームページ運営費 296,692 494,000 4 役宅運営会計回付金 10,000 10,000
3 掲示伝道費 92,750 300,000 5 災害対策積立金会計回付金 500,000 500,000
4 伝道広報室会議費 85,700 300,000 6 教学研鑽室会計回付金 1,412,716 2,841,300

88 同同朋朋社社会会協協議議会会費費 11,,776688,,887711 22,,778855,,000000 7 特別事業積立会計回付金 100,000 100,000
1 差別問題研修費 171,180 260,000 8 慶讃事業会計回付金 10,000 10,000
2 靖国問題研修費 187,734 241,000 9 池の平センター会計回付金 100,000 100,000
3 男女平等参画研修費 242,203 334,000 10 聖跡顕彰会計回付金 400,000 400,000
4 協議会会議費 665,400 1,300,000 11 災害支援実行委員会活動資金回付金 2,074,376 2,710,000
5 協議会諸費 167,430 200,000 12 教区出版会計回付金 270,000 270,000
6 関係団体負担金 334,924 450,000 （（88）） 予予備備費費 00 55,,887788,,115566

99 教教区区教教化化助助成成費費 556677,,008800 995500,,000000 11 第第一一予予備備費費 00 44,,887788,,115566
1 派遣助成費 117,080 500,000 1 第一予備費 0 4,878,156
2 別院教化助成費 450,000 450,000 22 第第二二予予備備費費 00 11,,000000,,000000

1 第二予備費 0 1,000,000
9988,,556644,,338899 112222,,770000,,000000

２０２４年度新潟教区事業費会計歳入歳出決算書

合合　　計計

　歳入の部

自2024年7月1日 至2025年6月30日

合合　　　　　　計計

　歳出の部
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款 項 目 科目名称 決算額 予算額
（（11）） 1100 関関係係団団体体助助成成費費 66,,229966,,000000 66,,229966,,000000

1 坊守会 1,180,000 1,180,000
2 推進員連絡協議会 650,000 650,000

歳歳入入総総額額 112244,,665500,,668800 円円也也 3 児童教化連盟 1,565,000 1,565,000
歳歳出出総総額額 9988,,556644,,338899 円円也也 4 仏教青年会 1,100,000 1,100,000
差差引引残残額額 2266,,008866,,229911 円円也也 5 スカウト連合会 551,000 551,000

6 大谷保育協会 700,000 700,000
7 合唱団 150,000 150,000

款 項 目 科目名称 決算額 予算額 8 教導補導会 100,000 100,000
（（11）） 教教区区交交付付金金 5544,,119933,,333322 5522,,778866,,770000 9 保護司会 100,000 100,000

11 教教化化交交付付金金 4477,,881177,,664499 4466,,557766,,550000 10 教誨師会 200,000 200,000
1 教化交付金 47,817,649 46,576,500 1111 教教区区寺寺院院活活性性化化支支援援室室費費 4422,,110000 220000,,000000

22 奨奨励励交交付付金金 66,,337755,,668833 66,,221100,,220000 1 支援室諸事業費 40,000 50,000
1 奨励交付金 6,375,683 6,210,200 2 支援室会議費 2,100 150,000

（（22）） 同同朋朋会会員員志志還還付付金金 22,,885566,,999933 22,,008855,,000000 （（22）） 組組事事業業費費 3344,,994477,,888800 3355,,882200,,660000
11 同同朋朋会会員員志志還還付付金金 22,,885566,,999933 22,,008855,,000000 11 組組事事業業費費 2233,,004411,,888800 2211,,774400,,660000

1 同朋会員志還付金 2,856,993 2,085,000 1 組交付金 19,121,519 18,630,600
（（33）） 助助成成金金 1144,,551100,,000000 1144,,995500,,000000 2 同朋の会還付金 2,856,993 2,085,000

11 助助成成金金 1144,,551100,,000000 1144,,995500,,000000 3 教区費徴収費 1,063,368 1,025,000
1 本山事業助成金 6,560,000 7,000,000 22 組組教教化化助助成成費費 1111,,990066,,000000 1144,,008800,,000000
2 教務所運営費助成 7,950,000 7,950,000 1 同朋の会推進講座助成 3,200,000 3,600,000

（（44）） 教教区区費費 2211,,226677,,665500 2211,,330000,,000000 2 組重点施策助成 2,250,000 3,050,000
11 教教区区費費 2211,,226677,,665500 2211,,330000,,000000 3 各種教化助成 6,456,000 7,430,000

1 本年度教区費 21,258,700 21,000,000 （（33）） 奨奨励励費費 664400,,000000 770000,,000000
2 過年度教区費 8,950 300,000 11 奨奨励励費費 664400,,000000 770000,,000000

（（55）） 回回付付受受金金 11,,001155,,330044 11,,225500,,000000 1 所長巡回費 630,000 650,000
11 回回付付受受金金 11,,001155,,330044 11,,225500,,000000 2 奨励諸費 10,000 50,000

1 教区出版会計回付受金 1,015,304 1,250,000 （（44）） 会会議議費費 33,,449999,,779966 77,,332200,,000000
（（66）） 冥冥加加金金 446688,,000000 440000,,000000 11 教教区区会会費費 11,,339988,,663388 22,,336600,,000000

11 冥冥加加金金 446688,,000000 440000,,000000 1 教区会費 855,138 1,500,000
1 研修冥加金 468,000 400,000 2 参事会費 94,100 360,000

（（77）） 雑雑収収入入 990033,,112200 449922,,001199 3 正副議長渉外費 449,400 500,000
11 雑雑収収入入 990033,,112200 449922,,001199 22 教教区区門門徒徒会会費費 11,,449944,,771111 22,,556600,,000000

1 雑収入 903,120 492,019 1 教区門徒会費 726,560 1,500,000
（（88）） 繰繰越越金金 2299,,443366,,228811 2299,,443366,,228811 2 常任委員会費 131,100 360,000

11 繰繰越越金金 2299,,443366,,228811 2299,,443366,,228811 3 正副門徒会長渉外費 342,000 400,000
1 繰越金 29,436,281 29,436,281 4 教区門徒会員研修会費 295,051 300,000

112244,,665500,,668800 112222,,770000,,000000 33 諸諸会会議議費費 660066,,444477 22,,440000,,000000
1 正副組長会費 204,647 700,000
2 御依頼適正審議委員会費 98,200 700,000
3 諸会議費 303,600 1,000,000

（（55）） 事事務務費費 3344,,770055,,003388 4400,,001100,,000000
款 項 目 科目名称 決算額 予算額 11 事事務務費費 1155,,448855,,339900 1188,,331100,,000000
（（11）） 教教化化研研修修費費 1166,,229900,,114499 2222,,227700,,000000 1 選挙費 8,900 10,000

11 教教化化本本部部費費 11,,334422,,110000 22,,333300,,000000 2 郵電費 3,006,366 4,000,000
1 本部研修費 534,905 833,000 3 備品費 85,849 300,000
2 同朋の会育成費 292,532 530,000 4 事務消耗品費 4,757,149 5,000,000
3 帰敬式実践運動推進費 15,900 28,000 5 諸費 1,509,413 1,500,000
4 特別事業助成費 100,000 300,000 6 光熱水費 3,089,775 3,500,000
5 教化関係団体懇談会費 54,600 100,000 7 除雪対策費 510,000 500,000
6 女性研修費 344,163 539,000 8 ネット環境整備費 2,517,938 3,500,000

22 教教学学儀儀式式部部門門費費 22,,559955,,336655 22,,886655,,000000 22 人人件件費費 1122,,008877,,773300 1122,,775500,,000000
1 教学研修費 1,267,118 1,291,000 1 雇員給与費 5,059,880 5,800,000
2 儀式声明研修費 766,481 882,000 2 諸給費 3,030,640 3,050,000
3 得度研修費 441,666 492,000 3 諸手当費 3,997,210 3,900,000
4 教学儀式部門懇談会費 120,100 200,000 33 庶庶務務費費 66,,886666,,667788 88,,115500,,000000

33 同同朋朋社社会会部部門門費費 222255,,990000 335500,,000000 1 伝道車費 3,055,592 3,300,000
1 社会問題研修費 152,000 200,000 2 渉外連絡費 96,000 500,000
2 同社協懇談会費 73,900 150,000 3 福利厚生費 279,652 350,000

44 未未来来構構想想部部門門費費 445500,,447711 11,,004400,,000000 4 出張旅費 3,435,434 4,000,000
1 青少幼年教化費 276,881 690,000 44 慶慶事事・・見見舞舞費費 226655,,224400 880000,,000000
2 青少幼年協議会費 106,700 100,000 1 慶事費 175,240 600,000
3 未来構想費 66,890 250,000 2 見舞費 90,000 200,000

55 共共同同教教化化部部門門費費 119911,,550000 448800,,000000 （（66）） 諸諸負負担担金金 22,,224455,,449900 22,,440011,,000000
1 教区-組教化連絡会費 191,500 270,000 11 諸諸負負担担金金 22,,224455,,449900 22,,440011,,000000
2 共同教化部門員研修費 0 210,000 1 連区事業負担金 414,990 500,000

66 教教化化委委員員会会費費 11,,662200,,550000 22,,998800,,000000 2 会館維持負担金 1,600,000 1,601,000
1 教化委員会会議費 958,700 1,500,000 3 諸団体負担金 230,500 300,000
2 実行委員会会議費 259,300 1,000,000 （（77）） 回回付付金金 66,,223366,,003366 88,,330000,,224444
3 正副本部長手当費 180,000 180,000 11 回回付付金金 66,,223366,,003366 88,,330000,,224444
4 教化諸費 222,500 300,000 1 伝道車積立金会計回付金 300,000 300,000

77 伝伝道道広広報報室室費費 11,,119900,,226622 11,,999944,,000000 2 真宗学院会計回付金 900,000 900,000
1 機関誌発行費 715,120 900,000 3 退職慰労積立金会計回付金 158,944 158,944
2 ホームページ運営費 296,692 494,000 4 役宅運営会計回付金 10,000 10,000
3 掲示伝道費 92,750 300,000 5 災害対策積立金会計回付金 500,000 500,000
4 伝道広報室会議費 85,700 300,000 6 教学研鑽室会計回付金 1,412,716 2,841,300

88 同同朋朋社社会会協協議議会会費費 11,,776688,,887711 22,,778855,,000000 7 特別事業積立会計回付金 100,000 100,000
1 差別問題研修費 171,180 260,000 8 慶讃事業会計回付金 10,000 10,000
2 靖国問題研修費 187,734 241,000 9 池の平センター会計回付金 100,000 100,000
3 男女平等参画研修費 242,203 334,000 10 聖跡顕彰会計回付金 400,000 400,000
4 協議会会議費 665,400 1,300,000 11 災害支援実行委員会活動資金回付金 2,074,376 2,710,000
5 協議会諸費 167,430 200,000 12 教区出版会計回付金 270,000 270,000
6 関係団体負担金 334,924 450,000 （（88）） 予予備備費費 00 55,,887788,,115566

99 教教区区教教化化助助成成費費 556677,,008800 995500,,000000 11 第第一一予予備備費費 00 44,,887788,,115566
1 派遣助成費 117,080 500,000 1 第一予備費 0 4,878,156
2 別院教化助成費 450,000 450,000 22 第第二二予予備備費費 00 11,,000000,,000000

1 第二予備費 0 1,000,000
9988,,556644,,338899 112222,,770000,,000000

２０２４年度新潟教区事業費会計歳入歳出決算書

合合　　計計

　歳入の部

自2024年7月1日 至2025年6月30日

合合　　　　　　計計

　歳出の部

歳歳入入総総額額 222211,,998888,,770099 円円也也 歳歳入入総総額額 4422,,559944,,559955 円円也也

歳歳出出総総額額 4400,,006666,,445500 円円也也 歳歳出出総総額額 22,,887799,,770033 円円也也

差差引引残残額額 118811,,992222,,225599 円円也也 差差引引残残額額 3399,,771144,,889922 円円也也

　歳入の部

項 目 科目名称 決算額 予算額 項 目 科目名称 決算額 予算額

11 共共済済拠拠出出金金 66,,990000,,000000 77,,002200,,000000 11 役役宅宅冥冥加加金金 1122,,000000 1122,,000000

1 共済拠出金 6,900,000 7,020,000 1 役宅冥加金 12,000 12,000

22 雑雑収収入入 111166,,003366 77,,332277 22 回回付付受受金金 1100,,000000 1100,,000000

1 雑収入 116,036 7,327 1 回付受金 10,000 10,000

33 繰繰越越金金 221144,,997722,,667733 221144,,997722,,667733 33 融融通通返返済済受受金金 33,,000000,,000000 33,,000000,,000000

1 繰越金 214,972,673 214,972,673 1 融通返済受金 3,000,000 3,000,000

222211,,998888,,770099 222222,,000000,,000000 44 雑雑収収入入 5588,,889966 44,,330011

1 雑収入 58,896 4,301

55 繰繰越越金金 3399,,551133,,669999 3399,,551133,,669999

1 繰越金 39,513,699 39,513,699

項 目 科目名称 決算額 予算額 4422,,559944,,559955 4422,,554400,,000000

11 共共済済見見舞舞費費 3399,,999900,,000000 6600,,000000,,000000

1 共済金 39,990,000 30,000,000 　歳出の部

2 見舞金 0 30,000,000 項 目 科目名称 決算額 予算額

22 事事務務費費 7766,,445500 115500,,000000 11 役役宅宅管管理理費費 11,,222266,,332299 11,,440000,,000000

1 事務費 0 100,000 1 教区役宅管理費 123,780 150,000

2 郵便費 76,450 50,000 2 借上役宅負担費 1,102,549 1,250,000

33 予予備備費費 00 116611,,885500,,000000 ((550000,,000000))

1 予備費 0 161,850,000 22 営営繕繕備備品品費費 11,,665533,,337744 11,,665533,,337744

4400,,006666,,445500 222222,,000000,,000000 1 営繕備品費 1,653,374 500,000

33 教教務務所所整整備備費費 00 110000,,000000

1 教務所整備費 0 100,000

((4400,,554400,,000000))

44 予予備備費費 00 3399,,338866,,662266

1 予備費 0 39,386,626

22,,887799,,770033 4422,,554400,,000000

歳歳入入総総額額 22,,221100,,668844 円円也也

歳歳出出総総額額 11,,666688,,115544 円円也也

差差引引残残額額 554422,,553300 円円也也

項 目 科目名称 決算額 予算額

11 出出版版冥冥加加金金 11,,559900,,775599 22,,220000,,000000 歳歳入入総総額額 77,,224499,,339966 円円也也

1 本山出版冥加金 1,414,659 2,050,000 歳歳出出総総額額 55,,117788,,550022 円円也也

2 教区出版冥加金 176,100 150,000 差差引引残残額額 22,,007700,,889944 円円也也

22 回回付付受受金金 227700,,000000 227700,,000000

1 回付受金 270,000 270,000 　歳入の部

33 雑雑収収入入 4444,,334477 4444,,442222 款 項 目 科目名称 決算額 予算額

1 雑収入 44,347 44,422 11 三三条条学学舎舎学学費費 33,,111133,,000000 33,,009900,,000000

44 繰繰越越金金 330055,,557788 330055,,557788 11 三三条条学学舎舎学学費費 33,,111133,,000000 33,,009900,,000000

1 繰越金 305,578 305,578 1 三条授業料 2,273,000 2,250,000

22,,221100,,668844 22,,882200,,000000 2 三条施設使用料 150,000 150,000

3 三条入学金 450,000 450,000

4 三条入学試験料 150,000 150,000

5 三条聴講費 90,000 90,000

項 目 科目名称 決算額 予算額 22 高高田田学学舎舎学学費費 22,,005500,,000000 22,,005500,,000000

11 頒頒布布諸諸費費 00 5500,,000000 11 高高田田学学舎舎学学費費 22,,005500,,000000 22,,005500,,000000

1 頒布諸費 0 50,000 1 高田授業料 1,500,000 1,500,000

22 本本山山出出版版冥冥加加金金支支出出 11,,224411,,445555 11,,880000,,000000 2 高田施設使用料 100,000 100,000

1 本山出版冥加金支出 1,241,455 1,800,000 3 高田入学金 300,000 300,000

33 教教区区出出版版発発行行費費 225533,,449955 227700,,000000 4 高田入学試験料 100,000 100,000

1 教区出版発行費 253,495 270,000 5 高田聴講費 50,000 50,000

44 回回付付金金 117733,,220044 225500,,000000 33 助助成成金金 11,,880000,,000000 11,,880000,,000000

1 回付金 173,204 250,000 11 助助成成金金 11,,880000,,000000 11,,880000,,000000

55 予予備備費費 00 445500,,000000 1 教区助成金 900,000 900,000

1 予備費 0 450,000 2 宗派助成金 900,000 900,000

11,,666688,,115544 22,,882200,,000000 44 回回付付受受金金 00 22,,000000

11 回回付付受受金金 00 22,,000000

1 三条学舎回付受金 0 1,000

2 高田学舎回付受金 0 1,000

55 雑雑収収入入 1100,,114411 1111,,774455

11 雑雑収収入入 1100,,114411 1111,,774455

1 雑収入 10,141 11,745

66 繰繰越越金金 227766,,225555 227766,,225555

11 繰繰越越金金 227766,,225555 227766,,225555

1 繰越金 276,255 276,255

77,,224499,,339966 77,,223300,,000000

合合　　計計

合合　　計計

２０２４年度新潟教区教務所員役宅運営特別会計歳入歳出決算書

自2024年7月1日 至2025年6月30日

合合　　計計

２０２４年度新潟真宗学院特別会計歳入歳出決算書

自2024年7月1日 至2025年6月30日

　歳入の部

　歳出の部

　歳入の部

　歳出の部

合合計計

合合　　計計

自2024年7月1日 至2025年6月30日

自2024年7月1日 至2025年6月30日

合合　　計計

合合　　計計

２０２４年度新潟教区共済特別会計歳入歳出決算書

２０２４年度新潟教区出版特別会計歳入歳出決算書
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款 項 目 科目名称 決算額 予算額

11 三三条条学学舎舎費費 33,,000066,,117766 33,,448800,,000000

11 三三条条学学舎舎教教務務費費 22,,889900,,006600 33,,008800,,000000

1 三条講師費 2,238,800 2,300,000 歳歳入入総総額額 77,,557700,,771133 円円也也

2 三条講師研究費 280,000 280,000 歳歳出出総総額額 11,,441122,,771166 円円也也

3 三条特別講義費 107,300 150,000 差差引引残残額額 66,,115577,,999977 円円也也

4 三条教務諸費 263,960 350,000

22 三三条条学学舎舎事事務務費費 111166,,111166 440000,,000000

1 三条指導会議費 110,900 350,000 項 目 科目名称 決算額 予算額

2 三条事務諸費 5,216 50,000 11 冥冥加加金金 6666,,550000 110000,,000000

22 高高田田学学舎舎費費 22,,112266,,660088 33,,228800,,000000 1 冥加金 66,500 100,000

11 高高田田学学舎舎教教務務費費 22,,001111,,000088 22,,994400,,000000 22 助助成成金金 00 1100,,000000

1 高田講師費 1,504,500 2,100,000 1 宗派助成金 0 10,000

2 高田講師研究費 360,000 360,000 33 回回付付受受金金 11,,441122,,771166 22,,884411,,330000

3 高田特別講義費 64,850 150,000 1 回付受金 1,412,716 2,841,300

4 高田教務諸費 81,658 330,000 44 雑雑収収入入 33,,338844 1100,,558877

22 高高田田学学舎舎事事務務費費 111155,,660000 334400,,000000 1 雑収入 3,384 10,587

1 高田指導会議費 114,500 300,000 55 繰繰越越金金 66,,008888,,111133 66,,008888,,111133

2 高田事務諸費 1,100 40,000 1 繰越金 6,088,113 6,088,113

33 運運営営費費 4455,,771188 228800,,000000 77,,557700,,771133 99,,005500,,000000

11 運運営営費費 4455,,771188 228800,,000000

1 運営委員会費 9,500 80,000

2 学院指導会議費 0 150,000

3 学院事務諸費 36,218 50,000 項 目 科目名称 決算額 予算額

44 予予備備費費 00 119900,,000000 11 教教化化セセンンタターー費費 663366,,778811 11,,773366,,330000

11 予予備備費費 00 119900,,000000 1 講師費 398,000 401,300

1 予備費 0 190,000 2 研究員費 154,500 170,000

55,,117788,,550022 77,,223300,,000000 3 センター諸研修費 84,281 365,000

4 センター紀要費 0 800,000

22 聞聞思思学学場場費費 667755,,339900 776600,,000000

1 聞思諸研修費 131,990 210,000

2 教導費 543,400 550,000

33 図図書書整整備備費費 8822,,886633 111100,,000000

1 図書整備費 0 10,000

歳歳入入総総額額 1122,,990011,,226655 円円也也 2 図書購入費 82,863 100,000

歳歳出出総総額額 22,,663344,,006600 円円也也 44 事事務務運運営営費費 1177,,668822 223355,,000000

差差引引残残額額 1100,,226677,,220055 円円也也 1 会議運営費 11,600 150,000

2 事務諸費 6,082 85,000

55 予予備備費費 00 66,,220088,,770000

項 目 科目名称 決算額 予算額 1 予備費 0 6,208,700

11 助助成成金金 22,,664455 1100,,000000 11,,441122,,771166 99,,005500,,000000

1 慶讃事業助成金 2,645 10,000

22 懇懇志志金金 00 1100,,000000

1 懇志金 0 10,000

33 冥冥加加金金 00 1100,,000000

1 冥加金 0 10,000

44 回回付付受受金金 1100,,000000 1100,,000000

1 回付受金 10,000 10,000 歳歳入入総総額額 1166,,553355,,119966 円円也也

55 雑雑収収入入 66,,661144 77,,999944 歳歳出出総総額額 1133,,885500,,774400 円円也也

1 雑収入 6,614 7,994 差差引引残残額額 22,,668844,,445566 円円也也

66 繰繰越越金金 1122,,888822,,000066 1122,,888822,,000066

1 繰越金 12,882,006 12,882,006

1122,,990011,,226655 1122,,993300,,000000 款 項 目 科目名称 決算額 予算額

11 冥冥加加金金 44,,667700,,551100 44,,770000,,000000

11 冥冥加加金金 44,,667700,,551100 44,,770000,,000000

1 冥加金 4,670,510 4,700,000

項 目 科目名称 決算額 予算額 22 回回付付受受金金 88,,335500,,000000 88,,110000,,000000

11 教教区区事事業業費費 00 3300,,000000 11 回回付付受受金金 88,,335500,,000000 88,,110000,,000000

1 教区慶讃法要費 0 10,000 1 宗派回付受金 7,750,000 7,500,000

2 慶讃教化事業費 0 10,000 2 教区回付受金 600,000 600,000

3 記念事業費 0 10,000 33 諸諸懇懇志志 1144,,000000 3300,,000000

22 事事務務費費 444444,,006600 556600,,000000 11 諸諸懇懇志志 1144,,000000 3300,,000000

1 会議費 439,120 500,000 1 諸懇志 14,000 30,000

2 郵便費 4,940 30,000 44 雑雑収収入入 44,,336666 33,,668800

3 事務諸費 0 30,000 11 雑雑収収入入 44,,336666 33,,668800

33 回回付付金金 2,190,000 2,190,000 1 雑収入 4,366 3,680

1 回付金 2,190,000 2,190,000 55 繰繰越越金金 33,,449966,,332200 33,,449966,,332200

44 予予備備費費 00 1100,,115500,,000000 11 繰繰越越金金 33,,449966,,332200 33,,449966,,332200

1 予備費 0 10,150,000 1 繰越金 3,496,320 3,496,320

22,,663344,,006600 1122,,993300,,000000 1166,,553355,,119966 1166,,333300,,000000合合　　計計

自2024年7月1日 至2025年6月30日

合合　　計計

２０２４年度新潟教区「池の平青少幼年センター」特別会計歳入歳出決算書

　歳入の部

自2024年7月1日 至2025年6月30日

　歳入の部

　歳出の部

自2024年7月1日 至2025年6月30日

合合　　計計

合合　　計計

２０２４年度新潟教区教学研鑽室特別会計歳入歳出決算書

合合　　計計

　歳入の部

　歳出の部

２０２４年度新潟教区慶讃事業特別会計歳入歳出決算書

合合　　計計

　歳出の部
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款 項 目 科目名称 決算額 予算額

11 三三条条学学舎舎費費 33,,000066,,117766 33,,448800,,000000

11 三三条条学学舎舎教教務務費費 22,,889900,,006600 33,,008800,,000000

1 三条講師費 2,238,800 2,300,000 歳歳入入総総額額 77,,557700,,771133 円円也也

2 三条講師研究費 280,000 280,000 歳歳出出総総額額 11,,441122,,771166 円円也也

3 三条特別講義費 107,300 150,000 差差引引残残額額 66,,115577,,999977 円円也也

4 三条教務諸費 263,960 350,000

22 三三条条学学舎舎事事務務費費 111166,,111166 440000,,000000

1 三条指導会議費 110,900 350,000 項 目 科目名称 決算額 予算額

2 三条事務諸費 5,216 50,000 11 冥冥加加金金 6666,,550000 110000,,000000

22 高高田田学学舎舎費費 22,,112266,,660088 33,,228800,,000000 1 冥加金 66,500 100,000

11 高高田田学学舎舎教教務務費費 22,,001111,,000088 22,,994400,,000000 22 助助成成金金 00 1100,,000000

1 高田講師費 1,504,500 2,100,000 1 宗派助成金 0 10,000

2 高田講師研究費 360,000 360,000 33 回回付付受受金金 11,,441122,,771166 22,,884411,,330000

3 高田特別講義費 64,850 150,000 1 回付受金 1,412,716 2,841,300

4 高田教務諸費 81,658 330,000 44 雑雑収収入入 33,,338844 1100,,558877

22 高高田田学学舎舎事事務務費費 111155,,660000 334400,,000000 1 雑収入 3,384 10,587

1 高田指導会議費 114,500 300,000 55 繰繰越越金金 66,,008888,,111133 66,,008888,,111133

2 高田事務諸費 1,100 40,000 1 繰越金 6,088,113 6,088,113

33 運運営営費費 4455,,771188 228800,,000000 77,,557700,,771133 99,,005500,,000000

11 運運営営費費 4455,,771188 228800,,000000

1 運営委員会費 9,500 80,000

2 学院指導会議費 0 150,000

3 学院事務諸費 36,218 50,000 項 目 科目名称 決算額 予算額

44 予予備備費費 00 119900,,000000 11 教教化化セセンンタターー費費 663366,,778811 11,,773366,,330000

11 予予備備費費 00 119900,,000000 1 講師費 398,000 401,300

1 予備費 0 190,000 2 研究員費 154,500 170,000

55,,117788,,550022 77,,223300,,000000 3 センター諸研修費 84,281 365,000

4 センター紀要費 0 800,000

22 聞聞思思学学場場費費 667755,,339900 776600,,000000

1 聞思諸研修費 131,990 210,000

2 教導費 543,400 550,000

33 図図書書整整備備費費 8822,,886633 111100,,000000

1 図書整備費 0 10,000

歳歳入入総総額額 1122,,990011,,226655 円円也也 2 図書購入費 82,863 100,000

歳歳出出総総額額 22,,663344,,006600 円円也也 44 事事務務運運営営費費 1177,,668822 223355,,000000

差差引引残残額額 1100,,226677,,220055 円円也也 1 会議運営費 11,600 150,000

2 事務諸費 6,082 85,000

55 予予備備費費 00 66,,220088,,770000

項 目 科目名称 決算額 予算額 1 予備費 0 6,208,700

11 助助成成金金 22,,664455 1100,,000000 11,,441122,,771166 99,,005500,,000000

1 慶讃事業助成金 2,645 10,000

22 懇懇志志金金 00 1100,,000000

1 懇志金 0 10,000

33 冥冥加加金金 00 1100,,000000

1 冥加金 0 10,000

44 回回付付受受金金 1100,,000000 1100,,000000

1 回付受金 10,000 10,000 歳歳入入総総額額 1166,,553355,,119966 円円也也

55 雑雑収収入入 66,,661144 77,,999944 歳歳出出総総額額 1133,,885500,,774400 円円也也

1 雑収入 6,614 7,994 差差引引残残額額 22,,668844,,445566 円円也也

66 繰繰越越金金 1122,,888822,,000066 1122,,888822,,000066

1 繰越金 12,882,006 12,882,006

1122,,990011,,226655 1122,,993300,,000000 款 項 目 科目名称 決算額 予算額

11 冥冥加加金金 44,,667700,,551100 44,,770000,,000000

11 冥冥加加金金 44,,667700,,551100 44,,770000,,000000

1 冥加金 4,670,510 4,700,000

項 目 科目名称 決算額 予算額 22 回回付付受受金金 88,,335500,,000000 88,,110000,,000000

11 教教区区事事業業費費 00 3300,,000000 11 回回付付受受金金 88,,335500,,000000 88,,110000,,000000

1 教区慶讃法要費 0 10,000 1 宗派回付受金 7,750,000 7,500,000

2 慶讃教化事業費 0 10,000 2 教区回付受金 600,000 600,000

3 記念事業費 0 10,000 33 諸諸懇懇志志 1144,,000000 3300,,000000

22 事事務務費費 444444,,006600 556600,,000000 11 諸諸懇懇志志 1144,,000000 3300,,000000

1 会議費 439,120 500,000 1 諸懇志 14,000 30,000

2 郵便費 4,940 30,000 44 雑雑収収入入 44,,336666 33,,668800

3 事務諸費 0 30,000 11 雑雑収収入入 44,,336666 33,,668800

33 回回付付金金 2,190,000 2,190,000 1 雑収入 4,366 3,680

1 回付金 2,190,000 2,190,000 55 繰繰越越金金 33,,449966,,332200 33,,449966,,332200

44 予予備備費費 00 1100,,115500,,000000 11 繰繰越越金金 33,,449966,,332200 33,,449966,,332200

1 予備費 0 10,150,000 1 繰越金 3,496,320 3,496,320

22,,663344,,006600 1122,,993300,,000000 1166,,553355,,119966 1166,,333300,,000000合合　　計計

自2024年7月1日 至2025年6月30日

合合　　計計

２０２４年度新潟教区「池の平青少幼年センター」特別会計歳入歳出決算書

　歳入の部

自2024年7月1日 至2025年6月30日

　歳入の部

　歳出の部

自2024年7月1日 至2025年6月30日

合合　　計計

合合　　計計

２０２４年度新潟教区教学研鑽室特別会計歳入歳出決算書

合合　　計計

　歳入の部

　歳出の部

２０２４年度新潟教区慶讃事業特別会計歳入歳出決算書

合合　　計計

　歳出の部 　歳出の部

款 項 目 科目名称 決算額 予算額

11 事事業業費費 88,,997766,,774499 1100,,114400,,000000

11 研研修修費費 22,,448822,,330044 33,,009900,,000000

1 給食費 1,194,350 1,500,000 収収入入総総額額 77,,331144,,110022 円円也也

2 教材費 5,550 100,000 支支出出総総額額 11,,330000,,000000 円円也也

3 振興費 392,404 600,000 差差引引残残額額 66,,001144,,110022 円円也也

4 記念誌発行費 890,000 890,000

22 管管理理費費 66,,449944,,444455 77,,005500,,000000

1 荘厳費 39,865 100,000 項目 科目名称

2 営繕整備費 758,410 800,000 1 回付受金

3 備品費 85,900 400,000 2 雑収入

4 除雪費 972,400 850,000 3 繰越金

5 光熱水費 1,752,699 1,900,000 合合　　計計

6 温泉関係費 448,800 450,000

7 諸費 1,474,632 1,500,000

8 負担金費 188,560 250,000 項目 科目名称

9 公用車費 773,179 800,000 1 伝道車費

22 庶庶務務費費 44,,887733,,999911 55,,445500,,000000 2 予備費

11 事事務務費費 118844,,885511 445500,,000000 合合計計

1 会議費 25,800 250,000

2 通信費 141,321 150,000

3 渉外費 17,730 50,000

22 人人件件費費 44,,668899,,114400 55,,000000,,000000

1 職員費 4,157,474 4,300,000

2 補助員費 359,466 500,000

3 交通費 172,200 200,000 収収入入総総額額 44,,664411,,770011 円円也也

33 予予備備費費 00 774400,,000000 支支出出総総額額 11,,444444,,880000 円円也也

11 予予備備費費 00 774400,,000000 差差引引残残額額 33,,119966,,990011 円円也也

1 予備費 0 740,000

1133,,885500,,774400 1166,,333300,,000000
項目 科目名称

1 回付受金

2 雑収入

3 繰越金

合合計計

歳歳入入総総額額 11,,004466,,666644 円円也也

歳歳出出総総額額 446655,,888877 円円也也 項目 科目名称

差差引引残残額額 558800,,777777 円円也也 1 退職金

2 予備費

合合計計

項 目 科目名称 決算額 予算額

11 回回付付受受金金 440000,,000000 440000,,000000

1 回付受金 400,000 400,000

33 雑雑収収入入 22,,551188 55,,885544

1 雑収入 2,518 5,854

44 繰繰越越金金 664444,,114466 664444,,114466

1 繰越金 644,146 644,146 収収入入総総額額 44,,000022,,338844 円円也也

11,,004466,,666644 11,,005500,,000000 支支出出総総額額 00 円円也也

差差引引残残額額 44,,000022,,338844 円円也也

項 目 科目名称 決算額 予算額 項目 科目名称

11 荘荘厳厳費費 222200,,000000 222200,,000000 1 回付受金

1 荘厳費 220,000 220,000 2 雑収入

22 管管理理費費 113300,,000000 113300,,000000 3 繰越金

1 管理費 130,000 130,000 合合計計

33 会会議議費費 6688,,550000 224400,,000000

1 会議費 68,500 240,000

44 諸諸費費 4477,,338877 5500,,000000 項目 科目名称

1 諸費 47,387 50,000 1 災害見舞金

55 予予備備費費 00 441100,,000000 2 予備費

1 予備費 0 410,000 合合計計

446655,,888877 11,,005500,,000000

　歳入の部

　歳出の部

収入額

158,944

収入の部

支出の部

収入の部

支出の部

44,,664411,,770011

支出額

1,444,800

0

自2024年7月1日 至2025年6月30日

自2024年7月1日 至2025年6月30日

収入額

450,000

3,727

6,860,375

２０２４年度新潟教区災害対策積立金会計計算書

支出額

0

0

00

合合　　計計

合合　　計計

２０２４年度新潟教区聖跡顕彰特別会計歳入歳出決算書

自2024年7月1日 至2025年6月30日

2,461

4,480,296

２０２４年度新潟教区常勤嘱託・雇員退職慰労積立金会計計算書

77,,331144,,110022

支出額

1,300,000

0

11,,330000,,000000

収入の部

支出の部

２０２４年度新潟教区伝道車積立金会計計算書

44,,000022,,338844

3,500,034

2,350

合合　　計計

11,,444444,,880000

500,000

収入額

自2024年7月1日 至2025年6月30日
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収収入入総総額額 8866,,552211,,557700 円円也也 収収入入総総額額 33,,224499,,000077 円円也也

支支出出総総額額 00 円円也也 支支出出総総額額 00 円円也也

差差引引残残額額 8866,,552211,,557700 円円也也 差差引引残残額額 33,,224499,,000077 円円也也

項目 科目名称 項目 科目名称

1 旧三条教区懇志金 1 回付受金

2 旧高田教区懇志金 2 寄付金

3 回付受金 3 雑収入

4 雑収入 4 繰越金

5 繰越金 合合計計

合合計計

項目 科目名称

項目 科目名称 1 営繕費

1 回付金 2 予備費

2 予備費 合合計計

合合計計

収収入入総総額額 22,,119900,,000000 円円也也

収収入入総総額額 1166,,223388,,447755 円円也也 支支出出総総額額 4422,,110000 円円也也

支支出出総総額額 00 円円也也 差差引引残残額額 22,,114477,,990000 円円也也

差差引引残残額額 1166,,223388,,447755 円円也也

項目 科目名称
項目 科目名称 1 回付受金

1 回付受金 2 雑収入

2 雑収入 3 繰越金

3 繰越金 合合計計

合合計計

項目 科目名称
項目 科目名称 1 回付金

1 回付金 2 予備費

2 予備費 合合計計

合合計計

収収入入総総額額 33,,554422,,664411 円円也也 収収入入総総額額 33,,776622,,996611 円円也也

支支出出総総額額 00 円円也也 支支出出総総額額 33,,556600,,886666 円円也也

差差引引残残額額 33,,554422,,664411 円円也也 差差引引残残額額 220022,,009955 円円也也

項目 科目名称 項目 科目名称

1 回付受金 1 助成金

2 雑収入 2 回付受金

3 繰越金 3 雑収入

合合計計 4 繰越金

合合計計

項目 科目名称

1 回付金 項目 科目名称

2 予備費 1 災害救援費

合合計計 2 保養事業費

3 研修費

4 予備費

合合計計

収収入入総総額額 22,,777722,,779944 円円也也

支支出出総総額額 00 円円也也

差差引引残残額額 22,,777722,,779944 円円也也

項目 科目名称

1 雑収入

2 繰越金
合合計計

項目 科目名称
1 施設整備費
2 予備費

合合計計

31,321

86,358,349

２０２４年度新潟教区「尾神嶽報尽為期碑」将来営繕積立金会計計算書

自2024年7月1日 至2025年6月30日

収入の部 収入の部

0

収入額

0

31,000

収入額

31,900

0

100,000

0

3,560,866

0

0

33,,556600,,886666

42,100

0

２０２４年度新潟教区災害支援実行委員会活動資金計算書

716,050

支出額

0

00

支出の部

収入の部

支出の部

33,,776622,,996611

支出額

支出額

自2024年7月1日 至2025年6月30日

収入額

206,000

766,535

2,074,376

0

00

自2024年7月1日 至2025年6月30日

支出額

0

0

00

２０２４年度新潟真宗学院高田学舎運営積立金会計計算書

収入額

4422,,110000

0

0

22,,119900,,000000

２０２４年度新潟教区寺院活性化支援室運営積立金会計計算書

自2024年7月1日 至2025年6月30日

2,190,000

収入の部

２０２４年度新潟教区特別事業積立金会計計算書

２０２４年度新潟真宗学院三条学舎運営積立金会計計算書

0
0
00

２０２４年度新潟教区「池の平青少幼年センター」施設整備積立金会計計算書

自2024年7月1日 至2025年6月30日

収入の部

収入額

693

2,772,101
22,,777722,,779944

支出の部

支出額

0

0

00

自2024年7月1日 至2025年6月30日

収入額

0

2,111

自2024年7月1日 至2025年6月30日

3,218,007

33,,224499,,000077

支出の部

0

支出額

3,540,530

収入の部

支出の部

収入額

0

24,964

16,213,511

8866,,552211,,557700

支出の部

収入の部

支出の部

33,,554422,,664411

1166,,223388,,447755

支出額

0
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22002255 年年度度  新新潟潟教教区区予予算算概概説説  
【教区事業費会計】 

予算総額は 1億２，２７０万円となり、昨年度同額です。 

「歳入の部」における主な内容として、１款「教区交付金」は、毎年度本山経常費御依

頼額に基づき計上しており、２０２５年度は御依頼額の増額につき、昨年度に比して増額

して計上します。２款「同朋会員志還付金」は、目標額については昨年度同額であります

が、宗派方針を受け、本年度は還付率が５％と半減のため減額して計上します。３款「助

成金」は、従来の実績及び本山からの通知に基づき減額して計上します。 

４款「教区費」は、昨年度同額の合計２，１００万円を教区内６９９ヵ寺に御依頼しま

す。 

５款「回付受金」は、教区出版特別会計からの本山出版物売上の教区収入分を実績に基

づき調整することに加え、教区寺院活性化支援室にかかる経費を補うため、教区寺院活性

化支援室積立金会計から、支出経費相当額を回付する措置を行うことから結果として２４

４万円増額して計上します。 

８款「繰越金」は、２０２４年度の繰越金であり、３３４万円余りの減額となっており、

厳しい財政状況にあると言わざるを得ません。  

「歳出の部」における主な内容として、１款「教化研修費」は、１項「教化本部費」よ

り５項「共同教化部門費」は教区教化委員会の事業計画（案）に基づき編成し計上します。

合わせて、７項「伝道広報室費」及び８項「同朋社会協議会費」は、教区伝道広報室及び

同朋社会協議会の事業計画、１０項「関係団体助成費」は、これまでの実績及び各団体の

事業計画に基づき計上します。詳細は議案資料内教化委員会等各機関の事業計画・予算案

をご参照ください。また、教区教化委員会並びに教区伝道広報室、同朋社会協議会の運営

にかかる各会議費については、三条・高田の二拠点開催をはじめとするＷＥＢ会議の利用

促進や２０２６年度からの教区教化事業改変の検討にかかる会議開催増を鑑み、それぞれ

計上します。１１項「教区寺院活性化支援室費」は、昨年度より支援室が動き出したこと

により、より具体的な事業計画が検討され、それを受け事業費及び会議費を増額して計上

します。 

２款「組事業費」において、１項１目「組交付金」は、御依頼額の増額に伴い昨年度同

基準での交付金算出により増額にて計上します。２目「同朋の会還付金」は、歳入の部で

申し上げたとおり還付率の半減に伴い減額にて計上します。３目「教区費徴収費」は、昨

年度同基準にて御依頼額も同額のため変動はありません。２項「組教化助成費」は引き続

き旧教区の助成基準が適用されることから基本的に同額計上しますが、１目「同朋の会推

進講座助成」は、各組での２０２５年度実施計画に基づき、４０万円減額にて計上します。 

４款「会議費」は、これまでの実績や旅費の概算に基づき必要額を計上しますが、１項

１目「教区会費」及び２目「参事会費」は、教区会議員改選に伴い増額して計上します。

２項４目「教区門徒会員研修会費」は、参加対象者の拡大や研修会開催に伴うバス代等の

高騰に伴い増額して計上します。３項「諸会議費」は、ＷＥＢ会議の活用促進に伴い減額

して計上します。 

５款「事務費」は、１項１目「選挙費」について、選出教区会議員選挙を２０２６年４

月に控えており、選挙管理会会議費をはじめ選挙にかかる事務諸経費等必要額を計上しま
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す。５目「諸費」は、実績に基づき増額して計上します。７目「除雪対策費」は、２０２

４年度は減額して計上をしておりましたが、昨年度の積雪状況や教区内三別院の除雪経費

の支出状況を受け、三別院協議会、教区会参事会、教区門徒会常任委員会での協議を経て

増額で計上します。今後、小雪等により支出が見込まれない又は支出執行が少ない場合は、

別途積立金にて必要額を保管し、予測できない大雪への対応に策を講じます。８目「ネッ

ト環境整備費」は、三条別院と新井別院の設備拡充への助成金や教務所、教務事務所にお

ける必要備品購入のため、２０２４年度執行残額にて引き続き計上します。２項「人件費」

は、大幅な減額となっておりますが、これは、教区雇員（駐在教導業務）の教区駐在教導

発令（本山雇用）に伴い、「雇用給与費」を休止したことと、この雇用形態の変更に伴い 

２目「諸手当費」にて時間外勤務手当等の必要額を増額したことによるものです。３項１

目「伝道車費」は、昨年度に１台入替（リース）に伴うリース料金増額につき、増額して

計上します。 

６款「諸負担金」は、１項１目「連区事業負担金」について、東日本連区正副議長会・

所長次長主計会の当番年度にて、増額して計上します。 

７款「回付金」は、特別会計や積立金の状況に基づき必要額を回付します。３目「退職

慰労積立金会計回付金」は、教務所員の雇用形態変更に伴い、積立金会計の現況を鑑み必

要額を回付します。６目「教学研鑽室会計回付金」は、教学研鑽機関の計画に基づき、増

額して計上します。詳細は後述の特別会計概説にて記載いたします。９目「池の平センタ

ー会計回付金」は、教区雇員（池の平センター勤務）の諸待遇向上を目指し、増額して計

上します。 

８款「予備費」は、１項「第１予備費」、２項「第２予備費」とも増額計上となっており

ますが、予算総額の１割の確保が難しく、いずれにおきましても、厳しい現状をご理解賜

りますようお願い申し上げます。 

 

【教区共済特別会計】 

予算総額は１億８，９００万円となり、昨年度比３，３００万円の減額です。 

「歳入の部」１項「共済拠出金」は、御依頼寺院数の減により３万円減額となっており

ます。「歳出の部」１項「共済見舞費」は、昨年度のように多くの支出が見込まれる予定

はございませんが、雪害等の対応や予測できない災害対応に備えるべく、同額にて計上し

ております。 

 

【教区出版特別会計】 

予算総額は２５４万円で、昨年度比２８万円の減額です。 

「歳入の部」１項「出版冥加金」は、昨年度の実績に基づき、減額して計上します。そ

れに伴い、「歳出の部」２項「本山出版冥加金支出」４項「回付金」をそれぞれ減額して計

上します。 

 

【教区教務所員役宅運営特別会計】 

予算総額は４，２７９万円で、昨年度比２５万円の増額です。 

「歳入の部」３項１目「融通返済受金」は、昨年度に引き続き三条別院境内にある学校
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法人三条大谷学園松葉幼稚園より、２０１７年の新園舎建設の際に旧三条教区地方事業補

助金会計より融通した３，０００万円を３００万円ずつ１０ヵ年度計画にて返済予定とな

っており、２０２５年度は８ヵ年度目にあたります。ついては、引き続き３００万円を計

上します。「歳出の部」１項２目「借上役宅負担費」では、２０２４年度決算状況を鑑み

て減額します。 

 

【新潟真宗学院特別会計】 

予算総額は７６６万円で、昨年度比４３万円の増額です。 

２０２５年度は三条学舎・高田学舎ともに２学年目にあたり、４月よりそれぞれの学舎

にて授業が進められております。よって、実際の学院生数に合わせ、「歳入の部」１款「三

条学舎学費」、２款「高田学舎学費」をそれぞれ計上するとともに、各々の「入学金」及び

「入学試験料」は休止します。「歳出の部」では、１款「三条学舎費」、２款「高田学舎費」

について、講師礼等それぞれの基準に合わせて計上します。特に、２学年目については、

それぞれの学舎における特別講義について、宿泊を伴う内容にて計画がなされているため、

両学舎「特別講義費」を増額して計上します。 

 

【教区教学研鑽室特別会計】 

予算総額は１，００６万円で、昨年度比１０１万円の増額です。 

「歳入の部」３項「回付受金」は、「歳出の部」1項「教化センター費」、２項「聞思学

場費」、３項「図書整備費」、４項「事務運営費」の合計３７７万６，３００円計上し、同

額を教区事業費会計から回付を受けるよう計上しております。各教学研鑽室の事業計画詳

細については、議案資料内教学研鑽室事業計画・予算案をご参照ください。 

 なお、「歳出の部」５項「予備費」の中に昨年度受けた改編特別給付金２００万円を保

管しておりますが、活用計画がなされていないため、備忘録として記載しております。 

 

【教区「池の平青少幼年センター」特別会計】 

予算総額は１，４９３万円で昨年度比１４０万円の減額です。 

「歳入の部」２款１項１目「宗派回付受金」は、宗派慶讃事業の継続として通常の助成

に加えて別途助成を引き続き受ける予定がありますが、３９万円減額して計上します。 

「歳出の部」１款「事業費」は、センター運営にかかるランニングコストについて、各

科目を実績に基づき計上します。１款１項「研修費」について、３目「振興費」は、宗派

からの助成を受けて開催する行事を予定していることから、３５万円増額して計上、「記

念誌発行費」は昨年度に５０周年記念誌『つなぐ』の発行を終えたため廃目します。１款

２項「管理費」は、３目「備品費」にてパソコン等の備品入替のため１０万円、４目「除

雪費」にて昨年度実績に基づき１５万円、それぞれ増額して計上します。７目「諸費」は、

パンフレットリニューアルの経費を積算しておりますが、昨年度にホームページのリニュ

ーアルを終えたため減額して計上します。（パンフレット制作費は宗派からは昨年度助成

済です。）９目「公用車費」は、前年度計上の車両購入経費分を減額して計上します。 

２款「庶務費」は、２款１項「事務費」について、１目「会議費」は、実績に基づき減

額して計上します。２目「通信費」は、前年度に館内Ｗｉ-Ｆｉ環境充実のための工事を
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施工したことから、インターネット通信契約変更に伴い増額して計上します。２款２項「人

件費」において、１目「職員費」は、教区雇員（池の平センター勤務）の諸待遇向上を目

指し増額して計上します。 

 

【教区聖跡顕彰特別会計】 

予算総額は９９万円で、昨年度比６万円の減額です。 

運営委員会での協議を踏まえ、各科目については昨年度の予算編成に準じて計上してお

ります。 

 

【教区慶讃事業特別会計】 

予算総額は２，４３９万円で、昨年度比１，１４６万円の増額です。 

本年度は、来年５月の教区慶讃法要厳修に向け、推進委員会をはじめ各部会にて鋭意協

議がなされ、法要執行にかかる経費をはじめ関連する教化事業の遂行にかかる経費を計上

します。 

「歳入の部」では、１款「助成金」にて宗派からの助成金、２款「懇志金」にて教区内

寺院及び法要参詣者からの懇志金、３款「冥加金」にて法要参加費及び法要祝賀会の参加

冥加金を計上します。４款「回付受金」では事業遂行にあたり経費に不足を生じた場合に

特別事業積立金より補填ができるよう科目を設けます。 

「歳出の部」では、１款「教区事業費」は、１項１目「教区慶讃法要費」にて法要執行

にかかる経費を計上し、２目「慶讃教化事業費」にて関連する教化事業推進にかかる経費

を計上します。２款「組助成費」は、１項１目「組教化助成費」にて各組で実施がなされ

る慶讃関連教化事業に対する助成金、２目「組団参助成費」にて法要当日の各組団体参拝

にかかる助成金をそれぞれ計上します。３款「事務費」は、慶讃法要厳修年度となること

から、関連会議や事務が増えることを鑑み、各科目を増額して計上します。なお、「回付

金」は、前年度において「寺院活性化支援室運営積立金」設置に伴い廃止します。 

 

 

以上、９会計につきまして、各機関で立案された事業計画や、教区財政を勘案しながら、

各科目の精査検討を行い、予算を編成いたしました。 

以上 
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自2025年7月1日 至2026年6月30日

歳歳入入総総額額 112222,,770000,,000000 円円也也
歳歳出出総総額額 112222,,770000,,000000 円円也也

　歳入の部

款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

（（11）） 教教区区交交付付金金 5544,,664499,,990000 5522,,778866,,770000 11,,886633,,220000

11 教教化化交交付付金金 4488,,222200,,550000 4466,,557766,,550000 1,644,000

1 教化交付金 48,220,500 46,576,500 1,644,000
本山経常費収納額の（同朋会員志
収納額除く　321,470,000円）の
15％

22 奨奨励励交交付付金金 66,,442299,,440000 66,,221100,,220000 219,200

1 奨励交付金 6,429,400 6,210,200 219,200
本山経常費収納額の（同朋会員志
収納額除く　321,470,000円）の
2％

（（22）） 同同朋朋会会員員志志還還付付金金 11,,004422,,550000 22,,008855,,000000 △△  11,,004422,,550000

11 同同朋朋会会員員志志還還付付金金 11,,004422,,550000 22,,008855,,000000 △ 1,042,500

1 同朋会員志還付金 1,042,500 2,085,000 △ 1,042,500 同朋会員志収納額の5％

（（33）） 助助成成金金 1144,,885500,,000000 1144,,995500,,000000 △△  110000,,000000

11 助助成成金金 1144,,885500,,000000 1144,,995500,,000000 △ 100,000

1 本山事業助成金 6,800,000 7,000,000 △ 200,000
組への助成金も一旦教区会計へ繰
り入れる

2 教務所運営費助成 8,050,000 7,950,000 100,000 教務所出張旅費・事務費

（（44）） 教教区区費費 2211,,330000,,000000 2211,,330000,,000000 00

11 教教区区費費 2211,,330000,,000000 2211,,330000,,000000 0

1 本年度教区費 21,000,000 21,000,000 0

2 過年度教区費 300,000 300,000 0

（（55）） 回回付付受受金金 33,,669900,,000000 11,,225500,,000000 22,,444400,,000000

11 回回付付受受金金 33,,669900,,000000 11,,225500,,000000 2,440,000

1 回付受金 3,690,000 1,250,000 2,440,000
教区出版会計 20万
教区寺院活性化支援室運営積立金
349万

（（66）） 冥冥加加金金 440000,,000000 440000,,000000 00

11 冥冥加加金金 440000,,000000 440000,,000000 0

1 研修冥加金 400,000 400,000 0 教区教化事業参加費

（（77）） 雑雑収収入入 668811,,330099 449922,,001199 118899,,229900

11 雑雑収収入入 668811,,330099 449922,,001199 189,290

1 雑収入 681,309 492,019 189,290 預金利息　コピー代、諸懇志　等

（（88）） 繰繰越越金金 2266,,008866,,229911 2299,,443366,,228811 △△  33,,334499,,999900

11 繰繰越越金金 2266,,008866,,229911 2299,,443366,,228811 △ 3,349,990

1 繰越金 26,086,291 29,436,281 △ 3,349,990 前年度繰越金

112222,,770000,,000000 112222,,770000,,000000 00

２０２５年度新潟教区事業費会計歳入歳出予算

合合　　　　　　計計
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　歳出の部

款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

（（11）） 教教化化研研修修費費 2244,,881166,,000000 2222,,227700,,000000 22,,554466,,000000

11 教教化化本本部部費費 11,,995599,,000000 22,,333300,,000000 △△  337711,,000000

1 本部研修費 300,000 833,000 △ 533,000 「是旃陀羅」学習会

2 同朋の会育成費 587,000 530,000 57,000 指定同朋の会

3 帰敬式実践運動推進費 28,000 28,000 0 帰敬のつどい

4 特別事業助成費 400,000 300,000 100,000 新規事業助成　時局対応

5 教化関係団体懇談会費 100,000 100,000 0 懇談会

6 女性研修費 444,000 539,000 △ 95,000
教区女性研修会・三条エリア女性
研修会

7 帰敬式法座 100,000 0 100,000 【新設】帰敬式法座

22 教教学学儀儀式式部部門門費費 22,,887700,,000000 22,,886655,,000000 55,,000000

1 教学研修費 1,297,000 1,291,000 6,000
秋安居（三条・高田）・教学研究
会・教学研修会

2 儀式声明研修費 881,000 882,000 △ 1,000
声明基本講習会（夏・春）、声明
講習会（秋・春）、声明作法講習
会

3 得度研修費 492,000 492,000 0 得度研修会・得度受式者の集い

4 教学儀式部門懇談会費 200,000 200,000 0 教学儀式部門実行委員交流会

33 同同朋朋社社会会部部門門費費 443300,,000000 335500,,000000 8800,,000000

1 社会問題研修費 330,000 200,000 130,000 社会問題研修会

2 同社協懇談会費 100,000 150,000 △ 50,000 同社協常任委員との懇談会

44 未未来来構構想想部部門門費費 11,,009900,,000000 11,,004400,,000000 5500,,000000

1 青少幼年教化費 690,000 690,000 0 青少幼年キャンプ、こども報恩講、べついん寺子屋

2 青少幼年協議会費 100,000 100,000 0 青少幼年教化連絡協議会

3 未来構想費 300,000 250,000 50,000 未来構想検討会、若手交流会

55 共共同同教教化化部部門門費費 888800,,000000 448800,,000000 440000,,000000

1 教区-組教化連絡会費 380,000 270,000 110,000 教区-組教化連絡会

2 組教化担当者協議会費 500,000 0 500,000 【再開】2回

共同教化部門員研修費 0 210,000 △ 210,000 【休止】

66 教教化化委委員員会会費費 22,,448800,,000000 22,,998800,,000000 △△  550000,,000000

1 教化委員会会議費 1,500,000 1,500,000 0 教化委員会総会、本部会、企画会、部門会議旅費

2 実行委員会会議費 500,000 1,000,000 △ 500,000 実行委員会、会議旅費　

3 正副本部長手当費 180,000 180,000 0 正副本部長役職手当

4 教化諸費 300,000 300,000 0
時事対応経費、
教化委員会関係職員参加費　等

77 伝伝道道広広報報室室費費 11,,885544,,000000 11,,999944,,000000 △△  114400,,000000

1 教化広報費 1,210,000 900,000 310,000 機関誌発行、広報サポート

2 ホームページ運営費 494,000 494,000 0
教区ホームページの運営、ページ
修正経費　等

3 伝道広報室会議費 150,000 300,000 △ 150,000 会議旅費

掲示伝道費 0 300,000 △ 300,000 【休止】
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款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

（（11）） 88 同同朋朋社社会会協協議議会会費費 11,,997722,,000000 22,,778855,,000000 △△  881133,,000000

1 差別問題研修費 170,000 260,000 △ 90,000
差別問題基礎講座・専門講座
リーフレット製作

2 靖国問題研修費 241,000 241,000 0 靖国問題基礎講座・専門講座

3 男女平等参画研修費 211,000 334,000 △ 123,000 男女平等参画基礎講座・専門講座

4 協議会会議費 700,000 1,300,000 △ 600,000 総会・常任委員会・各専門部会　会議旅費

5 協議会諸費 250,000 200,000 50,000 時事対応経費　集会派遣費　等

6 関係団体負担金 400,000 450,000 △ 50,000

同宗連、部落解放同盟県連等諸団
体年会費
上越地区同和問題に取り組む宗教
者の集い当番教区経費

99 教教区区教教化化助助成成費費 995500,,000000 995500,,000000 00

1 派遣助成費 500,000 500,000 0 本山・連区会議・研修会派遣助成

2 別院教化助成費 450,000 450,000 0
奉仕研修助成 10万×3別院
報恩講志 5万×3別院

1100 関関係係団団体体助助成成費費 66,,884411,,000000 66,,229966,,000000 554455,,000000

1 坊守会 1,180,000 1,180,000 0

2 推進員連絡協議会 650,000 650,000 0

3 児童教化連盟 1,920,000 1,565,000 355,000

三条 169万・高田 23万
三条エリア児童夏の集い開催期間
増につき増額

4 仏教青年会 1,050,000 1,100,000 △ 50,000 新潟若仏 65万・高田仏青 40万

5 スカウト連合会 551,000 551,000 0

6 大谷保育協会 820,000 700,000 120,000
全国大会連区当番（昨年度分）、
会計現況を鑑み増額

7 合唱団 150,000 150,000 0

8 教導補導会 100,000 100,000 0

9 保護司会 120,000 100,000 20,000 会計現況を鑑み増額

10 教誨師会 300,000 200,000 100,000 研修当番、全国大会出席補助を鑑み増額

1111 教教区区寺寺院院活活性性化化支支援援室室費費 33,,449900,,000000 220000,,000000 33,,229900,,000000

1 支援室諸事業費 3,290,000 50,000 3,240,000
基礎講座、サポート、機材購入、
過疎過密フィールドワーク

2 支援室会議費 200,000 150,000 50,000

（（22）） 組組事事業業費費 3355,,006600,,770000 3355,,882200,,660000 △△  775599,,990000

11 組組事事業業費費 2211,,338800,,770000 2211,,774400,,660000 △△  335599,,990000

1 組交付金 19,288,200 18,630,600 657,600
本山経常費収納額
（同朋会員志収納額除
321,470,000）の6%

2 同朋の会還付金 1,042,500 2,085,000 △ 1,042,500 同朋会員志収納額の5%

3 教区費徴収費 1,050,000 1,025,000 25,000 教区費収納額の5%

22 組組教教化化助助成成費費 1133,,668800,,000000 1144,,008800,,000000 △△  440000,,000000

1 同朋の会推進講座助成 3,200,000 3,600,000 △ 400,000 旧教区の基準に基づき助成

2 組重点施策助成 3,050,000 3,050,000 0
旧三条教区組重点施策助成・旧高
田教区組重点教化事業助成

3 各種教化助成 7,430,000 7,430,000 0 上記以外の旧教区各組教化助成

（（33）） 奨奨励励費費 770000,,000000 770000,,000000 00

11 奨奨励励費費 770000,,000000 770000,,000000 00

1 所長巡回費 650,000 650,000 0 組会・組門徒会

2 奨励諸費 50,000 50,000 0 時事対応経費　等
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款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

（（44）） 会会議議費費 77,,661100,,000000 77,,332200,,000000 229900,,000000

11 教教区区会会費費 22,,995500,,000000 22,,336600,,000000 559900,,000000

1 教区会費 2,000,000 1,500,000 500,000
通常会・臨時会　(合計3回) 分
1回最大60万円+α

2 参事会費 450,000 360,000 90,000 5回分 1回最大9万

3 正副議長渉外費 500,000 500,000 0
全国正副議長会拠出金
役職手当等

22 教教区区門門徒徒会会費費 22,,776600,,000000 22,,556600,,000000 220000,,000000

1 教区門徒会費 1,500,000 1,500,000 0
通常会・臨時会　(合計2回) 分
1回最大60万円+α

2 常任委員会費 360,000 360,000 0 4回分 1回最大9万

3 正副門徒会長渉外費 400,000 400,000 0 全国門徒会正副会長会拠出金　役職手当等

4 教区門徒会員研修会費 500,000 300,000 200,000 教区門徒会の研修

33 諸諸会会議議費費 11,,990000,,000000 22,,440000,,000000 △△  550000,,000000

1 正副組長会費 700,000 700,000 0 2回分

2 御依頼適正審議委員会費 500,000 700,000 △ 200,000 全体会・小委員会

3 諸会議費 700,000 1,000,000 △ 300,000
教区改編委員会、
教区門徒戸数調査委員会　等

（（55）） 事事務務費費 3333,,883300,,000000 4400,,001100,,000000 △△  66,,118800,,000000

11 事事務務費費 1166,,888800,,000000 1188,,331100,,000000 △△  11,,443300,,000000

1 選挙費 700,000 10,000 690,000 教区会議員選挙経費

2 郵電費 4,000,000 4,000,000 0
教務所・教務事務所電話代、郵
便・宅急便・メール便代

3 備品費 300,000 300,000 0 教務所・教務事務所備品購入代

4 事務消耗品費 5,000,000 5,000,000 0
コピー用紙、封筒、会議用水、そ
の他消耗品
印刷機器リース代・インク代等

5 諸費 1,600,000 1,500,000 100,000 各種手数料、新聞代等

6 光熱水費 3,500,000 3,500,000 0
教区負担分
三条別院 180万、高田別院 120
万、新井別院 30万 +予備

7 除雪対策費 800,000 500,000 300,000
別院の顕著な豪雪による除雪経費
に対する助成

8 ネット環境整備費 980,000 3,500,000 △ 2,520,000
オンライン設備充実のための機材
購入費
三条・新井別院設備充実経費

22 人人件件費費 77,,990000,,000000 1122,,775500,,000000 △△  44,,885500,,000000

1 諸給費 3,200,000 3,050,000 150,000 嘱託教区手当、社会保険料負担

2 諸手当費 4,700,000 3,900,000 800,000 宗務役員教区手当、休日・時間外勤務手当

雇員給与費 0 5,800,000 △ 5,800,000 【休止】

33 庶庶務務費費 88,,225500,,000000 88,,115500,,000000 110000,,000000

1 伝道車費 3,400,000 3,300,000 100,000 リース料、保険料等

2 渉外連絡費 500,000 500,000 0 教務所長会拠出金、酒肴料、参加費　等

3 福利厚生費 350,000 350,000 0 職員健康診断

4 出張旅費 4,000,000 4,000,000 0 教務所員出張旅費、公用車ガソリン代等

44 慶慶事事・・見見舞舞費費 880000,,000000 880000,,000000 00

1 慶事費 600,000 600,000 0 祝金・得度、住職就任記念品、住職30
年・坊守30年賞状額　他

2 見舞費 200,000 200,000 0 門徒宅災害見舞
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款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

（（66）） 諸諸負負担担金金 22,,449988,,000000 22,,440011,,000000 9977,,000000

11 諸諸負負担担金金 22,,449988,,000000 22,,440011,,000000 9977,,000000

1 連区事業負担金 700,000 500,000 200,000 連区議長会、門徒会長会等負担金、
連区会議・研修会当番教区負担金等

2 会館維持負担金 1,598,000 1,601,000 △ 3,000 三条別院・高田別院・新井別院へ回付
均等割30万+崇敬寺院数割

3 諸団体負担金 200,000 300,000 △ 100,000 真宗教団連合 等

（（77）） 回回付付金金 99,,227700,,330000 88,,330000,,224444 997700,,005566

11 回回付付金金 99,,227700,,330000 88,,330000,,224444 997700,,005566

1 伝道車積立金会計回付金 300,000 300,000 0 公用車購入資金

2 真宗学院会計回付金 900,000 900,000 0 特別会計 45万×2学舎分

3 退職慰労積立金会計回付金 104,000 158,944 △ 54,944 嘱託1名分確保

4 役宅運営会計回付金 10,000 10,000 0

5 災害対策積立金会計回付金 500,000 500,000 0

6 教学研鑽室会計回付金 3,776,300 2,841,300 935,000

教化センター 227万6,300円
聞思学場 126万円
図書整備 11万円
会議運営費 13万円

7 特別事業積立会計回付金 100,000 100,000 0

8 慶讃事業会計回付金 10,000 10,000 0

9 池の平センター会計回付金 200,000 100,000 100,000

10 聖跡顕彰会計回付金 400,000 400,000 0 尾神嶽報尽碑・竹ノ内草庵・木揚場教会

11 災害支援実行委員会活動資金回付金 2,700,000 2,710,000 △ 10,000 災害支援実行委員会事業計画参照

12 教区出版会計回付金 270,000 270,000 0 新規出版発行財源として

（（88）） 予予備備費費 88,,991155,,000000 55,,887788,,115566 33,,003366,,884444 77..2277%%

11 第第一一予予備備費費 66,,991155,,000000 44,,887788,,115566 22,,003366,,884444

1 第一予備費 6,915,000 4,878,156 2,036,844 避けがたい予算の不足を補う

22 第第二二予予備備費費 22,,000000,,000000 11,,000000,,000000 11,,000000,,000000

1 第二予備費 2,000,000 1,000,000 1,000,000 予算外に生じた必要な経費に充てる

112222,,770000,,000000 112222,,770000,,000000 00合合　　計計

71



自2025年7月1日 至2026年6月30日

歳歳入入総総額額 118899,,000000,,000000 円円也也

歳歳出出総総額額 118899,,000000,,000000 円円也也

　歳入の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 共共済済拠拠出出金金 66,,999900,,000000 77,,002200,,000000 △△  3300,,000000

1 共済拠出金 6,990,000 7,020,000 △ 30,000 1ヵ寺10,000円

22 雑雑収収入入 8877,,774411 77,,332277 8800,,441144

1 雑収入 87,741 7,327 80,414 預金利息　他

33 繰繰越越金金 118811,,992222,,225599 221144,,997722,,667733 △△  3333,,005500,,441144

1 繰越金 181,922,259 214,972,673 △ 33,050,414 前年度繰越金

118899,,000000,,000000 222222,,000000,,000000 △△  3333,,000000,,000000

　歳出の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 共共済済見見舞舞費費 6600,,000000,,000000 6600,,000000,,000000 00

1 共済金 30,000,000 30,000,000 0 1ヵ寺　最大1,000万円

2 見舞金 30,000,000 30,000,000 0 基準に満たない被害に対する見舞金

22 事事務務費費 115500,,000000 115500,,000000 00

1 会議費 100,000 100,000 0 共済委員会　会議費

2 事務諸費 50,000 50,000 0 郵便費　等

33 予予備備費費 112288,,885500,,000000 116611,,885500,,000000 △△  3333,,000000,,000000

1 予備費 128,850,000 161,850,000 △ 33,000,000

118899,,000000,,000000 222222,,000000,,000000 △△  3333,,000000,,000000

２０２５年度新潟教区共済特別会計歳入歳出予算

合合　　計計

合合　　計計
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自2025年7月1日 至2026年6月30日

歳歳入入総総額額 22,,554400,,000000 円円也也

歳歳出出総総額額 22,,554400,,000000 円円也也

　歳入の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 出出版版冥冥加加金金 11,,668800,,000000 22,,220000,,000000 △△  552200,,000000

1 本山出版冥加金 1,500,000 2,050,000 △ 550,000
本山出版物売り上げ（教務所窓
口頒布分）

2 教区出版冥加金 180,000 150,000 30,000 教区出版物売り上げ

22 回回付付受受金金 227700,,000000 227700,,000000 00

1 回付受金 270,000 270,000 0 教区事業費会計より

33 雑雑収収入入 4477,,447700 4444,,442222 33,,004488

1 雑収入 47,470 44,422 3,048 預金利息　他

44 繰繰越越金金 554422,,553300 330055,,557788 223366,,995522

1 繰越金 542,530 305,578 236,952 前年度繰越金

22,,554400,,000000 22,,882200,,000000 △△  228800,,000000

　歳出の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 頒頒布布諸諸費費 5500,,000000 5500,,000000 00

1 頒布諸費 50,000 50,000 0 委託頒布買取経費　等

22 本本山山出出版版冥冥加加金金支支出出 11,,330000,,000000 11,,880000,,000000 △△  550000,,000000

1 本山出版冥加金支出 1,300,000 1,800,000 △ 500,000
教務所売上のうち本山へ送金す
る金額

33 教教区区出出版版発発行行費費 11,,000000 227700,,000000 △△  226699,,000000

1 教区出版発行費 1,000 270,000 △ 269,000

44 回回付付金金 220000,,000000 225500,,000000 △△  5500,,000000

1 回付金 200,000 250,000 △ 50,000
本山出版売上教区収入分を教区
事業費会計へ回付

55 予予備備費費 998899,,000000 445500,,000000 553399,,000000

1 予備費 989,000 450,000 539,000

22,,554400,,000000 22,,882200,,000000 △△  228800,,000000

２０２５年度新潟教区出版特別会計歳入歳出予算

合合　　計計

合合　　計計
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自2025年7月1日 至2026年6月30日

歳歳入入総総額額 4422,,779900,,000000 円円也也

歳歳出出総総額額 4422,,779900,,000000 円円也也

　歳入の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 役役宅宅冥冥加加金金 1122,,000000 1122,,000000 00

1 役宅冥加金 12,000 12,000 0
教区役宅本人負担分
＠1,000*1ヵ月*1名

22 回回付付受受金金 1100,,000000 1100,,000000 00

1 回付受金 10,000 10,000 0 教区事業費会計より

33 融融通通返返済済受受金金 33,,000000,,000000 33,,000000,,000000 00

1 融通返済受金 3,000,000 3,000,000 0
三条大谷学園松葉幼稚園からの新園舎建設
に伴う融通金の返済
10ヵ年度計画の8ヵ年度目

44 雑雑収収入入 5533,,110088 44,,330011 4488,,880077

1 雑収入 53,108 4,301 48,807 預金利息　他

55 繰繰越越金金 3399,,771144,,889922 3399,,551133,,669999 220011,,119933

1 繰越金 39,714,892 39,513,699 201,193 前年度繰越金

4422,,779900,,000000 4422,,554400,,000000 225500,,000000

　歳出の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 役役宅宅管管理理費費 11,,330000,,000000 11,,440000,,000000 △△  110000,,000000

1 教区役宅管理費 150,000 150,000 0
教区役宅共用部分光熱水費
火災保険料　等

2 借上役宅負担費 1,150,000 1,250,000 △ 100,000 宗派借上役宅教区負担分

22 営営繕繕備備品品費費 550000,,000000 550000,,000000 00

1 営繕備品費 500,000 500,000 0 教区役宅修繕費

33 教教務務所所整整備備費費 110000,,000000 110000,,000000 00

1 教務所整備費 100,000 100,000 0 事務所整備費

44 予予備備費費 4400,,889900,,000000 4400,,554400,,000000 335500,,000000

1 予備費 40,890,000 40,540,000 350,000

4422,,779900,,000000 4422,,554400,,000000 225500,,000000

総総額額 3300,,000000,,000000

返返済済額額 2211,,000000,,000000 2024年度末状況

残残額額 99,,000000,,000000

２０２５年度新潟教区教務所員役宅運営特別会計歳入歳出予算

合合計計

合合　　計計

三三条条大大谷谷学学園園のの松松葉葉幼幼稚稚園園新新園園舎舎建建
設設にによよるる融融通通金金返返済済状状況況
（（22001188年年度度かからら22002277年年度度））
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自2025年7月1日 至2026年6月30日

歳歳入入総総額額 77,,666600,,000000 円円也也

歳歳出出総総額額 77,,666600,,000000 円円也也

　歳入の部

款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 三三条条学学舎舎学学費費 22,,116600,,000000 33,,009900,,000000 △△  993300,,000000

11 三三条条学学舎舎学学費費 22,,116600,,000000 33,,009900,,000000 △△  993300,,000000

1 三条授業料 1,950,000 2,250,000 △ 300,000 15万×13名

2 三条施設使用料 130,000 150,000 △ 20,000 1万×13名

3 三条聴講費 80,000 90,000 △ 10,000 1科目1万

三条入学金 0 450,000 △ 450,000 【休止】

三条入学試験料 0 150,000 △ 150,000 【休止】

22 高高田田学学舎舎学学費費 11,,661100,,000000 22,,005500,,000000 △△  444400,,000000

11 高高田田学学舎舎学学費費 11,,661100,,000000 22,,005500,,000000 △△  444400,,000000

1 高田授業料 1,500,000 1,500,000 0 15万×10名

2 高田施設使用料 100,000 100,000 0 1万×10名

3 高田聴講費 10,000 50,000 △ 40,000 1科目1万

高田入学金 0 300,000 △ 300,000 【休止】

高田入学試験料 0 100,000 △ 100,000 【休止】

33 助助成成金金 11,,880000,,000000 11,,880000,,000000 00

11 助助成成金金 11,,880000,,000000 11,,880000,,000000 00

1 教区助成金 900,000 900,000 0 教区事業費会計より　45万×2学舎

2 宗派助成金 900,000 900,000 0 宗派より　45万×2学舎

44 回回付付受受金金 22,,000000 22,,000000 00

11 回回付付受受金金 22,,000000 22,,000000 00

1 三条学舎回付受金 1,000 1,000 0 三条学舎運営積立金会計より

2 高田学舎回付受金 1,000 1,000 0 高田学舎運営積立金会計より

55 雑雑収収入入 1177,,110066 1111,,774455 55,,336611

11 雑雑収収入入 1177,,110066 1111,,774455 55,,336611

1 雑収入 17,106 11,745 5,361 預金利息　等

66 繰繰越越金金 22,,007700,,889944 227766,,225555 11,,779944,,663399

11 繰繰越越金金 22,,007700,,889944 227766,,225555 11,,779944,,663399

1 繰越金 2,070,894 276,255 1,794,639 前年度繰越金

77,,666600,,000000 77,,223300,,000000 443300,,000000

２０２５年度新潟真宗学院特別会計歳入歳出予算

合合　　計計

75



　歳出の部

款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 三三条条学学舎舎費費 33,,443300,,000000 33,,448800,,000000 △△  5500,,000000

11 三三条条学学舎舎教教務務費費 33,,118800,,000000 33,,008800,,000000 110000,,000000

1 三条講師費 2,300,000 2,300,000 0 御礼1コマ1万5千円+旅費　補講手当

2 三条講師研究費 280,000 280,000 0 2万×14名

3 三条特別講義費 300,000 150,000 150,000 2回分　講師礼　旅費　等

4 三条教務諸費 300,000 350,000 △ 50,000 試験手当、教職員弁当代

22 三三条条学学舎舎事事務務費費 225500,,000000 440000,,000000 △△  115500,,000000

1 三条指導会議費 200,000 350,000 △ 150,000 三条学舎指導者会議

2 三条事務諸費 50,000 50,000 0 三条学舎郵便費　等

22 高高田田学学舎舎費費 22,,775500,,000000 33,,228800,,000000 △△  553300,,000000

11 高高田田学学舎舎教教務務費費 22,,551100,,000000 22,,994400,,000000 △△  443300,,000000

1 高田講師費 1,700,000 2,100,000 △ 400,000 御礼1コマ1万5千円+旅費　補講手当

2 高田講師研究費 360,000 360,000 0 2万×18名

3 高田特別講義費 300,000 150,000 150,000 2回分　講師礼　旅費　等

4 高田教務諸費 150,000 330,000 △ 180,000 試験手当、講師用水 等

22 高高田田学学舎舎事事務務費費 224400,,000000 334400,,000000 △△  110000,,000000

1 高田指導会議費 200,000 300,000 △ 100,000 高田学舎指導者会議

2 高田事務諸費 40,000 40,000 0 高田学舎郵便費　等

33 運運営営費費 225500,,000000 228800,,000000 △△  3300,,000000

11 運運営営費費 225500,,000000 228800,,000000 △△  3300,,000000

1 運営委員会費 50,000 80,000 △ 30,000 運営委員会

2 学院指導会議費 150,000 150,000 0 指導者会議（全体）

3 学院事務諸費 50,000 50,000 0 郵便費　等

44 予予備備費費 11,,223300,,000000 119900,,000000 11,,004400,,000000

11 予予備備費費 11,,223300,,000000 119900,,000000 11,,004400,,000000

1 予備費 1,230,000 190,000 1,040,000

77,,666600,,000000 77,,223300,,000000 443300,,000000合合　　計計
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自2025年7月1日 至2026年6月30日

歳歳入入総総額額 1100,,006600,,000000 円円也也

歳歳出出総総額額 1100,,006600,,000000 円円也也

　歳入の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 冥冥加加金金 110000,,000000 110000,,000000 00

1 冥加金 100,000 100,000 0 聴講費

22 助助成成金金 1100,,000000 1100,,000000 00

1 宗派助成金 10,000 10,000 0 未定

33 回回付付受受金金 33,,777766,,330000 22,,884411,,330000 993355,,000000

1 回付受金 3,776,300 2,841,300 935,000 教区事業費会計より

44 雑雑収収入入 1155,,770033 1100,,558877 55,,111166

1 雑収入 15,703 10,587 5,116 預金利息　他

55 繰繰越越金金 66,,115577,,999977 66,,008888,,111133 6699,,888844

1 繰越金 6,157,997 6,088,113 69,884 前年度繰越金

1100,,006600,,000000 99,,005500,,000000 11,,001100,,000000

　歳出の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 教教化化セセンンタターー費費 22,,227766,,330000 11,,773366,,330000 554400,,000000

1 講師費 524,300 401,300 123,000
定例学習会　講師謝礼・研究費・旅
費

2 研究員費 200,000 170,000 30,000 研究員助成・旅費

3 センター諸研修費 752,000 365,000 387,000
佐渡フィールドワーク、木村主幹最
終講義

4 センター紀要費 800,000 800,000 0 紀要発行費

22 聞聞思思学学場場費費 11,,226600,,000000 776600,,000000 550000,,000000

1 聞思諸研修費 710,000 210,000 500,000 公開講演会、上山研修

2 教導費 550,000 550,000 0
定例研鑽会　教導御礼・旅費　研鑽
補助

33 図図書書整整備備費費 111100,,000000 111100,,000000 00

1 図書整備費 10,000 10,000 0

2 図書購入費 100,000 100,000 0

44 事事務務運運営営費費 113300,,000000 223355,,000000 △△  110055,,000000

1 会議運営費 100,000 150,000 △ 50,000 運営委員会　スタッフ会議

2 事務諸費 30,000 85,000 △ 55,000 郵送費　等

55 予予備備費費 66,,228833,,770000 66,,220088,,770000 7755,,000000

1 予備費 6,283,700 6,208,700 75,000 改編特別給付金　200万

1100,,006600,,000000 99,,005500,,000000 11,,001100,,000000

２０２５年度新潟教区教学研鑽室特別会計歳入歳出予算

合合　　計計

合合　　計計
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自2025年7月1日 至2026年6月30日

歳歳入入総総額額 1144,,993300,,000000 円円也也

歳歳出出総総額額 1144,,993300,,000000 円円也也

　歳入の部

款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 冥冥加加金金 44,,990000,,000000 44,,770000,,000000 220000,,000000

11 冥冥加加金金 44,,990000,,000000 44,,770000,,000000 220000,,000000

1 冥加金 4,900,000 4,700,000 200,000 施設利用に伴う冥加金

22 回回付付受受金金 77,,331100,,000000 88,,110000,,000000 △△  779900,,000000

11 回回付付受受金金 77,,331100,,000000 88,,110000,,000000 △△  779900,,000000

1 宗派回付受金 7,110,000 7,500,000 △ 390,000

宗派より　施設管理助成＝250万円
教区雇員給与＝339万円
子ども使用者割引 50万 施設周知 22万
子どものつどい 50万

2 教区回付受金 200,000 600,000 △ 400,000 教区事業費会計より20万

33 諸諸懇懇志志 3300,,000000 3300,,000000 00

11 諸諸懇懇志志 3300,,000000 3300,,000000 00

1 諸懇志 30,000 30,000 0 施設利用に伴う諸懇志

44 雑雑収収入入 55,,554444 33,,668800 11,,886644

11 雑雑収収入入 55,,554444 33,,668800 11,,886644

1 雑収入 5,544 3,680 1,864 預金利息他

55 繰繰越越金金 22,,668844,,445566 33,,449966,,332200 △△  881111,,886644

11 繰繰越越金金 22,,668844,,445566 33,,449966,,332200 △△  881111,,886644

1 繰越金 2,684,456 3,496,320 △ 811,864 前年度繰越金

1144,,993300,,000000 1166,,333300,,000000 △△  11,,440000,,000000

２０２５年度新潟教区「池の平青少幼年センター」特別会計歳入歳出予算

合合　　計計
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　歳出の部

款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 事事業業費費 88,,770000,,000000 1100,,114400,,000000 △△  11,,444400,,000000

11 研研修修費費 22,,228800,,000000 33,,009900,,000000 △△  881100,,000000

1 給食費 1,300,000 1,500,000 △ 200,000 施設利用に伴う、食材費・飲料代

2 教材費 30,000 100,000 △ 70,000 教化教材等の購入費

3 振興費 950,000 600,000 350,000 センター主催行事の開催経費

記念誌発行費 0 890,000 △ 890,000 【廃目】

22 管管理理費費 66,,442200,,000000 77,,005500,,000000 △△  663300,,000000

1 荘厳費 70,000 100,000 △ 30,000 仏華、蝋燭等、荘厳にかかる経費

2 営繕整備費 800,000 800,000 0
施設設備点検・清掃作業経費、その他諸営
繕対応費

3 備品費 500,000 400,000 100,000 備品購入費、修理費

4 除雪費 1,000,000 850,000 150,000 除雪業務委託経費

5 光熱水費 1,900,000 1,900,000 0 電気・ガス・上下水道・灯油代

6 温泉関係費 450,000 450,000 0 温泉料負担金

7 諸費 1,200,000 1,500,000 △ 300,000
日用品・事務用品購入代、業務用冷凍冷蔵
庫・複合機・AEDリース代、新聞購読料
パンフレットリニューアル　他

8 負担金費 200,000 250,000 △ 50,000
温泉区協議会費、食品衛生協会会費他 各
種団体負担金

9 公用車費 300,000 800,000 △ 500,000 保険料、ガソリン代他

22 庶庶務務費費 55,,555500,,000000 55,,445500,,000000 110000,,000000

11 事事務務費費 335500,,000000 445500,,000000 △△  110000,,000000

1 会議費 100,000 250,000 △ 150,000 運営委員会（2回）、スタッフ会議他 関係会議経費

2 通信費 200,000 150,000 50,000 郵便・電話(固定・FAX)代

3 渉外費 50,000 50,000 0 各種渉外費

22 人人件件費費 55,,220000,,000000 55,,000000,,000000 220000,,000000

1 職員費 4,500,000 4,300,000 200,000
教区雇員給与他人件費、主任時間外・休日
勤務手当
センター雇員退職積立金  18万

2 補助員費 500,000 500,000 0 アルバイト人件費、傷害保険料

3 交通費 200,000 200,000 0 主任ガソリン代

33 予予備備費費 668800,,000000 774400,,000000 △△  6600,,000000

11 予予備備費費 668800,,000000 774400,,000000 △△  6600,,000000

1 予備費 680,000 740,000 △ 60,000

1144,,993300,,000000 1166,,333300,,000000 △△  11,,440000,,000000合合　　計計
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自2025年7月1日 至2026年6月30日

歳歳入入総総額額 999900,,000000 円円也也

歳歳出出総総額額 999900,,000000 円円也也

　歳入の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 回回付付受受金金 440000,,000000 440000,,000000 00

1 回付受金 400,000 400,000 0 教区事業費会計より

22 雑雑収収入入 99,,222233 55,,885544 33,,336699

1 雑収入 9,223 5,854 3,369 預金利息他

33 繰繰越越金金 558800,,777777 664444,,114466 △△  6633,,336699

1 繰越金 580,777 644,146 △ 63,369 前年度繰越金

999900,,000000 11,,005500,,000000 △△  6600,,000000

　歳出の部

項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

11 荘荘厳厳費費 222200,,000000 222200,,000000 00

1 荘厳費 220,000 220,000 0
竹之内草庵供華料 10万円
報尽為期碑荘厳費 2万円
木揚場教会供華料 10万円

22 管管理理費費 113300,,000000 113300,,000000 00

1 管理費 130,000 130,000 0
報尽為期碑清掃補助 7万円
報尽為期碑冬囲い諸経費 6万円

33 会会議議費費 115500,,000000 224400,,000000 △△  9900,,000000

1 会議費 150,000 240,000 △ 90,000 運営委員会開催経費（2回）

44 諸諸費費 5500,,000000 5500,,000000 00

1 諸費 50,000 50,000 0
賠償責任保険料、傷害保険料（研修会
等）、郵便費他

55 予予備備費費 444400,,000000 441100,,000000 3300,,000000

1 予備費 440,000 410,000 30,000

999900,,000000 11,,005500,,000000 △△  6600,,000000

２０２５年度新潟教区聖跡顕彰特別会計歳入歳出予算

合合　　計計

合合　　計計
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自2025年7月1日 至2026年6月30日

歳歳入入総総額額 2244,,339900,,000000 円円也也

歳歳出出総総額額 2244,,339900,,000000 円円也也

　歳入の部

款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

（（11）） 助助成成金金 77,,330000,,000000 1100,,000000 77,,229900,,000000

11 助助成成金金 77,,330000,,000000 1100,,000000 77,,229900,,000000

1 慶讃事業助成金 7,300,000 10,000 7,290,000 宗派助成金

（（22）） 懇懇志志金金 22,,220000,,000000 1100,,000000 22,,119900,,000000

11 懇懇志志金金 22,,220000,,000000 1100,,000000 22,,119900,,000000

1 懇志金 2,200,000 10,000 2,190,000
寺院１口10,000円*200口、当日参詣
者懇志

（（33）） 冥冥加加金金 44,,660000,,000000 1100,,000000 44,,559900,,000000

11 冥冥加加金金 44,,660000,,000000 1100,,000000 44,,559900,,000000

1 法要冥加金 2,800,000 10,000 2,790,000 参加冥加金 @2,000*1,400人

2 慶事冥加金 1,800,000 0 1,800,000 祝賀会冥加金 @10,000*180人

（（44）） 回回付付受受金金 1100,,000000 1100,,000000 00

11 回回付付受受金金 1100,,000000 1100,,000000 00

1 回付受金 10,000 10,000 0 特別事業積立より

（（55）） 雑雑収収入入 1122,,779955 77,,999944 44,,880011

11 雑雑収収入入 1122,,779955 77,,999944 44,,880011

1 雑収入 12,795 7,994 4,801 預金利息　等

（（66）） 繰繰越越金金 1100,,226677,,220055 1122,,888822,,000066 △△  22,,661144,,880011

11 繰繰越越金金 1100,,226677,,220055 1122,,888822,,000066 △△  22,,661144,,880011

1 繰越金 10,267,205 12,882,006 △ 2,614,801 前年度繰越金

2244,,339900,,000000 1122,,993300,,000000 1111,,446600,,000000

　歳出の部

款 項 目 科目名称 予算額 前年度予算額 比較増・△減 備　　考

（（11）） 教教区区事事業業費費 1155,,119900,,000000 3300,,000000 1155,,116600,,000000

11 教教区区事事業業費費 1155,,119900,,000000 3300,,000000 1155,,116600,,000000

1 教区慶讃法要費 12,500,000 10,000 12,490,000 法要執行経費

2 慶讃教化事業費 2,690,000 10,000 2,680,000 慶讃関連教化事業経費

記念事業費 0 10,000 △ 10,000 【廃止】

（（22）） 組組助助成成費費 22,,665500,,000000 00 22,,665500,,000000 【新設】

11 組組助助成成費費 22,,665500,,000000 00 22,,665500,,000000

1 組教化助成費 540,000 0 540,000 テーマ特別助成 @2万*27カ組

2 組団参助成費 2,110,000 0 2,110,000 各組割当人数に基づく団体参拝助成

（（33）） 事事務務費費 11,,110000,,000000 556600,,000000 554400,,000000

11 事事務務費費 11,,110000,,000000 556600,,000000 554400,,000000

1 会議費 800,000 500,000 300,000 慶讃事業委員会、各部会 会議旅費

2 郵便費 100,000 30,000 70,000

3 事務諸費 200,000 30,000 170,000

（（44）） 予予備備費費 55,,445500,,000000 1100,,115500,,000000 △△  44,,770000,,000000

11 予予備備費費 55,,445500,,000000 1100,,115500,,000000 △△  44,,770000,,000000

1 予備費 5,450,000 10,150,000 △ 4,700,000

回回付付金金 00 22,,119900,,000000 △△  22,,119900,,000000 【廃止】

回付金 0 2,190,000 △ 2,190,000

回付金 0 2,190,000 △ 2,190,000

2244,,339900,,000000 1122,,993300,,000000 1111,,446600,,000000

２０２５年度新潟教区慶讃事業特別会計歳入歳出予算

合合　　計計

合合　　計計
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※網掛け部分は教師陞補対象研修会

【本部会】

事業名 期日 会　場 対　象 参加人数 講　師 内　容 備　考

新任教師研修会 2024/5/22 高田別院

① 大谷派教師資
格取得後5年以内
の方
② 寺院に戻って5
年以内の方
③ 兼職等で日常
的に法務につかれ
ていない方

15人
本多雅人氏

（東京教区蓮光寺）

大谷派教師として活動していく上で
の歩みの確かめや、他の教師の方々
との交流が図られることを願いとし
て実施した。

【新規】
新潟教区「是旃陀羅」
問題に関する説明会

2024/12/12
三条別院

（サテライト
高田別院）

・各組正副組長
（うち1名）
・組門徒会長
・（WEB推奨）同
朋社会協議会委員

88人
本山派遣宗務役員

（中山量純氏、杉山寧
氏）

「是旃陀羅」問題に関する取り組み
を教区・組へ展開せんとする宗派方
針を受けて、開催する説明会

本部員研修会 2024/9/18 三条別院 本部員 13人
中山善雄氏

（第22組淨敬寺）
「是旃陀羅」問題に関し、その課題
を共有する

指定同朋の会 2024年度内通年 教区指定寺院
教区指定寺院
(最大3ヵ寺)

3か寺
各回15人
程度

対象寺院との
協議により

選定

同朋の会未結成や未活動寺院を対象
に同朋の会の結成・促進をサポート
する

高田エリア事業
※指定寺院
高田11組専敬寺
高田12組福正寺
高田13組西念寺

特別事業実施助成 通年 － 教区内の方 － －

時局への柔軟な対応や新たな取り組
み等への支援
今年度は永寶晴香氏（第10組淨敬
寺）申請の「声明のための発声法講
習会」を助成対象とした。

（対象事業） 2024/9/17 三条別院
大藤美帆氏

（第10組勝願寺）
15人

藤内淳心氏
（東北教区明賢寺）

・東北や能登で災害支援に従事して
いらっしゃる講師をお招きし、「災
害支援と寺のあり方」というテーマ
で、支援活動で見た現実をお聞きし
ながら、寺には何ができるのか、何
をすべきかを考える研修会を実施し
た。

教化関係団体懇談会 2025/5/23 高田別院 各教化関係団体 12人 なし
教区教化委員会と教化関係団体の交
流、情報共有をはかるために懇談の
場を設けた。

帰敬のつどい 2024/10/10 高田別院
帰敬式受式者
後期教習修了者

45人 なし
対象者の中から感話をしてもらい、
改めて帰敬式の意義等を確認する

高田エリア事業

三条エリア女性研修会 2024/10/2 第17組妙音寺 どなたでも 33人
細川好圓氏

（第17組護念寺）

講義・座談の一日研修会、
共に教えを聞き、共に語りあえる場
を創出する

教区女性研修会 2025/4/11 三条別院 どなたでも 49人
西村昌桐氏
（山陽教区

元新潟教区駐在教導）

講義・座談の一日研修会、
共に教えを聞き、共に語りあえる場
を創出する

【未執行】高田エリア
女性研修会

- - - - -
次年度開催へ向け協議実施していた
ため、事業としては未執行であった

女性研修会定例学習会

2024
①9/19
②12/5
2025
③2/20
④3/4
⑤4/17
⑥6/17

三条別院
実行委員

将来研修会を運営
していきたい方

各回10人
前後

細川好圓氏
(第17組護念寺)

スタッフが研修会において座談等を
円滑に進めるための事前学習会。

【教学儀式部門】

事業名 期日 会　場 対　象 参加人数 講　師 内　容 備　考

声明基本講習会
(夏・春）

2024
①8/19
2025
②3/31

三条別院 どなたでも
①15人
②17人

三条声明会

得度考査に向けて講習する得度班、
日常法務に関する研鑽を資する法務
研鑽班、更なる研鑽を希望される方
への声明研鑽班に分け、班別方式で
講習を行った

三条エリア事業

声明講習会（秋・春）

2024
①10/7
2025
②4/7

三条別院 僧侶
①46人
②34人

泉康夫氏
（元本山堂衆）

多田隼氏
（本山堂衆）

教区内のニーズを事業目的に資する
ように内容を検討した

教師陞補
第１種対象

教学研究会

2024
①11/14-15
2025
②3/11-12
③5/1-2

三条別院 どなたでも
①9人
②10人
③15人

藤場俊基氏
(金沢教区常讃寺)

教行信証「化身土巻」の講義、攻
究、座談

教師陞補
第２種対象

教区秋安居
［三条エリア］

2025/2/13-14 三条別院 どなたでも 22人
山田恵文氏

(大谷大学非常勤講師)
『西方指南抄』序説

教師陞補
第２種対象
三条エリア事業

教学研修会
2024
①9/5
②12/5

高田別院 どなたでも
①39人
②41人

狐野秀存氏
（前大谷専修学院長）

正信偈をたずね、宗祖のお言葉に私
を聞く

教師陞補
第１種対象

教区秋安居
［高田エリア］

2024/10/29-30 高田別院 どなたでも 21人
草野顕之氏

（大谷大学名誉教授）
『口伝鈔』史考

教師陞補
第２種対象
高田エリア事業

２０２４年度　新潟教区教化事業報告
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声明作法講習 2025/4/18 高田別院 有僧籍者 34人
松村大榮氏
（本山堂衆）

午前：法要の成り立ちと次第の組み
立て
午後：葬儀・中陰勤行・三匝鈴

教師陞補
第１種対象

得度受式者の集い 2024/10/12 高田別院 得度受式者 2人 なし
得度式受式者に高田別院報恩講への
出仕いただき、併せて得度式受式の
お祝い、お披露目を行った。

得度研修会・声明講習
会【初歩】

2025
①1/11
②1/12
③1/18
④1/19
⑤1/25
⑥1/26
⑦2/9

高田別院
得度式受式予定者

有僧籍者
8人

高田准堂衆会会員
講話講師

得度の意義と声明の基本について学
ぶ。
1月、2月の土日に計7回開催。得度
についての講話。

同(一日研修会) 2025/4/29 高田別院
得度式受式予定
者・有僧籍者

8人 高田准堂衆会会員
装束作法・声明作法についての学び
を深めた。

【新規】教学儀式部門
実行委員交流会

2025/2/17 三条別院
教学儀式部門実行

委員
22人 なし

教学・儀式の分科会形式にて、実行
委員の交流の機会を設けた。

【同朋社会部門】

事業名 期日 会　場 対　象 参加人数 講　師 内　容 備　考

社会問題研修会 2024/11/18
三条別院
高田別院
自宅

どなたでも 18人
加藤直樹氏
（作家）

講題『朝鮮人虐殺の史実が現代に問
うもの』

【未来構想部門】

事業名 期日 会　場 対　象 参加人数 講　師 内　容 備　考

こども報恩講
2024
①10/13
②11/3

①高田別院
②新井別院

園児、小・中学生
①25人
②38人

なし

高田・新井両別院の報恩講をご縁と
して、別院に足を運んでくれた子ど
もたちを対象に、別院を会場に行事
を行った

べついん寺子屋
2024
①8/8
②12/25

①新井別院
②高田別院

小・中学生
①23人
②46人

冬のみ書道講師
3名

「宿題と遊びを寺でやろう」をコン
セプトに、お寺を「学びの場」「遊
びの場」として開放した。

【中止】
高田地区青少年キャン
プ

- - - - -
スタッフに感染症が発症したため、
やむを得ず中止とした。

青少幼年教化関係団体
連絡協議会

2025/4/24
第21組木揚場教

会

教区の青少幼年教
化にかかわる団体

の代表者
17人

発表者
松村弘氏
藤田恵日氏
岩崎歩氏

教区の若手教化団体（仏教青年会・
児童連絡協議会・若坊守会など）と
学習会・意見交換会・交流会を行っ
た。

【中止】
未来構想に関する検討
会

- - - - -

本年は教勢調査の結果が本山からし
めされず、その情報をもとに新潟教
区の教化を模索していく予定であっ
たため実施することができなかっ
た。

【新規】
新潟教区若手大交流会

2024/10/19 長岡会堂
教区内の若手寺族
（20代～40代）

48人 なし
若手寺族が抱える様々な問題を共有
する場を作った。

【共同教化部門】

事業名 期日 会　場 対　象 参加人数 講　師 内　容 備　考

教区-組教化連絡会総会 2025/3/10 三条別院 組教化担当者 24人 なし

①新しい組教化助成金について
②共同教化の願いについて
③組教化助成計画報告シートについ
ての確認・説明を行った後、各組教
化担当者との意見交換を行った

【新規・中止】
共同教化部門研修会

- - - - -

組教化助成計画報告シート（仮）を
作成・活用する案があがり、それを
進めることを優先としたため部門員
研修会は実施しなかった。
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【伝道広報室】

事業名 期日 会　場 対　象 参加人数 講　師 内　容 備　考

機関誌『聲』発行
2025
①1月
②7月

－ － － －
門徒を対象とした紙媒体広報物を年２回
発行した

教区ホームページの作成・管理 － － － － －
教区ホームページの
維持管理・運営

法語ポスター作成 － － － － － 2種類の法語ポスター作成

【新規・未執行】
広報サポ—ト

－ － － － －
サポ—トの利用申込みはなかったため、
予算執行なし。

【同朋社会協議会】

事業名 期日 会　場 対　象 参加人数 講　師 内　容 備　考

差別問題専門講座

2024
①11/12
2025
②4/25

三条別院
高田別院

（WEB参加有）

同朋社会協議会委員
及び希望者

①12人
②15人

①長谷川あり氏
（小千谷市会議員）

②高橋典男氏
（人権ｾﾝﾀｰながの事務

局長）

①部落差別問題に関する小千谷市の現状
と課題についての講義
②墓石の差別戒名を通して、部落差別と
宗教との関わりについて

靖国問題専門講座 2024/12/13 高田別院
同朋社会協議会委員

及び希望者
18人

新野和暢氏
(同朋大学非常勤講師)

「ヤスクニ問題の現在地」

男女平等参画専門講座 2024/9/12

三条別院
高田別院（web
サテライト）
web

同朋社会協議会委員
及び希望者

34人
伊藤公雄氏

(大阪大学名誉教授・
京都大学名誉教授)

講義と質疑応答
講題「男性学ってなんですか？」

差別問題基礎講座 2024/9/10 中越13組西方寺 どなたでも 14人 なし
映画『破戒』の鑑賞をとおして、差別問
題について触れる機会とした。

靖国問題基礎講座
2025
5/17-19

上越市
市民プラザ

協議会委員
教区内僧侶・門徒
一般

215人
平田真義氏

(本願寺派浄光寺前住
職)

「戦争といのちを考える」をテーマとし
て開催した

男女平等参画基礎講座 2025/5/14
新発田市

生涯学習セン
ター

下越エリアの寺族・
門徒・一般

36人
古川潤哉氏

(日本思春期学会理
事・本願寺派僧侶)

講義と班別座談
テーマ「こどもたちのジェンダー問題
生と性と死から考える」

【教区-組教化連絡会】

２０２４年度　新潟教区教化関係諸機関事業報告

　　共同教化部門参照
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【教学研鑽室】

◆教化センター

事業名 期日 会　場 対　象 参加人数 講　師 内　容 備　考

定例学習会① 年3回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

－
富樫大樹氏

（第17組妙音寺）
引き続き『歎異抄』の学習会を行った。

定例学習会② 年2回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

－
木村邦和氏

（中越13組専行寺）
前年度に続き、往還二回向と浄土論、浄
土論註について学んだ。

定例学習会③ 年3回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

－
齊藤研氏

（第15組正樂寺）
前年度に引き続き、消息類を読み解い
た。

定例学習会④ 年2回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

－
田澤一明氏

（第19組明誓寺）
前年度に引き続き、『無量寿経』に関す
る学習会を行った。

【新規】定例学習会⑤ 年2回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

－

三明智彰氏
（九州大谷短期大学名
誉学長、量深学場主

宰）

『教行信証』「化身土巻」の「我が元仁
元年」から、まさしく８００年のいま、
祖師親鸞聖人立教開宗の根本精神を、真
蹟の坂東本『教行信証』に直参し素読す
ることを通して学んだ。

中越御旧跡現地学習
（フィールドワーク）

2025/5/29
教区内御旧跡
（中越）

研修生
研究員

11人
永寶卓氏

（第10組浄敬寺）

「良寛と真宗」というテーマのもと、弥
彦方面（国上寺五合庵・良寛関係）や長
岡方面（隆泉寺）、出雲崎の良寛記念館
を巡り、良寛を軸に新潟の仏教や真宗を
学んだ。

【未執行】
『センター研究報告　第
2集』発行

- - - － －
原稿の校正等が遅れてしまったため未執
行となった。2025年度発行予定。

◆聞思学場

事業名 期日 会　場 対　象 参加人数 講　師 内　容 備　考

定例研鑽会 年度6回 高田別院
研修生
聴講生

毎回
10人程度

専任講師
指導

「教行信証」
３ヵ年度連続講座
(２年度目)

公開講演会 2025/6/20 高田別院
研修生
聴講生
一般

30人
黑萩昌氏

（北海道教区法誓寺）
テーマ「現代に応える伝道の在り方」

一泊研修会 2025/4/4-5
池の平青少幼
年センター

研修生
聴講生

8人
専任講師
指導

宿泊しての研鑽と相互交流。
教行信証の総序について学びを深めた。
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【坊守会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2024/7/11 高田別院 坊守 ―

機関誌発行 2024年12月発行 ― 全カ寺発送 ―

坊守研修会 2025/5/12
三条別院
高田別院

坊守・准坊守
酒井浩美氏

（東京教区存明寺）

坊守会役員研修会 2024/12/16 アルフォーレ（柏崎） 坊守・准坊守
多田誓氏

（第10組専徳寺）

声明講習会 2024/12/2 高田別院 坊守・准坊守
永寶晴香氏

(第10組浄敬寺)

坊守会報恩講 2024/12/2 高田別院 坊守・准坊守
永寶晴香氏

(第10組浄敬寺)

若坊守研修会 2025/4/21 高田別院

寺で生活する全
ての若手女性、
男性坊守、どな

たでも

上寺恵美氏
（京都教区　真宗大谷

派僧侶）

若坊守学習会
①2024/12/3
②2025/3/14
③2025/5/13

三条別院
准坊守・坊守・

どなたでも

①倉井光弥氏
(中越11組養泉寺)

②塚本智秀氏
(第18組等運寺)
③小栁円晃氏

(第19組明願寺)

若坊守会支援活動
①2024/12/2
②2025/6/21-

22

①高田別院
②三条別院

どなたでも ―

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2024/8/8 三条別院 推進員 ―

法灯の集い
2024/12/17-

18
ゆもとや 推進員

今泉温資氏
（往生人舎主宰）

機関誌「すいしん」発行 年1回 ― 推進員 ―

【児童教化連盟】三条地区

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

児童「夏の集い」 2024/8/22-23
池の平青少幼年

センター
教区内児童 ―

児童指導者研修会 2025/3/6 三条別院 どなたでも
松扉覚氏

（金沢教区本泉寺）

子ども会サポート
プロジェクト

2024
①8/30
②10/19

①中越11組養泉寺
②第18組西入寺

― ―

【児童教化連盟】高田地区

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

児童研修会「冬の集い」 2025/2/1-2
池の平青少幼年

センター
児連委員
子ども

桃井肖章氏、他

子ども会スタッフ派遣 2025/4/23 新井別院 保育園児 ―

連区指導者研修会 2025/6/4-5 教区内寺院他 連区内児連関係者 ―

【児童教化連盟】合同事業

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

お寺の子どもたちのつど
い

2025/5/10-11

三条別院
新潟市文化財セン
ター
サントピアワール
ド

どなたでも ― 三条担当

備考

一泊二日

テーマ
「お寺の意義とはなんだろう？～児童教化にたずねる～」

備考

備考

スキーを通じ参加者間の交流

子ども会開催サポート

高田エリア当番

講題
①「親鸞聖人について」～わたしにとって親鸞とは～
②「お寺ってなに？」～どうして大事にされてきたのだろ
う？儀式の場だけじゃないの？
③「供養ってなに？」～供養ってなんのためにするの？～

講題
①坊守会声明講習会(12/2)において、大人の男性用衣類や
毛布等を収集し、社会福祉法人「みんなでいきるに寄付」
②御坊市において、フリーマーケットを実施。募金も募
り、新潟県フードバンク連絡協議会へ寄付

備考

予決算

テーマ「再度仏法相続を願って」

2025/3に第2号を発刊した

２０２４年度　新潟教区関係団体事業報告

【推進員連絡協議会】

備考

・2023年度事業報告、決算
（坊守会及び若坊守会）
・2024年度事業計画、予算
（坊守会及び若坊守会）
・規約改正について

第2号

テーマ
「わたしってなに？」～お寺のわたし、家族のわたし～
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【高田仏教青年会同盟】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

機関紙「ともがき」発行 2024年10月 旧高田教区寺院 ―

レクリエーション 2024/8/24 食道園 どなたでも ―

話会

2024
①7/21
②10/6
2025
③4/26-27

①専徳寺
②福楽寺
③池の平青少幼年
センター

どなたでも ―

仏青報恩講 2025/6/22 新井別院 どなたでも ―

公開講演会 2025/6/22 新井別院 どなたでも
海法龍氏

（東京教区長願寺）

総会 2025/6/22 新井別院 会員 ―

交流会 2024/9/11 中越13組淨福寺 会員 ―

【若者仏教会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

若者教化プロジェクト 2025/4/26 餞心亭おゝ乃
仏事に関わる

関係者
―

御坊市
2025/6/21

-22
三条別院 誰でも参加可 ―

仏教通信
『極楽マガジン』刊行

― ― ― ―

若者教化学習会

2024
①9/29
②4/8
③5/30

①護念寺
②教区同朋会館
③教区同朋会館

誰でも参加可
①大谷徹奘氏
②麻田弘潤氏
③教区内若手僧侶

【スカウト連合会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

東西スカウト合同研修会 2024年9月
池の平青少幼年

センター
スカウト・指導者 ―

ベンチャースカウト
研修会

2025年2月 ― スカウト ―

ボーイスカウト研修会 2025/3　春休み ― スカウト ―

カブスカウト研修会 2025年5-6月 ― スカウト ―

【大谷保育協会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会／研修会 2024/9/24
ホテル

ニューオオタニ
長岡

新潟支部加盟園 田村晃徳氏

高田エリア研修会 2024/12/21 高田別院 新潟支部加盟園
真城義麿氏

（真宗大谷学園専務理
事）

保育大会 2025/2/25 三条別院 新潟支部加盟園
石牧良浩氏

（同朋大学教授）

新任保育者研修会 2025/5/20 ―
新潟支部加盟園

新任保育士

五島満氏
（東京教区浄行寺／銀の鈴

幼稚園長）

テーマ「真宗保育とは何か」

①法相宗の法話
②本願寺派僧侶の講義
③若手僧侶による法話

③大話会

備考

備考

備考

理事会・総会・研修会

講題「ふかきみ法にあいまつる」

セラピー各論Ⅰ・Ⅱ
保育心理士資格及びフォローアップのための研修会

機関誌発行

親睦会

本年度ロゴについてのやり取りが進まず、発行はできな
かった。

新潟若仏・三条児連・高田児連との合同

東西スカウトの合同研修会

ベンチャースカウト（高校生年代）対象の事業。大谷派の
歴史や作法を学び、仏教章獲得を目指す。

ボーイスカウト（中学生年代）対象の事業。
技能向上と交流をはかる。

カブスカウト（小学生年代）対象の事業。
がスカウト活動を体験し、仲間づくりを目指す。

備考
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【響流29（合唱団）】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2024/7/18 高田別院 合唱団員
指揮 高橋良弘氏
伴奏 上野一栄氏

合唱練習例会
毎月1回
第3木曜日

高田別院 合唱団員
指揮 高橋良弘氏
伴奏 上野一栄氏

高田別院春の音楽法要 2025/4/12 高田別院
合唱団員
他有志

指揮 鎮西広円氏
伴奏 上野一栄氏

【教導補導会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

研修会 2024/12/6 三条別院

同朋会館教導
補導

真宗本廟教化
教導

河野恵嗣氏
（研修部　補導主任）

【保護司会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2024/9/13 高田別院 教区保護司会員 ―

研修会 2024/9/13 高田別院 教区保護司会員 植木信宏氏

【教誨師会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2025/6/5 ホテルニューオオタニ長岡 会員 ―

定例総会

合唱練習

音楽法要

テーマ「同朋会館で今大切にしていること、これからも大
切にし続けること」

事業報告・予算

備考

備考

備考

備考

91



92



93



94



95



96



97



※網掛け部分は教師陞補対象研修会

【本部会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

【新規】
新潟教区「是旃陀羅」
問題に関する学習会

2025/12/19
高田別院

（サテライト
三条別院）

寺族（住職、衆
徒、坊守など）※
広く関心のある方

本山派遣宗務役員

今年度、新潟教区として「是
旃陀羅」問題の学習会を企
画、実施する。学習テキスト
を用いて、『観経』序分を正
確に読み直すことを目的とす
る。

指定同朋の会 2025年度内 教区指定寺院
教区指定寺院
(最大3ヵ寺)

対象寺院との協議によ
り選定

同朋の会未結成や未活動寺院
を対象に同朋の会の結成・促
進をサポートする

高田エリア事業

特別事業実施助成 通年 － 教区内の方 －

時局への柔軟な対応や新たな
取り組み等への支援
今年度は尾﨑彰秀氏申請の
「新井別院伝統立花研修会」
を助成対象とする。

（対象事業） 2026年6月予定 新井別院 すべての方
古川雅文氏

（第7組道因寺）

新井別院の立花手法（独自の
カイの活用等）を学び、様々
な方に立花に親しんでいただ
く場を作りつつ、別院立花の
伝統を広く残すための研修
会。講師をお迎えしつつ2日間
のワークショップを実施す
る。

教化関係団体懇談会 未定 未定 各教化関係団体 －
教化委員会と教化関係団体の
交流、情報交流

帰敬のつどい 2025/10/9 高田別院
帰敬式受式者

後期教習修了者
―

対象者の中から感話をしても
らい、改めて帰敬式の意義等
を確認する

高田エリア事業

【新規】
教区指定帰敬式法座

通年 ― ― ―

「礼拝・聞法・正信・帰依三
宝」等をテーマに、仏弟子と
して、学び・歩み出す機縁と
なることを願って開催する法
座。本年は中越11組が対象。

三条エリア女性研修会 未定
三条エリア内

の寺院
どなたでも

豊島信氏
（第6組西光寺）

講義・昼食・座談を日程に入
れ、リモート聴講可、必要に
応じて託児所を設ける。

教区女性研修会 未定 三条別院 どなたでも 未定

別院を会場に県外の講師をお
招きし、講義・昼食・座談を
日程に入れ、リモート聴講
可、必要に応じて託児所を設
ける。

【中止】
新任教師研修会

次年度以降の開催手
法を検討するため中
止

【中止】
本部員研修会

今年度は特に課題と
思われることがない
ために中止

【中止】
高田エリア女性研修会

三条エリア女性研修
会に高田エリアから
講師をお招きし、事
前学習会の1回を高
田別院を会場に開催
するところから始め
るため中止

【統合】
女性研修会定例学習会

三条エリア女性研修会に統合

２０２５年度　新潟教区教化事業計画
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※網掛け部分は教師陞補対象研修会

【本部会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

【新規】
新潟教区「是旃陀羅」
問題に関する学習会

2025/12/19
高田別院

（サテライト
三条別院）

寺族（住職、衆
徒、坊守など）※
広く関心のある方

本山派遣宗務役員

今年度、新潟教区として「是
旃陀羅」問題の学習会を企
画、実施する。学習テキスト
を用いて、『観経』序分を正
確に読み直すことを目的とす
る。

指定同朋の会 2025年度内 教区指定寺院
教区指定寺院
(最大3ヵ寺)

対象寺院との協議によ
り選定

同朋の会未結成や未活動寺院
を対象に同朋の会の結成・促
進をサポートする

高田エリア事業

特別事業実施助成 通年 － 教区内の方 －

時局への柔軟な対応や新たな
取り組み等への支援
今年度は尾﨑彰秀氏申請の
「新井別院伝統立花研修会」
を助成対象とする。

（対象事業） 2026年6月予定 新井別院 すべての方
古川雅文氏

（第7組道因寺）

新井別院の立花手法（独自の
カイの活用等）を学び、様々
な方に立花に親しんでいただ
く場を作りつつ、別院立花の
伝統を広く残すための研修
会。講師をお迎えしつつ2日間
のワークショップを実施す
る。

教化関係団体懇談会 未定 未定 各教化関係団体 －
教化委員会と教化関係団体の
交流、情報交流

帰敬のつどい 2025/10/9 高田別院
帰敬式受式者

後期教習修了者
―

対象者の中から感話をしても
らい、改めて帰敬式の意義等
を確認する

高田エリア事業

【新規】
教区指定帰敬式法座

通年 ― ― ―

「礼拝・聞法・正信・帰依三
宝」等をテーマに、仏弟子と
して、学び・歩み出す機縁と
なることを願って開催する法
座。本年は中越11組が対象。

三条エリア女性研修会 未定
三条エリア内

の寺院
どなたでも

豊島信氏
（第6組西光寺）

講義・昼食・座談を日程に入
れ、リモート聴講可、必要に
応じて託児所を設ける。

教区女性研修会 未定 三条別院 どなたでも 未定

別院を会場に県外の講師をお
招きし、講義・昼食・座談を
日程に入れ、リモート聴講
可、必要に応じて託児所を設
ける。

【中止】
新任教師研修会

次年度以降の開催手
法を検討するため中
止

【中止】
本部員研修会

今年度は特に課題と
思われることがない
ために中止

【中止】
高田エリア女性研修会

三条エリア女性研修
会に高田エリアから
講師をお招きし、事
前学習会の1回を高
田別院を会場に開催
するところから始め
るため中止

【統合】
女性研修会定例学習会

三条エリア女性研修会に統合

２０２５年度　新潟教区教化事業計画 【教学儀式部門】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

声明基本講習会

①2025/8
（夏）
②2026/3
（春）

三条別院 どなたでも 三条声明会

得度考査に向けて講習する得
度班、日常法務に関する研鑽
を資する法務研鑽班、更なる
研鑽を希望される方への声明
研鑽班に分け、班別方式で講
習を行う

声明講習会

①2025/9-10
（秋）
②2026/3-4
（春）

三条別院 僧侶 未定
教区内のニーズを事業目的に
資するように内容を検討する

教師陞補第１種対象

教学研究会

2025
①12/2～3
2026
②3/16～17
③5/11～12

三条別院 どなたでも
藤場俊基氏

(金沢教区常讃寺)
教行信証「化身土巻」の講
義、攻究、座談

教師陞補第２種対象

教区秋安居
［三条エリア］

2025/11/11-
12

三条別院 僧侶ほか
尾畑文正氏

(同朋大学名誉教授)

講本　『顕浄土真実教行証文
類』　講題　『顕浄土真実教
行証文類』聞思

教師陞補第２種対象

教学研修会
2025
①9/18
②12/5

高田別院 どなたでも
狐野秀存氏

（前大谷専修学院長）
正信偈 教師陞補第１種対象

教区秋安居
［高田エリア］

2026/3/5-6 高田別院
有僧籍者

聴講希望者
鶴見晃氏

（同朋大学准教授）

講本　『観無量寿経』
講題　『観無量寿経』序文聞
記

教師陞補第２種対象

声明作法講習会 2025/10/1 高田別院 有僧籍者
松村大榮氏

（本山堂衆）

午前：寺院で行う葬儀の荘厳
について
午後：正信偈　真四句目下
五淘

教師陞補第１種対象

得度受式者の集い 2025/10/11 高田別院 得度式受式者 －
得度式受式者の高田別院報恩
講への出仕、お披露目

得度研修会
・声明講習会（初歩）

2026
①1/10
②1/11
③1/17
④1/18
⑤1/24
⑥1/25
⑦2/7

高田別院
得度式受式予定者

有僧籍者
高田准堂衆会会員

講話講師
得度の意義と声明の基本につ
いて学ぶ

年度内7回

得度研修・声明講(初
歩)
一日研修会

2026/4/29 高田別院
得度式受式予定者

有僧籍者
高田准堂衆会会員 装束作法・声明作法

教学儀式部門実行委員
交流会

2025/12月予
定

高田別院
教学儀式部門

実行委員
―

今後の展望について懇談を行
うため実行委員で交流会を行
う。
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【同朋社会部門】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

社会問題研修会
2026年春ご

ろ
未定

同朋社会協議会員
同朋社会部門員

教区内
未定

新潟水俣病の問題を中心に
フィールドワークを予定

同朋社会協議会常任委
員との懇談会

随時
三条別院
高田別院

同朋社会協議会
常任委員

同朋社会部門員
―

同朋社会協議会常任委員との
懇談会（3回予定）を開催し、
連携を密にとる

【未来構想部門】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

こども報恩講
2025
①10/12
②11/3

①高田別院
②新井別院

園児、小・中学生 なし
子どもたちとともに、参拝、
手遊び、紙芝居等を行う

べついん寺子屋
①夏休み中
②冬休み中

①新井別院
②高田別院

小・中学生
②のみ書道講師

３～４名
宿題と遊びをお寺でやろう

高田地区青少年キャンプ2025/8/19-21
池の平青少幼

年
センター他

小・中学生 なし

日頃の日常生活から離れ、自
然の中で様々なことを学び、
感じ取って帰ってもらえるよ
うに工夫する

青少幼年教化関係団体
連絡協議会

未定 未定
教区内青少幼年に
関する団体より若

干人
なし

教区内青少幼年に関する団体
の連絡協議、相互交流

未来構想に関する検討会 年度内 各別院他
未来構想部員

本部員（一部）
なし

前年より継続し、今後の取り
組みの基礎となる提案書を作
成する。

新潟教区若手大交流会 未定 未定 教区内若手寺族
黒萩昌氏

（北海道教区法誓寺）

若手寺族が抱える様々な問題
を共有する場を作る。これか
ら先の「お寺」について語り
合える仲間を見つけたり、増
やしていけることを目的とし
て開催する。

【共同教化部門】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

教区-組教化連絡会
総会

2026/5月-6月
三条別院
高田別院

組教化担当者 なし 任期3年の総括

組教化担当者協議会① 2025/9月-12月
三条別院
高田別院

各組教化担当者
各組組長または副

組長
なし

①昨年総会で出た意見や詰め
る必要のあったシートについ
て説明する。②各組ごと教化
担当者と組長でグループに分
かれて話し合う時間を設ける

組教化担当者協議会② 2026/3月-4月
三条別院
高田別院

各組教化担当者
各組組長または副
組長（希望者）

なし

①前回協議会でのシミュレー
ション・意見をもとにシート
活用と組での運用について
アップデートしたものを説明
する。②各組に分かれて協議
を行う。
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【同朋社会部門】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

社会問題研修会
2026年春ご

ろ
未定

同朋社会協議会員
同朋社会部門員

教区内
未定

新潟水俣病の問題を中心に
フィールドワークを予定

同朋社会協議会常任委
員との懇談会

随時
三条別院
高田別院

同朋社会協議会
常任委員

同朋社会部門員
―

同朋社会協議会常任委員との
懇談会（3回予定）を開催し、
連携を密にとる

【未来構想部門】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

こども報恩講
2025
①10/12
②11/3

①高田別院
②新井別院

園児、小・中学生 なし
子どもたちとともに、参拝、
手遊び、紙芝居等を行う

べついん寺子屋
①夏休み中
②冬休み中

①新井別院
②高田別院

小・中学生
②のみ書道講師

３～４名
宿題と遊びをお寺でやろう

高田地区青少年キャンプ2025/8/19-21
池の平青少幼

年
センター他

小・中学生 なし

日頃の日常生活から離れ、自
然の中で様々なことを学び、
感じ取って帰ってもらえるよ
うに工夫する

青少幼年教化関係団体
連絡協議会

未定 未定
教区内青少幼年に
関する団体より若

干人
なし

教区内青少幼年に関する団体
の連絡協議、相互交流

未来構想に関する検討会 年度内 各別院他
未来構想部員

本部員（一部）
なし

前年より継続し、今後の取り
組みの基礎となる提案書を作
成する。

新潟教区若手大交流会 未定 未定 教区内若手寺族
黒萩昌氏

（北海道教区法誓寺）

若手寺族が抱える様々な問題
を共有する場を作る。これか
ら先の「お寺」について語り
合える仲間を見つけたり、増
やしていけることを目的とし
て開催する。

【共同教化部門】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

教区-組教化連絡会
総会

2026/5月-6月
三条別院
高田別院

組教化担当者 なし 任期3年の総括

組教化担当者協議会① 2025/9月-12月
三条別院
高田別院

各組教化担当者
各組組長または副

組長
なし

①昨年総会で出た意見や詰め
る必要のあったシートについ
て説明する。②各組ごと教化
担当者と組長でグループに分
かれて話し合う時間を設ける

組教化担当者協議会② 2026/3月-4月
三条別院
高田別院

各組教化担当者
各組組長または副
組長（希望者）

なし

①前回協議会でのシミュレー
ション・意見をもとにシート
活用と組での運用について
アップデートしたものを説明
する。②各組に分かれて協議
を行う。

【伝道広報室】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

機関誌「聲」発行 － － － －
門徒を対象とした紙媒体広報物を
年2回発行する

教区ホームページの作成・管理 － － － －
教区ホームページの
維持管理・運営

広報サポート － － － －
相談窓口を設置し、広報活動につ
いてサポートする

【事業休止】
法語ポスタ—作成

― － ― －
著作権や経費等に課題があるため
休止する

【同朋社会協議会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

差別問題専門講座 2026/3/10 高田別院
同朋社会協議会委

員・教区内

谷元昭信氏
（元部落解放同盟中央執
行委員、元大阪市立大学

非常勤講師）

現代において部落差別がどうなっ
ているのか、どのようなことが問
題であるのかを、被差別当事者か
ら学ぶ。

靖国問題専門講座 2026年4-6月 三条別院
同朋社会協議会委

員及び希望者

大東仁氏
（名古屋教区光圓寺／名
古屋教区教化センター研

究員）

「戦争は罪悪である」DVD視聴後、
講師による竹中彰元氏など戦時中
反戦僧侶について学ぶ

男女平等参画専門講座 年度内２回程度
三条別院
高田別院

男女平等参画専門
部会委員

（+同朋社会協議会
委員）

未定

部会委員自身が、当部会の取り組
みの意義と目的・目標を再確認す
る。また、自ら学びつつ発信力も
付け、最終的には各組で話ができ
るくらいの力をつけることをめざ
す。

差別問題基礎講座 2025/9/19 イクネス新発田
下越エリア内寺

院・門徒
― 映画『破戒』の上映

靖国問題基礎講座 2025年11月頃 第24組正念寺

協議会委員
教区内の僧侶・門

徒
一般

柳沼宏寿氏
（新潟大学教育学部教

授）

十日町市・松之山地域の子どもた
ちが戦時中に書いた絵や書物など
の資料とともに、戦時中
の子どもたちの生活風景な「教育
と戦争」をテーマにお話いただ
く。

男女平等参画基礎講座 2026年4月予定 新井別院
どなたでも。特に
上越エリアの寺

族・門徒
未定

テーマ「同朋として歩むために」
７組との共催で、例年開催してい
る新井別院清掃奉仕研修に合わせ
ての開催

教化リーフレット作成 2026年6月末 ― 教区内僧侶・門徒 ―

差別問題について、多くに方々に
取り組んでいただきたく、理解・
興味を持っていただくた
めの教化リーフレットを作成す
る。
発行部数　2,000部

【教区-組教化連絡会】

２０２５年度　新潟教区教化関係諸機関事業計画

　　共同教化部門参照
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【教学研鑽室】

◆教化センター

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

定例学習会① 年3回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

富樫大樹氏
（第17組妙音寺）

引き続き『歎異抄』の学習会を行
う。テキストを参照しながら、資
料を用いて考究していく。

定例学習会② 年2回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

木村邦和氏
（中越13組専行寺）

これまで経論に説かれるお浄土の
すがたについて概観してきたが、
いま御門徒がえがいておられるお
浄土のすがたはどのようなものな
のかを考えながら、あらためてお
浄土のすがたについて考えてみ
る。

定例学習会③ 年3回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

齊藤研氏
（第15組正樂寺）

前年度に引き続き、消息類を読み
解いていく。

定例学習会④ 年4回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

田澤一明氏
（第19組明誓寺）

前年に引き続き、『無量寿経』に
関する学習会を行う。

定例学習会⑤ 年4回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

三明智彰氏
（九州大谷短期大学名

誉学長、
量深学場主宰）

『教行信証』「化身土巻」の「我
が元仁元年」から、まさしく８０
０年のいま、祖師親鸞聖人立教開
宗の根本精神を、真蹟の坂東本
『教行信証』に直参し素読するこ
とを通して学ぶ。

御旧跡巡り等現地学習
（フィールドワーク）

2026年春
教区内御旧跡

（佐渡）
研修生
研究員

－
佐渡の真宗寺院史ならびに法本坊
行空の足跡をたどる。

『センター研究報告
第2集』発行

未定 － － －
昨年度発行できなかった研究報告
を発行する。900部発行予定

木村主幹最終講義 2026/5/14 三条別院

研修生
研究員（11期～15

期）
一般

木村邦和氏
（中越13組専行寺）

旧三条教区時代から教化センター
11期を副主幹、12期から15期を主
幹として１０年間に渡って教区の
教学研鑽・振興に努めてこられた
木村邦和氏のご勇退を記念し、最
終講義（講演会）を行う。

◆聞思学場

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

定例研鑽会 年度6回 高田別院
研修生
聴講生

井上円氏
（高田13組淨泉寺）

「教行信証」３ヵ年度連続講座
本年度は総序の三段目から別序ま
での内容の講義。

公開講演会 2026/4/23 高田別院
研修生
聴講生
一般

井上円氏
（高田13組淨泉寺）

慶讃法要テーマと「立教開宗」を
ベースのテーマとする。その上
で、金子大栄氏の50回忌となる年
度であることから、金子大栄氏を
主題とした講演会として開催する

【教区慶
讃事業】

上山研修会 2025/12/11～13
同朋会館
その他

研修生
聴講生

井上円氏
（高田13組淨泉寺）

2泊3日の上山研修
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【教学研鑽室】

◆教化センター

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

定例学習会① 年3回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

富樫大樹氏
（第17組妙音寺）

引き続き『歎異抄』の学習会を行
う。テキストを参照しながら、資
料を用いて考究していく。

定例学習会② 年2回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

木村邦和氏
（中越13組専行寺）

これまで経論に説かれるお浄土の
すがたについて概観してきたが、
いま御門徒がえがいておられるお
浄土のすがたはどのようなものな
のかを考えながら、あらためてお
浄土のすがたについて考えてみ
る。

定例学習会③ 年3回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

齊藤研氏
（第15組正樂寺）

前年度に引き続き、消息類を読み
解いていく。

定例学習会④ 年4回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

田澤一明氏
（第19組明誓寺）

前年に引き続き、『無量寿経』に
関する学習会を行う。

定例学習会⑤ 年4回 三条別院
研修生
研究員
聴講生

三明智彰氏
（九州大谷短期大学名

誉学長、
量深学場主宰）

『教行信証』「化身土巻」の「我
が元仁元年」から、まさしく８０
０年のいま、祖師親鸞聖人立教開
宗の根本精神を、真蹟の坂東本
『教行信証』に直参し素読するこ
とを通して学ぶ。

御旧跡巡り等現地学習
（フィールドワーク）

2026年春
教区内御旧跡

（佐渡）
研修生
研究員

－
佐渡の真宗寺院史ならびに法本坊
行空の足跡をたどる。

『センター研究報告
第2集』発行

未定 － － －
昨年度発行できなかった研究報告
を発行する。900部発行予定

木村主幹最終講義 2026/5/14 三条別院

研修生
研究員（11期～15

期）
一般

木村邦和氏
（中越13組専行寺）

旧三条教区時代から教化センター
11期を副主幹、12期から15期を主
幹として１０年間に渡って教区の
教学研鑽・振興に努めてこられた
木村邦和氏のご勇退を記念し、最
終講義（講演会）を行う。

◆聞思学場

事業名 期日 会　場 対　象 講　師 内　容 備　考

定例研鑽会 年度6回 高田別院
研修生
聴講生

井上円氏
（高田13組淨泉寺）

「教行信証」３ヵ年度連続講座
本年度は総序の三段目から別序ま
での内容の講義。

公開講演会 2026/4/23 高田別院
研修生
聴講生
一般

井上円氏
（高田13組淨泉寺）

慶讃法要テーマと「立教開宗」を
ベースのテーマとする。その上
で、金子大栄氏の50回忌となる年
度であることから、金子大栄氏を
主題とした講演会として開催する

【教区慶
讃事業】

上山研修会 2025/12/11～13
同朋会館
その他

研修生
聴講生

井上円氏
（高田13組淨泉寺）

2泊3日の上山研修

【坊守会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2025/7/2 三条別院 坊守 －

機関誌発行 年1回 － 全カ寺発送 －

坊守研修会 2025/9/29
高田別院
三条別院

坊守・准坊守
池﨑方子氏

（金沢教区）

坊守会役員学習会 2025/10/15～16 佐渡組萬照寺 坊守・准坊守 ―

坊守会報恩講 2025/12/4 高田別院 坊守・准坊守
白鳥道子氏

(第15組本龍寺)

若坊守研修会 2025/11 赤倉ホテル 坊守・准坊守 －

若坊守学習会 未定
三条別院
高田別院

坊守・准坊守 未定

若坊守会支援活動 未定 未定 未定 －

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2025/8/6 三条別院 推進員 －

法灯の集い 2025/10/23～24 赤倉ホテル 推進員
古海法雲氏

(第５組林正寺)

機関誌「すいしん」発行 年1回 － 推進員 －

【児童教化連盟】三条地区

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

児童「夏の集い」 2025/8/18-20
ニューグリーン

ピア津南
教区内児童 －

児童指導者研修会 未定 三条別院 どなたでも 未定

子どもサポートプロジェ
クト

随時 教区内寺院 ― ―

【児童教化連盟】高田地区

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

子ども会スタッフ派遣 随時 教区内寺院他 － －

児童研修会「冬の集い」 2026年2月
池の平青少幼年

センター
児連委員
子ども

桃井肖章氏、他

【児童教化連盟】合同事業

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

お寺の子どもたちの
つどい

2026/5/9～10
池の平青少幼年

センター

新潟教区内の寺
院子弟
能登教区の子ど
もたち

未定

【高田仏教青年会同盟】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

機関紙「ともがき」発行 2025年7月 － － －

レクリエーション 2025年8月 － どなたでも －

学習会

2025
①11月
2026
②2月③4月

－ どなたでも －

仏青報恩講 2026年6月 高田別院 どなたでも －

総会 2026年6月 高田別院 会員 －

２０２５年度　新潟教区関係団体事業計画

【推進員連絡協議会】

備考

・2024年度事業報告、決算
（坊守会及び若坊守会）
・2025年度事業計画、予算
（坊守会及び若坊守会）
・新潟教区坊守会会長選出（案）について

第3号

高田別院をメイン会場に
三条別院はサテライト会場としてWEBで繋ぐ

テーマ「金山と浄土真宗のかかわり」

「有縁講」に参加予定

備考

備考

備考

備考

親睦会

備考

子ども会開催サポート

スキーを通じ参加者間の交流

担当）高田児連
本山青少幼年教化センター事業「子どものつどい」共催

予決算

機関誌発行

講題「流罪の親鸞聖人」

2026年2月予定

2泊3日

年度内３回実施

103



【若者仏教会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

若者交流プロジェクト 未定 未定
僧侶・仏事に関

わる関係者
未定

御坊市 2026年6月 三条別院 すべての人々 －

仏教通信
『極楽マガジン』刊行

年2回発行予定 － 不特定 －

若者教化学習会

①学習会
(2025/12)
②法話大会
(2026/4)

教区同朋会館 どなたでも
①未定
②教区内若手僧侶

【スカウト連合会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

未定 ― ― ― ―

【大谷保育協会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会／園長設置者研修会 2025/9/1
ホテルニュー大

谷長岡
－ 田村明徳氏

エリア研修会 2025/11/22 高田別院 － 乾文雄氏

保育大会 2026/2/1 三条別院 － 未定

新任保育者研修会 2026/5/1 三条別院 － －

【響流29（合唱団）】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2025/7/17 高田別院 合唱団員
指揮 鎮西広円氏
伴奏 上野一栄氏

合唱練習例会 毎月1回第3木曜日 高田別院 合唱団員
指揮 鎮西広円氏
伴奏 上野一栄氏

高田別院春の音楽法要 2026年4月 高田別院
合唱団員
他有志

指揮 鎮西広円氏
伴奏 上野一栄氏

【教導補導会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

研修会 2026年春 高田別院
同朋会館教導・
補導・真宗本廟

教化教導
未定

【保護司会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2025/7/7 新潟教務所 教区保護司会員 －

研修会 未定 未定 教区保護司会員 未定

【教誨師会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2026年6月予定 未定 教誨師会役員 －

備考

備考

備考

備考

保育心理士取得並びフォローアップ

理事会・総会・研修会

事業計画・予算の確定

講和とグループトーク

定例総会

合同練習

音楽法要

事業報告・予算等

9月開催予定

備考

備考

備考
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【若者仏教会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

若者交流プロジェクト 未定 未定
僧侶・仏事に関

わる関係者
未定

御坊市 2026年6月 三条別院 すべての人々 －

仏教通信
『極楽マガジン』刊行

年2回発行予定 － 不特定 －

若者教化学習会

①学習会
(2025/12)
②法話大会
(2026/4)

教区同朋会館 どなたでも
①未定
②教区内若手僧侶

【スカウト連合会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

未定 ― ― ― ―

【大谷保育協会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会／園長設置者研修会 2025/9/1
ホテルニュー大

谷長岡
－ 田村明徳氏

エリア研修会 2025/11/22 高田別院 － 乾文雄氏

保育大会 2026/2/1 三条別院 － 未定

新任保育者研修会 2026/5/1 三条別院 － －

【響流29（合唱団）】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2025/7/17 高田別院 合唱団員
指揮 鎮西広円氏
伴奏 上野一栄氏

合唱練習例会 毎月1回第3木曜日 高田別院 合唱団員
指揮 鎮西広円氏
伴奏 上野一栄氏

高田別院春の音楽法要 2026年4月 高田別院
合唱団員
他有志

指揮 鎮西広円氏
伴奏 上野一栄氏

【教導補導会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

研修会 2026年春 高田別院
同朋会館教導・
補導・真宗本廟

教化教導
未定

【保護司会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2025/7/7 新潟教務所 教区保護司会員 －

研修会 未定 未定 教区保護司会員 未定

【教誨師会】

事業名 期日 会　場 対　象 講　師

総会 2026年6月予定 未定 教誨師会役員 －

備考

備考

備考

備考

保育心理士取得並びフォローアップ

理事会・総会・研修会

事業計画・予算の確定

講和とグループトーク

定例総会

合同練習

音楽法要

事業報告・予算等

9月開催予定

備考

備考

備考

                      
 

 

宗祖親鸞聖人流罪以来の伝統を受け継ぎ、教学の振興、教化の推進並びに教化を担う

人の育成に資するため、新潟教区における学びの場として新潟教区教学研鑽室(以下、「教

学研鑽室」という)が設置されました。 

従来、三条教区には＜三条教区教化センター＞、高田教区には＜高田教区真宗教化研

鑽室「聞思学場」＞が設置されていました。新潟教区発足にあたり、これまでの両機関

の設立趣旨や歴史に鑑み、それぞれの主体的な活動を最大限尊重しつつ、ひとつの教学

研鑽室のもと、ふたつの学びの場を展開し、協同して上記目的を果たしてまいります。 

 

教化センターからのお知らせ 
 

 教化センターでは昨年度から下記の研修内容で第 15 期の活動が展開されていますが、

期の途中であっても、聴講生として学習会に参加することは可能です。様々な理由で実

際に会場へ身を運ぶことが難しい方でもオンラインを活用して聴講することもできます。 

詳しくは新潟教務所(0256-33-2805 担当：戸次) までお問い合わせください。 

 

《《教教化化セセンンタターー定定例例学学習習会会  ((基基本本、、第第 22、、33、、44 木木曜曜日日にに実実施施予予定定))》》  

 

学学習習会会①①  課課題題：：歎歎異異抄抄                  

担当：講 師 富樫 大樹 氏（第 17組妙音寺）   

本年度 3回予定（①2025年 9/4、②12/4、③2026年 4/2） 

学学習習会会②②  課課題題：：浄浄土土ののすすががたた    

担当：主 幹 木村 邦和 氏（第 13組専行寺） 

本年度 2回予定（①2025年 9/11、②11/20 or 2026年 3/12） 

学学習習会会③③  課課題題：：親親鸞鸞聖聖人人ののおお手手紙紙をを読読むむ  

担当：副主幹 齊藤 研 氏（第 15組正樂寺） 

本年度 3回予定（①2025年 9/18、②11/27、③2026年 3/19） 

学学習習会会④④  課課題題：：無無量量寿寿経経  

担当：講 師 田澤 一明 氏（第 19組明誓寺） 

      本年度 4回予定（①2025年 8/21、②10/9、③12/11、④2026年 4/9） 

学学習習会会⑤⑤  課課題題：：立立教教開開宗宗のの精精神神にに学学ぶぶ～～『『教教行行信信証証』』綱綱要要～～  

担当：講 師 三明 智彰 氏（九州大谷短大名誉学長、量深学場主宰） 

      本年度 4回予定（①2025年 8/28、②10/16、③12/18、④2026年 4/16） 

 

※※会会場場ははすすべべてて三三条条別別院院旧旧御御堂堂でですす。。  

 

 

 

 

 

 

 

新潟教区教学研鑽室からのお知らせ 

※研修生と聴講生の違いについて 

研修生 各組からの推薦により、すべての学習会に参加し研鑽を積んでいただきます。 

研修費等はありません（フィールドワーク参加費等を除く）。 

  →→本本年年度度募募集集ははあありりまませせんん。。  

聴講生 資料代等、聴講にかかる経費をお納めいただき、自らの意思でセンター学習会の聴講を

希望する方。科目別履修可能です。 

→新潟教務所へご相談・お申込み下さい。 
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《《22002255 年年度度聴聴講講料料ににつついいてて》》 

 学習会①（富樫先生）：1,500円 

 学習会②（木村先生）：1,000円 

 学習会③（齊藤先生）：1,500円 

 学習会④（田澤先生）：2,000円 

 学習会⑤（三明先生）：2,000円 

  ※科目ごとの聴講料を必ずお納めください。 

  

《《研研究究活活動動》》  

教化センターには「研究員」を置き、学習会の運営や、各自の研究を進めています。 

  

《《セセンンタターー公公開開講講座座》》  

本年度、実施予定はありません。 

 

《《フフィィーールルドドワワーークク》》  

様々な現場で現地学習することにより、真宗の学びをより一層深めていきます。 

本年度は、佐渡の真宗史と法本坊行空の足跡を学ぶため、佐渡市内の各ご旧跡へ足

を運び、一泊二日で学習します。 

※聴講生も自己負担にて参加可能とします。詳しくは、新潟教務所：戸次まで。 

 

《《木木村村主主幹幹最最終終講講義義》》  

教化センター11 期を副主幹、12 期から 15 期を主幹として１０年間に渡って教区の

教学研鑽・振興に努めてこられた木村邦和氏のご勇退を記念し、最終講義（講演会）

を行う。 

※懇親会（会費制）あり。詳細は、追ってご案内いたします。 
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聞思学場からのお知らせ 
 

 新潟教区教学研鑽室「聞思学場」では、第６期(３ヵ年度)の最終３年度目の学びの場

を、下記のとおり開設します。 

今期は、親鸞聖人の主著である『顕浄土真実教行証文類(教行信証)』を学んでいます。

量として一期３年で講読できる書物ではないことは周知のことで、最初から逐次的に読

み進んでいく方法はとることはできません。主に、「総序・信巻序・後序」の三序を中心

としつつ、全体的な把握に努めたいと考えていますので、『教行信証』の概要ということ

になります。 

 

 

《定例研鑽会》 

担当：専任講師 井上 円 氏（高田１３組浄泉寺） 

指導   水嶋 聡 氏（第１組光德寺） 

指導   豊島 信 氏（第６組西光寺） 

日程：2025年 9/24、10/22、11/13 

2026年 3/11、5/13、6/17（修了式）予定 

午後７時～午後９時３０分 

会場：高田別院 

 

《上山研修会》 

期日：2025年 12/11～13（2泊 3日） 

1～2日目は、定例研鑽会の流れを受けた内容で、同朋会館での 1泊 2日奉仕団研

修。3 日目は、大阪の御旧跡（平野区慧光寺、磯長山叡福寺等）への参拝研修を行

います。 

 

《公開講演会》 

期日：2026年 4/23 

新潟教区教学研鑽室規程第 3 条に定める研鑽室の業務のひとつである「公開講演

会の開催」として、教区の方々に聞思学場の活動を開いていくために通常の学習会

以外に開催する公開講座です。 

※本年度は教区慶讃法要お待ち受け事業として実施します。 

 

 

［研修員・聴講生の募集について］ 

今年度は研修員・聴講生を募集しません。来年度以降、「聞思学場」第 7期を開設す

るにあたっては募集をする予定です。詳細が決まり次第、新潟教区通信等にてご案

内いたします。 
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種　　別 補助額 申請方法 備　　　　考

組重点施策補助①
　「同朋の会推進講座」
（旧称 教区指定推進員養成講座）

400,000
「組教化助成金申請書」

(添付)計画並びに準備報告書

1カ組：40万円×実施組数（上限 二年で６カ
組）
２年度で80万円の補助
（※2026年度以降は新制度が適用されます。
実施を希望する組は12月末までに駐在教導ま
でご相談ください。）

組重点施策補助②
　組主催同朋会育成事業 100,000 「組教化助成金申請書」

各寺院の同朋の会(聞法会)活性化を願いとし
た、組の事業に対する補助(最高10万円)。
同朋の会(聞法会)設置及び活性化のための
モデル寺院を指定する場合や、推進員の誕生
を願って実施される「特伝」など。

組重点施策補助③
　組主催親鸞聖人講座 20,000

「組教化助成金申請書」
（実施後、下記を提出のこと）

「親鸞聖人講座【第 章】アンケート」

テキスト『宗祖親鸞聖人』の法語が語りかける
課題を聞きひらくことを通じて、一人ひとりが
「宗祖としての親鸞聖人」を明らかにする。
連続2回以上開催に対して補助（2万円）。
講座実施にあたっては、サブテキスト『法語か
ら読む親鸞聖人』を活用しながら、参加者によ
る「語り合い」を中心に実施。

組重点施策補助④
　帰敬式実践運動推進 30,000 「組教化助成金申請書」

年１回以上、帰敬式実践運動に係る組主催の
学習会及び受式者の集い実施に対して補助。

組重点施策補助⑤
　組同朋総会 10,000

「組教化助成金申請書」
（実施後、下記を提出のこと）

「組同朋総会実施報告書」様式28
(添付)参加者名簿、当日配布資料

住職、坊守、寺族、門徒及び組に設置された
任意の教化団体等から参画し、組の各般の課
題に関する協議及び意見集約の場として年１
回以上開催のこと(年１回分補助)。

組教化事業補助 20,000 「組教化助成金申請書」

各組年4回（合計8万円）まで補助。
但し4回のうち1回は必ず差別問題に関する研
修を行い、他3回はそれぞれ異なった事業とす
ること。

地区公開講座 120,000
「組教化助成金申請書」

(添付)予・決算書、計画書

柏崎・長岡・新潟・亀田・佐渡地区以外で新た
に複数組で実施する際は、企画委員会で審
査し、補助金交付額が定まる (単独組は不
可)。

地区育成員研修会 30,000 「組教化助成金申請書」
７地区（柏崎、長岡、三条、巻白根、新潟、新
発田、佐渡）へ、１地区年１回補助。

施設巡回 15,000 「組教化助成金申請書」
老人ホ－ム巡回、1施設につき年２回まで、複
数箇所について補助。
１回 \15,000（慰問料1万円、講師旅費5千円）

真宗本廟奉仕 （備考参照） 真宗本廟奉仕団申込書
①組奉仕団 引率補助\18,000-
②組門徒会員奉仕団本廟奉仕 １人\5,000-
  および引率者１名分往復旅費実費補助 。

中央研修会・連区研修会 （備考参照） 参加報告書（書式自由） 参加人員・参加費・旅費等により査定補助。

組会 10,000 各組年１回補助

組門徒会 10,000 各組年１回補助

組教化事業実施補助 50,000
組教化事業報告・計画（組）様式13-2

(添付)予・決算書
各組年１回補助【10/17提出期限】

組門徒会特別運営助成 20,000 組教化事業報告・計画（組）様式13-2
従来の組門徒会員定数（2012年3月選定数）
に対して3割の女性組門徒会員を選定した組
への活動助成。

女性聞法会教化助成 20,000 「女性聞法会事業計画書」様式13-3 各組年１回補助【10/17提出期限】

【提出書類について】

※

※

各組年１回補助【10/17提出期限】

必要書類が提出されていない場合、補助できないことがありますのでご注意ください。
1月19日(上半期)6月8日(下半期)までに、2025年度新潟教区「組教化助成金申請書」を別途ご提出いただきます。

２２００２２５５年年度度　　新新潟潟教教区区【【三三条条エエリリアア】】教教化化事事業業助助成成金金内内訳訳表表

教務所へ案内状及び
当日配布資料をお送りください

本
　
山

教
　
区
　
補
　
助

　10月17日までに「組教化事業計画報告」(予・決算書を添付)を、教務所まで提出してください。

　組門徒会研修会 30,000
組教化事業報告・計画（組）様式13-2に

「組門徒会研修会」について記載
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新潟教区 宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要 

実施計画書 

 
【概 要】 

１１．．主主  催催  

新潟教区宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業推進委員会 
※委員会全体・各部会名簿・組織図は巻末掲載 

 
２２．．日日  時時  

2026 年 5 月 24 日（日）13：00～ ［2025 年度末］ 
※前日５月 23 日（土）に会場事前準備、本山出向者お出迎え・記念祝賀会 

 
３３．．会会  場場  

新潟テルサ（新潟市中央区鐘木 185-18） 
※多目的ホール：1,510 席／専用駐車場：550 台・臨時駐車場 1,475 台 

 
４４．．教教区区慶慶讃讃法法要要テテーーママ  

南無阿弥陀仏  人と生まれたことの意味をたずねていこう（宗派慶讃テーマに同じ） 
 

５５．．記記念念講講演演  

講 師：中園ミホ氏（NHK 連続テレビ小説「あんぱん」脚本家） 
講 題：「生きるよろこび」「生まれた意義」「何のために生まれて何をして生きる」 

等、慶讃テーマと「あんぱん」を関連させて（仮） 
  ※司会：新海史子氏（新潟市在住フリーアナウンサー） 
 

６６．．開開催催日日程程（（案案））  

時 間 内 容 予 定 
12：00 開  場 開会 1 時間前 
13：00 開  会  式  

 内局挨拶 約 10 分 
 法  要（同朋唱和） 約 60 分 

14：30 教区内僧侶法話（本山出向教学研鑽者） 約 30 分 
 ≪休憩 20 分ほど≫  

15：20 記念講演（講師：中園ミホ氏） 約 60 分 
16：30 閉  会  式  

 ※当日の会場ホワイエにて坂東本パネル展示実施予定 
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７７．．宗宗派派出出向向者者（（予予定定））  

○大谷暢裕門首  ○大谷サチカ門首夫人 ○内局員（参務）１名 
○式務関連（定衆及び堂衆）2 名 ○宗務所職員（内事随行及び内局員随行）2 名 

 
８８．．法法要要次次第第  

 
先  乱 声 
    出仕 
次  着座楽 
次  総 礼  
次  伽 陀  稽首天人         附 物 
    登高座 
次  表 白  
次  伽 陀  万行之中         附 物  
次  御 経  仏説阿弥陀経      音木有之 
次  伽 陀  直入弥陀         附 物  
    下高座 
次  総 礼  
次  正信偈 草四句目下（同朋唱和）  
   念仏讃 淘五 三重念仏       附 物 
    和讃  三朝浄土ノ大師等    次第三首 
次  回 向 願以此功徳         附 物 
次  総 礼   
次  退出楽 
    退出 
                     以 上 

 

【備 考】 
・法要時間  約一時間 
・装  束  裳附・五條・差貫 
・出 仕 僧 ［内陣・余間］ 門首・正副議長・各組長 

［外陣］三条声明会・高田准堂衆会（20 人位・装束は准堂衆衣体） 
楽僧（会場に近いため三条「雅浄会」の楽僧をメインとする） 

・巡   讃 門首・正副議長 
・そ の 他 次第は本山点検済（6/12 付） 
 内陣・余間は椅子席、外陣・楽僧は畳席 
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９９．．団団体体参参拝拝  

各組に参拝人数を割り当てて団体参拝の奨励を行う。割り当ての団体参拝に対して
は、教区から助成金を給付する。 
①申込期間 2025 年 8 月頃～2025 年 12 月末  (必要に応じて翌年 2 月から追加募集) 

  ②スケジュール ・組長への説明・募集依頼 2025 年 7 月頃（正副組長会） 
        ・参拝申込書提出期限   2025 年 12 月末 
        ・参加人数確認      2026 年 1 月頃（参拝部会にて確認） 
        ・参拝者追加募集依頼   2026 年 2 月頃（必要に応じて実施） 
        ・参拝人数確定      2026 年 3 月末 

③申込方法 各組組長に取りまとめいただいた団参申込書を新潟教務所に提出。 
④参加冥加金 １人：2,000 円 
⑤募集人数 会場：1,510 席のうち、1,400 席前後を各組団体参拝者用に設定。 

※残りの約 100 席は来賓・委員・部会員・スタッフ・一般席として設定。 
≪各組参拝人数分配≫ 

・均等割り 10 席＋各組門徒指数の比率により按分された席数 
≪着席場所について≫ 
・慶讃事業推進委員会にて厳正なる抽選を行い決定する。 

⑥団参助成金 各組から会場までの距離に応じた助成額を設定し、団体参拝人数×組助
成金額を組へまとめて支給する。  

組 金額/1 人 組 金額/1 人 組 金額/1 人 

第 1 組 2,000 円 高田 12 組 2,000 円 第 17 組 1,000 円 
第 2 組 2,000 円 高田 13 組 2,000 円 第 18 組 1,000 円 
第 3 組 2,000 円 第 10 組 1,500 円 第 19 組 1,000 円 
第 4 組 2,000 円 中越 11 組 1,500 円 第 20 組 500 円 
第 5 組 2,000 円 中越 12 組 1,500 円 第 21 組 500 円 
第 6 組 2,000 円 中越 13 組 1,500 円 第 22 組 1,500 円 
第 7 組 2,000 円 第 14 組 1,500 円 第 23 組 1,000 円 
第 8 組 2,000 円 第 15 組 1,500 円 第 24 組 2,000 円 

高田 11 組 2,000 円 第 16 組 1,500 円 佐渡組 4,000 円 

⑦参拝記念品 参加冥加金（上記④）を納入いただいた方へ記念品を贈呈する。 
⑧交通手段 《団体バス》…各組で手配 ※留置き駐車場あり 

《自家用車》…各自で手配 ※駐車場あり 
        《そ の 他》…電車・バスなど公共交通機関、タクシー 

⑨昼  食 開催が午後日程のため、昼食の用意はなし。各自（各団体）で昼食を済
ませた後、開場時間：午後 12 時以降に来場いただく。 
※新潟テルサ会場内には各組持ち込みによる昼食スペースなし。 
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1100．．帰帰  敬敬  式式  

慶讃法要当日、会場における帰敬式は執行しない。 
ついては、法要をお迎えするまでの 2025 年度教区内各別院報恩講における帰敬式の

受式並びに教区内寺院における帰敬式の執行をより積極的に奨励する。 
 

1111．．慶慶讃讃懇懇志志金金のの奨奨励励ににつついいてて  

教区内寺院へ 1 口 10,000 円にて懇志金を奨励する。 
志納にあたっては、記念品（風呂敷を予定）を贈呈。 

 
1122．．広広報報計計画画  

＊チラシ・ポスターを夏～秋にかけて作成し、教区内寺院に配布する。 
＊パンフレットを作成し、当日配布する。 
＊教区ホームページ内に「慶讃法要」広報のページを設定し、必要情報を掲載する。 

 
1133．．映映像像配配信信  

法要当日の映像配信は行わない。なお、会場及び講師の許可が取れた場合に限り、録
画した映像を編集したうえで適切な方途により映像視聴ができるよう今後検討する。 

 
1144．．慶慶讃讃事事業業  

＊教区内僧侶の本山出向教学研鑽 
＊組教化特別事業助成（慶讃テーマ関連） 
＊慶讃法要出版物（または映像） 
＊教区内帰敬式奨励 
＊別院『教行信証』坂東本展示＆解説 
＊教学研究会（教区教化委員会） 
＊公開講座（教学研鑽室） 
＊共催「教団連合慶讃記念事業」 

 
1155．．慶慶讃讃法法要要記記念念祝祝賀賀会会  

日 時 2026 年 5 月 23 日（土）18：00～ 

会 場 ホテル日航新潟（新潟県新潟市中央区万代島 5-1） 
対 象 最大 200 名／門首・門首夫人、内局員、式務加勢者、宗務所職員（随行者）

宗議会議員、参議会議員、教区会議員、教区門徒会員、教区教化委員会委員、
坊守会、慶讃事業推進委員会（全体会・部会）【会費：10,000 円】 

※教区内対象者の旅費・宿泊費（各自手配）は支給しない。 
  ※司会：新海史子氏（新潟市在住フリーアナウンサー） 
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1166．．経経費費概概算算  

≪収入の部≫ 
科目 収入額 備考 款項目 

宗派助成金 7,300,000 ※申請等必要 (1)-1-1 
懇志金 2,200,000 ＠10,000＊200 件、参拝懇志 20 万 (2)-1-1 

冥加金 4,600,000 当日参加費＠2,000＊1400 人 
御門首祝賀会@10,000*180 人 

(3)-1-1 
(3)-1-2 

≪支出の部≫ 
科目 支出額 備考 款項目 

法要儀式費 920,000 法礼 34 万、荘厳費 23 万、仏具借用礼 22 万、諸費 13 万 (1)-1-1 
本山出向費 1,160,000 御親修御礼 64 万、旅費・宿泊費 37 万、食費他 15 万 (1)-1-1 
講師費 1,300,000 謝礼 100 万、旅費・宿泊費 15 万、諸費 15 万 (1)-1-1 
執行費 200,000 司会者謝礼 15 万、旅費・宿泊費他 5 万 (1)-1-1 
調進費 1,950,000 参加者記念品代 150 万、懇志記念品 45 万 (1)-1-1 
参拝奨励費 2,110,000 各組団参助成金額（1400 人）211 万 (2)-1-2 
会場費 1,590,000 会場借用費(1.5 日分)130 万、会場設営費、備品借用他 29 万 (1)-1-1 
広報費 830,000 パンフレット・ポスター制作費 50 万、HP 広報費 33 万 (1)-1-1 
記録費 1,200,000 記録写真・記念冊子（又は映像撮影）製作費 (1)-1-1 
人件費 850,000 スタッフ旅費・日当他（40 人）55 万、託児費 5 万、 

救護費 5 万、警備費 20 万 (1)-1-1 
催事費 2,000,000 祝賀会（接待費）200 万 (1)-1-1 

※宗派助成額は、教区の範囲や寺院数など様々な要素を考慮した形で本山で算出され
たもの。宗派方針に則って計画・実行（執行）された法要に対して助成される。 

 
1177．．執執行行体体制制  

 ・法要及び法要に向けた諸準備については、各部会において部会員及び慶讃事業スタッ
フがその部会の担当業務にあたる。 

 ・慶讃事業スタッフは、各部会にて業務に必要な人数を検討し、教務所長が委嘱する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

119



新潟教区宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃事業推進委員会 

≪委員会≫ 

氏名 組 寺院 規程 備考 
堀川 秀道 第 16 組 淨專寺 １号：教区会議長 委員長 
藤原  哲 第 6 組 照蓮寺 １号：教区会副議長 副委員長 
田伏 研二 第 15 組 淨覺寺 ２号：教区門徒会長 副委員長 
阿部 利秀 第 7 組 極生寺 ２号：教区門徒会副会長 副委員長 

佐々木 惠一郎 第 10 組 行通寺 ３号：教区教化本部長 教化部会主査 
藤島  直 第 1 組 圓照寺 ３号：教区教化本部副本部長 教化部会副主査 
青 木 仁 第 20 組 圓周寺 ４号：部会主査 財務部会主査 
直江 弘憲 第 18 組 長願寺 ４号：部会主査 参拝部会主査 
多 田 誓 第 10 組 專德寺 ４号：部会主査 儀式部会主査 
上 宮 崇 第 2 組 善正寺 ４号：部会主査 広報部会主査 
楠田 昌樹 第 3 組 西性寺 ５号：教務所長委嘱 儀式部会副主査 
西 野 登 第 20 組 淨願寺 ５号：教務所長委嘱 参拝部会員 

 小嶋 勇司 第 10 組 光圓寺 ５号：教務所長委嘱 参拝部会員 
 菊井 朋子 第 15 組 稱名寺  ５号：教務所長委嘱 参拝部会員 
 笠原 香織 第 21 組 正福寺 ５号：教務所長委嘱 参拝部会員 
 奥田 富子 佐渡組 勝廣寺 ５号：教務所長委嘱 財務部会員    

≪教化部会≫ 

氏名 組 寺院 氏名 組 寺院 
佐々木 惠一郎 第 10 組 行通寺 滋野 康賢 第 6 組 善念寺 
藤 島 直 第 1 組 圓照寺 佐々木 友美 第 15 組 光善寺 
池 田 陽 第 18 組 長周寺 豊島 貴子 第 6 組 西光寺    

≪財務部会≫ 

氏名 組 寺院 氏名 組 寺院 
青 木 仁 第 20 組 圓周寺 奥田 富子 佐渡組 勝廣寺 
堀川 秀道 第 16 組 淨專寺 横山 英一 第５組 寳善寺 
阿部 利秀 第 7 組 極生寺       

≪参拝部会≫ 

氏名 組 寺院 氏名 組 寺院 
直江 弘憲 第 18 組 長願寺 菊井 朋子 第 15 組 稱名寺 
藤 原 哲 第 6 組 照蓮寺 笠原 香織 第 21 組 正福寺 
田伏 研二 第 15 組 淨覺寺 本間 正紹 第 23 組 善照寺 
西 野 登 第 20 組 淨願寺 岩 崎 歩 高田 11 組 專敬寺 
小嶋 勇司 第 10 組 光圓寺           
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≪儀式部会≫ 

氏名 組 寺院 氏名 組 寺院 
多 田 誓 第 10 組 專德寺 楠田 昌樹 第 3 組 西性寺 
永寶 晴香 第 10 組 淨敬寺 繁 原 立 第１組 德正寺 
山 﨑 恵 中越 11 組 淨福寺 田中 竜雄 第１組 西性寺 
福 田 学 第 15 組 善性寺 堀河 如信 第７組 専念寺 
島津 崇之 第 18 組 満行寺 関 隆 徳 第７組 淨善寺 
關根 大丘 第 20 組 松韻寺 桃井 肖章 第７組 西蓮寺 
安藤 栄寿 第 21 組 勝樂寺       

≪広報部会≫ 

氏名 組 寺院 氏名 組 寺院 
上 宮 崇 第 2 組 善正寺 松村 さやか 高田 12 組  專德寺  
桑田 正寛 第 10 組 西方寺          

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【委員会組織図】 
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№ 氏名 組 寺院名 備考 № 氏名 組 寺院名 備考
1 金子　光洋 第6組 最賢寺 28 大瀧　定賢 中越12組 專正寺 参事会
2 井上　　博 高田11組 福樂寺 29 井上　円司 中越12組 慈光寺
3 小林　光紀 中越12組 淨照寺 30 鷲尾　耕一 中越13組 善行寺
4 田澤　一明 第19組 明誓寺 31 藤井　信彰 第14組 長樂寺
5 渡邊　　学 第23組 明正寺 32 佐伯　祐晃 第14組 靈善寺

33 山宮　修霊 第15組 永閑寺 参事会
34 石塚　祐堂 第15組 長泉寺
35 西窪　　守 第16組 永蓮寺

№ 氏名 組 寺院名 備考 36 堀川　秀道 第16組 淨專寺 議長
1 小林　　強 第2組 善正寺 37 藤田　淳宏 第17組 真敬寺
2 久保田 幸正 第5組 聽信寺 38 関﨑　幸孝 第18組 重蓮寺
3 丸山　　誠 第15組 大專寺 39 廣川　和宏 第18組 髙念寺
4 澤　　辰雄 第22組 善龍寺 40 冨岡　教潤 第18組 圓性寺
5 金巻　拾子 第23組 無爲信寺 41 光井　光麿 第19組 法嚴寺

42 髙松　久麿 第19組 清林寺
43 窪　　智至 第20組 常明寺
44 青木　　仁 第20組 圓周寺 参事会

№ 氏名 組 寺院名 備考 45 廣河　良文 第21組 光照寺
1 水嶋　　聡 第1組 光德寺 46 富沢　慶栄 第21組 超願寺
2 渡邉　順哲 第1組 清雲寺 47 花房　憲証 第22組 善龍寺
3 渡邉　義要 第2組 乘雲寺 48 関根　正隆 第22組 長德寺
4 小山　了信 第2組 明通寺 49 中冨　正純 第23組 福照寺
5 楠田　昌樹 第3組 西性寺 参事会 50 佐々木 ひとみ 第23組 福明寺 参事会
6 日野　顕英 第4組 隨念寺 51 渡辺　正志 第24組 正念寺
7 内山　順恵 第4組 養性寺 52 松本　雅裕 佐渡組 善宗寺
8 横山　英一 第5組 寳善寺 53 土居原 広史 佐渡組 光福寺
9 土屋 有爲子 第5組 蓮光寺 54 松本　昭則 佐渡組 本龍寺
10 藤原　　哲 第6組 照蓮寺 副議長
11 滋野　康賢 第6組 善念寺
12 豊島　　信 第6組 西光寺
13 山﨑　正悟 第7組 光源寺
14 尾﨑　秀行 第7組 極生寺 参事会 № 氏名 組 寺院名 備考
15 舟見　玲子 第7組 敬覺寺 1 甲村　　聰 第1組 圓照寺
16 羽深　一浩 第8組 覺願寺 2 太田　茂機 第1組 勝蓮寺
17 宮越　　亮 第8組 臨行寺 3 小林　　強 第2組 善正寺
18  大滝　法円 高田11組 圓重寺 4 長崎　信子 第3組 本廣寺 常任
19 岩崎　　修 高田11組 稱專寺 5 中里　雅之 第4組 西勝寺
20 堀井　光英 高田12組 横超寺 6 久保田 幸正 第5組 聽信寺
21 松浦　彰英 高田12組 法西寺 7 竹内　惠市 第6組 照行寺
22 井上　一英 高田13組 福淨寺 参事会 8 川﨑　幹彦 第6組 得願寺 常任
23 多田　　誓 第10組 專德寺 9 阿部　利秀 第7組 極生寺 副会長
24 佐々木 惠一郎 第10組 行通寺 10 手塚　昭三 第7組 慈雲寺
25 髙尾　和人 中越11組 淨善寺 11 飯野　憲靜 第8組 專長寺
26 髙橋　深恵 中越11組 願興寺 12 川﨑　正秀 第8組 善巧寺
27 北島　栄誠 中越11組 長福寺 13 飯田　隆行 高田11組 福樂寺

役職者名簿（2024年7月末現在）

任期：［組長］2022.12.01～2026.03.31
　　   ［選出］2022.12.24～2026.04.23 

宗議会議員

任期：2021.09.17～2025.09.16

参議会議員

任期：2024.05.01～2027.04.30

教区会議員

教区門徒会員
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№ 氏名 組 寺院名 備考 № 氏名 組 寺院名 備考
14 松野　一治 高田11組 光圓寺 13 髙尾　和人 中越11組 淨善寺
15 柳澤　一昭 高田12組 横超寺 14 大瀧　定賢 中越12組 專正寺
16 横田　哲治 高田12組 西忍寺 15 鷲尾　耕一 中越13組 善行寺
17 木澤　和男 高田13組 本敬寺 常任 16 藤井　信彰 第14組 長樂寺
18 平野　敏一 高田13組 信光寺 17 山宮　修霊 第15組 永閑寺
19 小嶋　勇司 第10組 光圓寺 18 西窪　　守 第16組 永蓮寺
20 青柳　紘一 第10組 珍相寺 19 藤田　淳宏 第17組 真敬寺
21 江口　信義 中越11組 長福寺 常任 20 関﨑　幸孝 第18組 重蓮寺
22 廣川　勝彦 中越11組 淨願寺 21 光井　光麿 第19組 法嚴寺
23 齋藤　邦男 中越12組 專福寺 22 窪　　智至 第20組 常明寺
24 田中　　保 中越12組 勝覺寺 23 廣河　良文 第21組 光照寺
25 小林　千春 中越13組 廣永寺 24 花房　憲証 第22組 善龍寺
26 高野　政春 第14組 長樂寺 25 中冨　正純 第23組 福照寺
27 佐藤眞砂子 第14組 長樂寺 26 渡辺　正志 第24組 正念寺
28 丸山　　誠 第15組 大專寺 27 松本　雅裕 佐渡組 善宗寺
29 田伏　研二 第15組 淨覺寺 会長
30 安尻　豊昭 第17組 專福寺
31 古俣　福子 第17組 妙音寺
32 佐藤　　寛 第18組 重蓮寺 № 氏名 組 寺院名 備考
33 星野　正栄 第18組 圓性寺 1 藤島　　直 第1組 圓照寺
34 松尾　正行 第1９組 長福寺 常任 2 比護　秀美 第2組 東浄法寺

35 阿部　衛彦 第1９組 法嚴寺 3 筒石　晃一 第3組 應満寺
36 五十嵐 保雄 第20組 樂運寺 4 白銀　芳文 第4組 敬音寺
37 西野　　登 第20組 淨願寺 常任 5 直江　証成 第5組 林覺寺
38 皆川　洋子 第22組 善良寺 6 滋野　康賢 第6組 善念寺
39 澤　　辰雄 第22組 善龍寺 7 山崎　祐幸 第6組 明善寺
40 金巻　拾子 第23組 無爲信寺 8 浅山　　景 第7組 勝福寺
41 長谷川雪野 第23組 照善寺 9 渡邊　　唯 第7組 正善寺
42 髙橋　正司 第24組 榮行寺 10 髙山　謙栄 第8組 淨音寺
43 金子　一義 佐渡組 本光寺 常任 11 小笠原 賢亮 第8組 西養寺
44 奥田　富子 佐渡組 勝廣寺 12 長尾　倫章 高田11組 添景寺

13 片桐　恒雄 高田11組 了慧寺
14 静間　広信 高田12組 性德寺
15 井上　　円 高田13組 淨泉寺
16 藤原　　圭 高田13組 了蓮寺

№ 氏名 組 寺院名 備考 17 成田　高史 第10組 嚴照寺
1 水嶋　　聡 第1組 光德寺 18 佐々木 惠一郎 第10組 行通寺
2 渡邉　義要 第2組 乘雲寺 19 櫻井　宣雄 中越11組 善乘寺
3 楠田　昌樹 第3組 西性寺 20 田部　賢司 中越11組 淨運寺
4 日野　顕英 第4組 隨念寺 21 小林　智光 中越12組 淨照寺
5 横山　英一 第5組 寳善寺 22 川上 伸一朗 中越13組 託善寺
6 藤原　　哲 第6組 照蓮寺 23 武樋　隆如 第14組 蓮光寺
7 山﨑　正悟 第7組 光源寺 24 佐々木 憲雄 第15組 光善寺
8 羽深　一浩 第8組 覺願寺 25 土谷　恵淳 第15組 明覺寺
9  大滝　法円 高田11組 圓重寺 26 佐々木 一人 第16組 浄宮寺
10 堀井　光英 高田12組 横超寺 27 平原　文祐 第17組 心行寺
11 井上　一英 高田13組 福淨寺 28 冨岡　教潤 第18組 圓性寺
12 多田　　誓 第10組 專德寺 29 小栁　　円 第19組 明願寺

任期：2022.12.01～2026.03.31

副組長

任期：2024.04.01～2027.03.31

組長
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№ 氏名 組 寺院名 備考 № 氏名 組 寺院名 備考
14 松野　一治 高田11組 光圓寺 13 髙尾　和人 中越11組 淨善寺
15 柳澤　一昭 高田12組 横超寺 14 大瀧　定賢 中越12組 專正寺
16 横田　哲治 高田12組 西忍寺 15 鷲尾　耕一 中越13組 善行寺
17 木澤　和男 高田13組 本敬寺 常任 16 藤井　信彰 第14組 長樂寺
18 平野　敏一 高田13組 信光寺 17 山宮　修霊 第15組 永閑寺
19 小嶋　勇司 第10組 光圓寺 18 西窪　　守 第16組 永蓮寺
20 青柳　紘一 第10組 珍相寺 19 藤田　淳宏 第17組 真敬寺
21 江口　信義 中越11組 長福寺 常任 20 関﨑　幸孝 第18組 重蓮寺
22 廣川　勝彦 中越11組 淨願寺 21 光井　光麿 第19組 法嚴寺
23 齋藤　邦男 中越12組 專福寺 22 窪　　智至 第20組 常明寺
24 田中　　保 中越12組 勝覺寺 23 廣河　良文 第21組 光照寺
25 小林　千春 中越13組 廣永寺 24 花房　憲証 第22組 善龍寺
26 高野　政春 第14組 長樂寺 25 中冨　正純 第23組 福照寺
27 佐藤眞砂子 第14組 長樂寺 26 渡辺　正志 第24組 正念寺
28 丸山　　誠 第15組 大專寺 27 松本　雅裕 佐渡組 善宗寺
29 田伏　研二 第15組 淨覺寺 会長
30 安尻　豊昭 第17組 專福寺
31 古俣　福子 第17組 妙音寺
32 佐藤　　寛 第18組 重蓮寺 № 氏名 組 寺院名 備考
33 星野　正栄 第18組 圓性寺 1 藤島　　直 第1組 圓照寺
34 松尾　正行 第1９組 長福寺 常任 2 比護　秀美 第2組 東浄法寺

35 阿部　衛彦 第1９組 法嚴寺 3 筒石　晃一 第3組 應満寺
36 五十嵐 保雄 第20組 樂運寺 4 白銀　芳文 第4組 敬音寺
37 西野　　登 第20組 淨願寺 常任 5 直江　証成 第5組 林覺寺
38 皆川　洋子 第22組 善良寺 6 滋野　康賢 第6組 善念寺
39 澤　　辰雄 第22組 善龍寺 7 山崎　祐幸 第6組 明善寺
40 金巻　拾子 第23組 無爲信寺 8 浅山　　景 第7組 勝福寺
41 長谷川雪野 第23組 照善寺 9 渡邊　　唯 第7組 正善寺
42 髙橋　正司 第24組 榮行寺 10 髙山　謙栄 第8組 淨音寺
43 金子　一義 佐渡組 本光寺 常任 11 小笠原 賢亮 第8組 西養寺
44 奥田　富子 佐渡組 勝廣寺 12 長尾　倫章 高田11組 添景寺

13 片桐　恒雄 高田11組 了慧寺
14 静間　広信 高田12組 性德寺
15 井上　　円 高田13組 淨泉寺
16 藤原　　圭 高田13組 了蓮寺

№ 氏名 組 寺院名 備考 17 成田　高史 第10組 嚴照寺
1 水嶋　　聡 第1組 光德寺 18 佐々木 惠一郎 第10組 行通寺
2 渡邉　義要 第2組 乘雲寺 19 櫻井　宣雄 中越11組 善乘寺
3 楠田　昌樹 第3組 西性寺 20 田部　賢司 中越11組 淨運寺
4 日野　顕英 第4組 隨念寺 21 小林　智光 中越12組 淨照寺
5 横山　英一 第5組 寳善寺 22 川上 伸一朗 中越13組 託善寺
6 藤原　　哲 第6組 照蓮寺 23 武樋　隆如 第14組 蓮光寺
7 山﨑　正悟 第7組 光源寺 24 佐々木 憲雄 第15組 光善寺
8 羽深　一浩 第8組 覺願寺 25 土谷　恵淳 第15組 明覺寺
9  大滝　法円 高田11組 圓重寺 26 佐々木 一人 第16組 浄宮寺
10 堀井　光英 高田12組 横超寺 27 平原　文祐 第17組 心行寺
11 井上　一英 高田13組 福淨寺 28 冨岡　教潤 第18組 圓性寺
12 多田　　誓 第10組 專德寺 29 小栁　　円 第19組 明願寺

任期：2022.12.01～2026.03.31

副組長

任期：2024.04.01～2027.03.31

組長

№ 氏名 組 寺院名 備考
30 島津　　晃 第19組 長養寺 № 氏名 組 寺院名 備考
31 栗林　宣行 第20組 誓慶寺 1 清水　正怡 第15組 永閑寺 ①
32 關根　大丘 第20組 松韻寺 2 永寶　和彦 第10組 淨敬寺 ②
33 富沢　慶栄 第21組 超願寺
34 村山　秀映 第22組 浄音寺
35 関根　正隆 第22組 長德寺
36 五十嵐雅史 第23組 瑞光寺 № 氏名 組 寺院名 備考
37 護山　義祥 第23組 淨應寺 1 水嶋　　聡 第1組 光德寺
38 松木　洸葉 第24組 萬行寺 2 渡邉　義要 第2組 乘雲寺
39 松本　昭則 佐渡組 本龍寺 3 楠田　昌樹 第3組 西性寺
40 卜部　　泰 佐渡組 永宮寺 4 長﨑　信子 第3組 本廣寺

5 日野　顕英 第4組 隨念寺
6 横山　英一 第5組 寳善寺
7 藤原　　哲 第6組 照蓮寺

№ 氏名 組 寺院名 備考 8 川﨑　幹彦 第6組 得願寺
1 繁原　　易 第1組 德正寺 9 尾﨑　秀行 第7組 極生寺
2 菴澤　　亨 第2組 法圓寺 10 山﨑　正悟 第7組 光源寺
3 沼川　　力 第3組 淨福寺 11 阿部　利秀 第7組 極生寺
4 荒梅　法雄 第4組 常見寺 12 羽深　一浩 第8組 覺願寺
5 古海　法雲 第5組 林正寺 13  大滝　法円 高田11組 圓重寺
6 石黒　恵史 第6組 養福寺 14 堀井　光英 高田12組 横超寺
7 金子　正美 第6組 最賢寺 15 井上　一英 高田13組 福淨寺
8 堀河　知行 第7組 専念寺 16 木澤　和男 高田13組 本敬寺
9 水野　　宏 第7組 靈山寺 17 多田　　誓 第10組 專德寺
10 白鳥　顯雄 第8組 專長寺 18 髙尾　和人 中越11組 淨善寺
11 池田　勝友 高田11組 妙玄寺 19 江口　信義 中越11組 長福寺
12 朝川　睦洋 高田12組 敎念寺 20 大瀧　定賢 中越12組 專正寺
13 經塚　清明 高田13組 願專寺 21 鷲尾　耕一 中越13組 善行寺
14 田村　　真 第10組 願龍寺 22 藤井　信彰 第14組 長樂寺
15 遠藤　良法 中越11組 福嚴寺 23 田伏　研二 第15組 淨覺寺
16 草間　法照 中越12組 勝覺寺 24 山宮　修霊 第15組 永閑寺
17 日野　端栄 中越13組 淨福寺 25 西窪　　守 第16組 永蓮寺
18 日下部 文典 第14組 蓮壽寺 26 堀川　秀道 第16組 淨專寺
19 福田　　学 第15組 善性寺 27 藤田　淳宏 第17組 真敬寺
20 川上　祐之 第16組 廣傳寺 28 関﨑　幸孝 第18組 重蓮寺
21 新田　顕祐 第17組 光照寺 29 松尾　正行 第19組 長福寺
22 林　　秀邦 第18組 勝念寺 30 光井　光麿 第19組 法嚴寺
23 暉　　　了 第19組 傳誓寺 31 窪　　智至 第20組 常明寺
24 髙田　正人 第20組 西養寺 32 西野　　登 第20組 淨願寺
25 廣沢　　誠 第21組 泉性寺 33 青木　　仁 第20組 圓周寺
26 大平　博義 第22組 安善寺 34 廣河　良文 第21組 光照寺
27 泉　　智慶 第23組 慶誓寺 35 花房　憲証 第22組 善龍寺
28 岡部　　真 第24組 極樂寺 36 佐々木 ひとみ 第23組 福明寺
29 大久保　州 佐渡組 廣永寺 37 中冨　正純 第23組 福照寺

38 渡辺　正志 第24組 正念寺
39 松本　雅裕 佐渡組 善宗寺
40 金子　一義 佐渡組 本光寺

任期：2022.12.01～2026.03.31

査察委員

教区監事

任期：①教区門徒会員・②教区会議員の任期に準ずる。

教区改編委員

任期：2023.10.01～2026.09.30

任期：2025.08.01～2028.07.31
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№ 氏名 組 寺院 備考
№ 氏名 組 寺院名 備考 2 竹田　知里 第7組 本龍寺 副委員長
1 黒坂　克己 第1組 寳光寺 3 繁原　　立 第1組 德正寺
2  渡邉　義要 第2組  乘雲寺 4 豊島　　信 第6組 西光寺
3 長﨑　智潤 第3組 本廣寺 5 金子　光洋 第6組 最賢寺
4 芳野　良英 第4組 正行寺 6 巨谷　　学 第10組 善了寺
5 春日　　了 第5組 信光寺 7 北島　栄誠 中越11組 長福寺
6 岡田　暁彦 第6組 林西寺 8 田中　博之 中越13組 万休寺
7 桃井　正尊 第7組 西蓮寺 9 山宮 恵里佳 第15組 永閑寺
8 澤村　　弘 第8組 蓮休寺 副委員長 10 照光　雅能 第20組 照大寺
9 池田　勝友 高田11組 妙玄寺 11 廣瀬　清和 第22組 淨念寺
10 静間　広信 高田12組 性德寺
11 千名　哲爾 高田13組 最尊寺
12 多田　　誓 第10組 專德寺 委員長
13 鎌倉　道行 中越11組 西妙寺
14 大瀧　定賢 中越12組 專正寺 № 氏名 組 寺院 備考
15 北原　賢雄 中越13組 浄照寺 1 渡邉　智子 第1組 本立寺 指導主任
16 佐々木 信和 第14組 西嚴寺 2 水嶋　　聡 第1組 光德寺
17 青山 信太郎 第15組 淨福寺 3 藤島　　直 第1組 圓照寺
18 林　　雅法 第16組 林通寺 4 梅澤　未有 第1組 光照寺
19 吉藤　信彰 第17組 專福寺 5 比護　秀美 第2組 東浄法寺
20 冨岡　教潤 第18組 圓性寺 6 楠田　昌樹 第3組 西性寺
21 井上　　修 第19組 即成寺 7 比後　　孝 第3組 大泉寺
22 關根　大丘 第20組 松韻寺 8 古海　法雲 第5組 林正寺
23 廣河　良文 第21組 光照寺 9 北條　賴宗 第6組 照行寺
24 村山　秀映 第22組 浄音寺 10 滋野　康賢 第6組 善念寺
25 佐々木 ひとみ 第23組 福明寺 11 藤原　　哲 第6組 照蓮寺
26 渡辺　正志 第24組 正念寺 12 淀野　壮介 第6組 真宗寺
27 松本　昭則 佐渡組 本龍寺 13 豊島　　信 第6組 西光寺

14 豊島　貴子 第6組 西光寺
15 金子　正美 第6組 最賢寺
16 山﨑　正悟 第7組 光源寺

№ 氏名 所属組 寺院名 備考 17 井上　　円 高田13組 淨泉寺
1 藤懿　信麿 センター長 18 宮本　亮二 高田13組 榮恩寺
2 堀川　秀道 第16組 淨專寺 2号
3 藤原　　哲 第6組 照蓮寺 2号 № 氏名 組 寺院 備考
4 田伏　研二 第15組 淨覺寺 3号 1 田澤　一明 第19組 明誓寺 指導主任
5 阿部　利秀 第7組 極生寺 3号 2 井上　　正 第10組 受德寺
6 尾﨑　秀行 第7組 極生寺 3 多田　　誓 第10組 專德寺
7 桃井　正尊 第7組 西蓮寺 4 永寶　晴香 第10組 淨敬寺
8 岩崎　　歩 高田11組 專敬寺 5 佐々木 惠一郎 第10組 行通寺
9 永寶　晴香 第10組 淨敬寺 6 倉井　光弥 中越11組 養泉寺
10 佐々木ひとみ 第23組 福明寺 7 佐々木 憲雄 第15組 光善寺

8 関﨑　智弥 第18組 重蓮寺
9 清水　寛志 第20組 通心寺
10 關根　大丘 第20組 松韻寺
11 安藤　栄寿 第21組 勝樂寺

№ 氏名 組 寺院 備考 12 中山　善雄 第22組 淨敬寺
1 楠　　無量 第18組 西源寺 委員長 13 大久保　州 佐渡組 廣永寺

三条学舎

災害支援実行委員

　　    2号及び3号委員は役職任期中
任期：2023.07.01～2026.06.30　

御依頼適正審議会委員（第3条第1号委員のみ掲載）

真宗学院指導

任期：2023.07.01～2026.06.30

池の平青少幼年センター運営委員

新潟教務所

任期：2023.07.01～2026.06.30

高田学舎

任期：真宗学院開校に準ずる
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№ 氏名 組 寺院 備考
№ 氏名 組 寺院名 備考 2 竹田　知里 第7組 本龍寺 副委員長
1 黒坂　克己 第1組 寳光寺 3 繁原　　立 第1組 德正寺
2  渡邉　義要 第2組  乘雲寺 4 豊島　　信 第6組 西光寺
3 長﨑　智潤 第3組 本廣寺 5 金子　光洋 第6組 最賢寺
4 芳野　良英 第4組 正行寺 6 巨谷　　学 第10組 善了寺
5 春日　　了 第5組 信光寺 7 北島　栄誠 中越11組 長福寺
6 岡田　暁彦 第6組 林西寺 8 田中　博之 中越13組 万休寺
7 桃井　正尊 第7組 西蓮寺 9 山宮 恵里佳 第15組 永閑寺
8 澤村　　弘 第8組 蓮休寺 副委員長 10 照光　雅能 第20組 照大寺
9 池田　勝友 高田11組 妙玄寺 11 廣瀬　清和 第22組 淨念寺
10 静間　広信 高田12組 性德寺
11 千名　哲爾 高田13組 最尊寺
12 多田　　誓 第10組 專德寺 委員長
13 鎌倉　道行 中越11組 西妙寺
14 大瀧　定賢 中越12組 專正寺 № 氏名 組 寺院 備考
15 北原　賢雄 中越13組 浄照寺 1 渡邉　智子 第1組 本立寺 指導主任
16 佐々木 信和 第14組 西嚴寺 2 水嶋　　聡 第1組 光德寺
17 青山 信太郎 第15組 淨福寺 3 藤島　　直 第1組 圓照寺
18 林　　雅法 第16組 林通寺 4 梅澤　未有 第1組 光照寺
19 吉藤　信彰 第17組 專福寺 5 比護　秀美 第2組 東浄法寺
20 冨岡　教潤 第18組 圓性寺 6 楠田　昌樹 第3組 西性寺
21 井上　　修 第19組 即成寺 7 比後　　孝 第3組 大泉寺
22 關根　大丘 第20組 松韻寺 8 古海　法雲 第5組 林正寺
23 廣河　良文 第21組 光照寺 9 北條　賴宗 第6組 照行寺
24 村山　秀映 第22組 浄音寺 10 滋野　康賢 第6組 善念寺
25 佐々木 ひとみ 第23組 福明寺 11 藤原　　哲 第6組 照蓮寺
26 渡辺　正志 第24組 正念寺 12 淀野　壮介 第6組 真宗寺
27 松本　昭則 佐渡組 本龍寺 13 豊島　　信 第6組 西光寺

14 豊島　貴子 第6組 西光寺
15 金子　正美 第6組 最賢寺
16 山﨑　正悟 第7組 光源寺

№ 氏名 所属組 寺院名 備考 17 井上　　円 高田13組 淨泉寺
1 藤懿　信麿 センター長 18 宮本　亮二 高田13組 榮恩寺
2 堀川　秀道 第16組 淨專寺 2号
3 藤原　　哲 第6組 照蓮寺 2号 № 氏名 組 寺院 備考
4 田伏　研二 第15組 淨覺寺 3号 1 田澤　一明 第19組 明誓寺 指導主任
5 阿部　利秀 第7組 極生寺 3号 2 井上　　正 第10組 受德寺
6 尾﨑　秀行 第7組 極生寺 3 多田　　誓 第10組 專德寺
7 桃井　正尊 第7組 西蓮寺 4 永寶　晴香 第10組 淨敬寺
8 岩崎　　歩 高田11組 專敬寺 5 佐々木 惠一郎 第10組 行通寺
9 永寶　晴香 第10組 淨敬寺 6 倉井　光弥 中越11組 養泉寺
10 佐々木ひとみ 第23組 福明寺 7 佐々木 憲雄 第15組 光善寺

8 関﨑　智弥 第18組 重蓮寺
9 清水　寛志 第20組 通心寺
10 關根　大丘 第20組 松韻寺
11 安藤　栄寿 第21組 勝樂寺

№ 氏名 組 寺院 備考 12 中山　善雄 第22組 淨敬寺
1 楠　　無量 第18組 西源寺 委員長 13 大久保　州 佐渡組 廣永寺

三条学舎

災害支援実行委員

　　    2号及び3号委員は役職任期中
任期：2023.07.01～2026.06.30　

御依頼適正審議会委員（第3条第1号委員のみ掲載）

真宗学院指導

任期：2023.07.01～2026.06.30

池の平青少幼年センター運営委員

新潟教務所

任期：2023.07.01～2026.06.30

高田学舎

任期：真宗学院開校に準ずる

№ 氏名 組 寺院 備考 № 氏名 組 寺院名 備考
1 北條　賴宗 第6組 照行寺 1 岩崎　　歩 高田11組 專敬寺 部長
2 豊島　　信 第6組 西光寺 2 細川 万里絵 第17組 護念寺 副部長
3 富樫　大樹 第17組 妙音寺 3 推耳　妙子 中越13組 廣永寺
4 奥田　富子 佐渡組 勝廣寺 4 木村　　仁 中越13組 專行寺

№ 氏名 組 寺院名 備考
1 村手　淳史 第20組 光圓寺 部長

№ 氏名 組 寺院 備考 2 小笠原 栄子 第6組 常榮寺 副部長
1 木村　邦和 中越13組 專行寺 主幹 3 尾﨑　彰秀 第7組 極生寺
2 齊藤　　研 第15組 正樂寺 副主幹 4 永寶　晴香 第10組 淨敬寺

5 坂部 紀美子 第22組 安入寺
6 大溪　文祥 第24組 榮行寺

№ 氏名 組 寺院 備考
1 井上　　円 高田13組 淨泉寺 室長 № 氏名 組 寺院名 備考
2 水嶋　　聡 第1組 光德寺 指導 1 堀川　秀道 第16組 淨專寺 ①
3 豊島　　信 第6組 西光寺 指導 2 藤原　　哲 第6組 照蓮寺 ①

3 田伏　研二 第15組 淨覺寺 ②
4 阿部　利秀 第7組 極生寺 ②

№ 氏名 組 寺院名 備考
1 佐々木 惠 一郎 第10組 行通寺 本部長
2 藤島　　直 第1組 圓照寺 副本部長 № 氏名 組 寺院名 備考
3 滋野　康賢 第6組 善念寺 1 水嶋　　聡 第1組 光德寺
4 大藤　美帆 第10組 勝願寺 2 比護　秀美 第2組 東浄法寺

5 新田　直美 第17組 光照寺 3 筒石　晃一 第3組 応満寺
6 池田　　陽 第18組 長周寺 4 内山　真明 第4組 養性寺
7 上宮　　崇 第2組 善正寺 5 日野　顕英 第4組 隨念寺
8 島津　崇之 第18組 満行寺 6 古海　景雲 第5組 林正寺
9 清水　寛志 第20組 通心寺 7 小笠原 栄子 第6組 常榮寺
10 岩崎　　歩 高田11組 專敬寺 8 堀河　真淳 第6組 本誓寺
11 村手　淳史 第20組 光圓寺 9 尾﨑　彰秀 第7組 極生寺
12 小笠原 栄子 第6組 常榮寺 10 竹田　　証 第7組 本龍寺
13 永寶　晴香 第10組 淨敬寺 11 森　　惠成 第8組 善巧寺

12 岩崎　　歩 高田11組 專敬寺
№ 氏名 組 寺院名 備考 13 井上　　博 高田11組 福樂寺
1 島津　崇之 第18組 満行寺 部長 14 山越　英隆 高田12組 善立寺
2 豊島　　信 第6組 西光寺 副部長 15 井上　一英 高田13組 福淨寺
3 山﨑　義成 高田13組 本敬寺 16 藤原　　圭 高田13組 了蓮寺
4 塚本　智秀 第18組 等運寺 17 長尾　宗隆 第10組 淨覺寺

18 永寶　晴香 第10組 淨敬寺
№ 氏名 組 寺院名 備考 19 竹内　清史 中越11組 照覺寺
1 清水　寛志 第20組 通心寺 部長 20 田宮　宗人 中越11組 淨願寺
2 竹田　　証 第7組 本龍寺 副部長 21 松岡　善裕 中越12組 本覺寺
3 梅澤　未有 第1組 光照寺 22 草間　朋哉 中越12組 勝覺寺
4 新田　直美 第17組 光照寺 23 木村　　仁 中越13組 專行寺

任期：2023.07.01～2026.06.30

教学研鑽室運営委員（第6条第7号委員のみ）

任期：2023.07.01～2026.06.30

未来構想部門

共同教化部門

教化センター正副主幹

聞思学場室長・指導

教区教化委員
本部会

教学儀式部門

同朋社会部門

『新潟教区教化委員会規則』第3条第2項に係る委員

その他、①・②役職任期中

組教化担当者
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№ 氏名 組 寺院名 備考 № 氏名 組 寺院名 備考
24 髙雲　大地 第14組 寶國寺 17 石塚　祐堂 第15組 長泉寺
25 鷲尾　惠水 第14組 光傳寺 18 鈴木　淳子 第16組 願念寺
26 藤枝　友子 第15組 山香寺 19 細川万里絵 第17組 護念寺
27 菊井　英信 第15組 稱名寺 20 藤田　惠日 第18組 福泉寺
28 平出　摂子 第16組 專養寺 21 桑原　俊裕 第19組 善精寺
29 真島　修智 第16組 光得寺 22 関　　了悟 第20組 樂運寺
30 鈴木　智成 第17組 願正寺 23 富沢　栄昌 第21組 超願寺
31 富樫　大樹 第17組 妙音寺 24 花房　憲証 第22組 善龍寺
32 直江　弘憲 第18組 長願寺 25 泉　　智慧 第23組 慶誓寺
33 藤田　賢哉 第19組 玄證寺 26 渡辺美奈子 第24組 正念寺
34 照光　雅能 第20組 照大寺 27 金子　英弥 佐渡組 專得寺
35 村手　淳史 第20組 光圓寺
36 安藤　栄寿 第21組 勝樂寺
37 坂部紀美子 第22組 安入寺
38 廣瀨　清和 第22組 淨念寺 № 氏名 組 寺院名 備考
39 泉　　智慧 第23組 慶誓寺 1 渡邉　智子 第1組 本立寺 差別
40 渡邊　秀志 第23組 孝順寺 2 繁原　　立 第1組 徳正寺 靖国
41 大溪　文祥 第24組 榮行寺 3 長　　砂男 第2組 萬德寺 男女
42 渡辺　正志 第24組 正念寺 4 石井　陽子 第3組 浄念寺 男女
43 上川　芳浩 佐渡組 本光寺 5 原　　　修 第4組 宗專寺 差別

6 大場　正信 第5組 善正寺 差別
7 二所宮　岳 第6組 淨照寺 差別
8 金子　詩織 第6組 最賢寺 差別

№ 氏名 組 寺院名 備考 9 水野 美也子 第7組 靈山寺 男女
1 上宮　　崇 第2組 善正寺 室長 10 宮越　　亮 第8組 臨行寺 靖国
2 桑田　正寛 第10組 西方寺 副室長 11 長尾　芽美 高田11組 添景寺 差別
3 深井　宏隆 第6組 最尊寺 12 井上　　博 高田11組 福樂寺 差別
4 虎石　　薫 第7組 法泉寺 13 横田　　力 高田12組 善徳寺 靖国
5 松村 さやか 高田12組 專德寺 14 宮本　亮二 高田13組 榮恩寺 靖国
6 富樫　沙織 第17組 妙音寺 15 金胎　芳子 高田13組 稱念寺 男女

16 大藤　美帆 第10組 勝願寺 靖国
17 佐々木 尚子 第10組 行通寺 差別
18 佐藤　法順 中越11組 念相寺 男女

№ 氏名 組 寺院名 備考 19 草間　　度 中越12組 勝覺寺 男女
1 渡邉　顕哲 第1組 清雲寺 20 神部　慈雲 中越13組 西方寺 差別
2 鈴井　祐恭 第2組 常圓寺 21 中山　善雄 第14組 寶國寺 差別
3 高橋　良暁 第3組 正光寺 22 鷲尾　信子 第14組 淨照寺 靖国
4 芳野　良英 第4組 正行寺 23 平出　和明 第15組 善慶寺 差別
5 大道　智竜 第5組 智願寺 24 廣瀨　誉応 第16組 法藏寺 差別
6 鎮西　広円 第6組 福成寺 25 新田　直美 第17組 光照寺 靖国
7 平出　文勇 第7組 願生寺 26 冨岡　教潤 第18組 圓性寺 靖国
8 法隆　光昭 第8組 明岸寺 27 渡邉　智龍 第18組 恩長寺 靖国
9 外立　　学 高田11組 高德寺 28 鳴澤　宏誓 第19組 長福寺 男女
10 矢嶋　一樹 高田12組 福正寺 29 関　　彩子 第20組 樂運寺 男女
11 井上　立英 高田13組 福淨寺 30 清水　寛志 第20組 通心寺 靖国
12 桑田　正寛 第10組 西方寺 31 服部由加理 第21組 本明寺 靖国
13 菅原 美瑠香 中越11組 願誓寺 32 村山　尚秀 第22組 浄音寺 男女
14 安原　陽二 中越12組 安淨寺 33 佐々木 ひとみ 第23組 福明寺 男女
15 松野　　祐 中越13組 善行寺 34 野々原 昌美 第23組 長行寺 男女
16 相川　町子 第14組 正嚴寺 35 松木　　譲 第24組 專明寺 靖国

36 藤岡　正典 佐渡組 淨願寺 差別

任期：2023.07.01～2026.06.30

伝道広報室委員

任期：2023.07.01～2026.06.30

任期：2023.07.01～2026.06.30

同朋社会協議会委員

任期：2023.07.01～2026.06.30

通信員
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№ 氏名 組 寺院名 備考 № 氏名 組 寺院名 備考
24 髙雲　大地 第14組 寶國寺 17 石塚　祐堂 第15組 長泉寺
25 鷲尾　惠水 第14組 光傳寺 18 鈴木　淳子 第16組 願念寺
26 藤枝　友子 第15組 山香寺 19 細川万里絵 第17組 護念寺
27 菊井　英信 第15組 稱名寺 20 藤田　惠日 第18組 福泉寺
28 平出　摂子 第16組 專養寺 21 桑原　俊裕 第19組 善精寺
29 真島　修智 第16組 光得寺 22 関　　了悟 第20組 樂運寺
30 鈴木　智成 第17組 願正寺 23 富沢　栄昌 第21組 超願寺
31 富樫　大樹 第17組 妙音寺 24 花房　憲証 第22組 善龍寺
32 直江　弘憲 第18組 長願寺 25 泉　　智慧 第23組 慶誓寺
33 藤田　賢哉 第19組 玄證寺 26 渡辺美奈子 第24組 正念寺
34 照光　雅能 第20組 照大寺 27 金子　英弥 佐渡組 專得寺
35 村手　淳史 第20組 光圓寺
36 安藤　栄寿 第21組 勝樂寺
37 坂部紀美子 第22組 安入寺
38 廣瀨　清和 第22組 淨念寺 № 氏名 組 寺院名 備考
39 泉　　智慧 第23組 慶誓寺 1 渡邉　智子 第1組 本立寺 差別
40 渡邊　秀志 第23組 孝順寺 2 繁原　　立 第1組 徳正寺 靖国
41 大溪　文祥 第24組 榮行寺 3 長　　砂男 第2組 萬德寺 男女
42 渡辺　正志 第24組 正念寺 4 石井　陽子 第3組 浄念寺 男女
43 上川　芳浩 佐渡組 本光寺 5 原　　　修 第4組 宗專寺 差別

6 大場　正信 第5組 善正寺 差別
7 二所宮　岳 第6組 淨照寺 差別
8 金子　詩織 第6組 最賢寺 差別

№ 氏名 組 寺院名 備考 9 水野 美也子 第7組 靈山寺 男女
1 上宮　　崇 第2組 善正寺 室長 10 宮越　　亮 第8組 臨行寺 靖国
2 桑田　正寛 第10組 西方寺 副室長 11 長尾　芽美 高田11組 添景寺 差別
3 深井　宏隆 第6組 最尊寺 12 井上　　博 高田11組 福樂寺 差別
4 虎石　　薫 第7組 法泉寺 13 横田　　力 高田12組 善徳寺 靖国
5 松村 さやか 高田12組 專德寺 14 宮本　亮二 高田13組 榮恩寺 靖国
6 富樫　沙織 第17組 妙音寺 15 金胎　芳子 高田13組 稱念寺 男女

16 大藤　美帆 第10組 勝願寺 靖国
17 佐々木 尚子 第10組 行通寺 差別
18 佐藤　法順 中越11組 念相寺 男女

№ 氏名 組 寺院名 備考 19 草間　　度 中越12組 勝覺寺 男女
1 渡邉　顕哲 第1組 清雲寺 20 神部　慈雲 中越13組 西方寺 差別
2 鈴井　祐恭 第2組 常圓寺 21 中山　善雄 第14組 寶國寺 差別
3 高橋　良暁 第3組 正光寺 22 鷲尾　信子 第14組 淨照寺 靖国
4 芳野　良英 第4組 正行寺 23 平出　和明 第15組 善慶寺 差別
5 大道　智竜 第5組 智願寺 24 廣瀨　誉応 第16組 法藏寺 差別
6 鎮西　広円 第6組 福成寺 25 新田　直美 第17組 光照寺 靖国
7 平出　文勇 第7組 願生寺 26 冨岡　教潤 第18組 圓性寺 靖国
8 法隆　光昭 第8組 明岸寺 27 渡邉　智龍 第18組 恩長寺 靖国
9 外立　　学 高田11組 高德寺 28 鳴澤　宏誓 第19組 長福寺 男女
10 矢嶋　一樹 高田12組 福正寺 29 関　　彩子 第20組 樂運寺 男女
11 井上　立英 高田13組 福淨寺 30 清水　寛志 第20組 通心寺 靖国
12 桑田　正寛 第10組 西方寺 31 服部由加理 第21組 本明寺 靖国
13 菅原 美瑠香 中越11組 願誓寺 32 村山　尚秀 第22組 浄音寺 男女
14 安原　陽二 中越12組 安淨寺 33 佐々木 ひとみ 第23組 福明寺 男女
15 松野　　祐 中越13組 善行寺 34 野々原 昌美 第23組 長行寺 男女
16 相川　町子 第14組 正嚴寺 35 松木　　譲 第24組 專明寺 靖国

36 藤岡　正典 佐渡組 淨願寺 差別

任期：2023.07.01～2026.06.30

伝道広報室委員

任期：2023.07.01～2026.06.30

任期：2023.07.01～2026.06.30

同朋社会協議会委員

任期：2023.07.01～2026.06.30

通信員

№ 氏名 組 寺院名 備考 № 氏名 組 寺院名 備考
1 渡邉　智子 第1組 本立寺 1 大西　真志 第1組 光德寺
2 金子　正美 第6組 最賢寺 2 鎮西　広円 第6組 福成寺
3 宮本　亮二 高田13組 榮恩寺 3 金子　詩織 第6組 最賢寺
4 佐々木 惠一郎 第10組 行通寺 4 八島　瑞生 第8組 源長寺
5 小林　智光 中越12組 淨照寺 5 岩崎　　歩 高田11組 專敬寺
6 濱松　智弘 佐渡組 勝廣寺 6 井上　宗温 第10組 聞光寺

7 永寶　　卓 第10組 淨敬寺
8 桑田　正寛 第10組 西方寺
9 松浦　武馬 中越11組 運行寺

№ 氏名 組 寺院名 備考 10 井上　知法 中越13組 願性寺
1 水嶋　　聡 第1組 光德寺 11 細川敏祐貴 第17組 護念寺
2 藤島　　直 第1組 圓照寺 12 小栁　円晃 第19組 明願寺
3 梅澤　未有 第1組 光照寺 13 村山　　匠 第22組 周圓寺
4 比後　　孝 第3組 大泉寺 14 佐々木　紀 第23組 安樂寺
5 滋野　憲史 第6組 善念寺
6 藤吉　　禅 中越13組 廣深寺
7 武樋　隆如 第14組 蓮光寺
8 池田　　陽 第18組 長周寺 氏名 組 寺院名 備考
9 今泉　温資 第21組 願浄寺 1 桑原　俊惠 第19組 善精寺 会長
10 渡邊　　学 第23組 明正寺 2 関　　英隆 第7組 淨善寺 委員
11 藤岡　俊也 佐渡組 專念寺 3 小原　秀一 第16組 存念寺 委員
12 大久保　州 佐渡組 廣永寺 4 橘　　　顯 第20組 顯了寺 委員

5 森　　惠成 第8組 善巧寺 補充員
6 吉藤　廣麿 第10組 專超寺 補充員
7 佐々木義浩 第15組 長延寺 補充員

常任委員
正副議長・正副門徒会長

参事会員・常任委員
正副議長・正副門徒会長・組長

正副議長・正副門徒会長・各学舎指導主任
議長・門徒会長・正副本部長

教化センター正副主任・聞思学場室長・指導
正副議長・正副門徒会長・正副本部長

（本誌126頁に名簿記載）

任期：2023.01.10～2026.01.09

同朋会館嘱託補導真宗本廟教化教導

同朋会館教導

慶讃事業推進委員会

門徒戸数調査委員会

災害対策委員会
共済委員会

任期：2023.01.01～2025.12.31

任期：2023.01.10～2026.01.09

新潟選挙区選挙管理委員会

真宗学院運営委員会

教学研鑽室運営委員会

委員会名
聖跡顕彰委員会

御依頼適正審議会

任期：2025.07.01～2029.06.30

各役職者による充て職での委員会所属一覧
役職

正副議長・正副門徒会長・参事会員
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大大谷谷祖祖廟廟ににつついいてて（（納納骨骨・・永永代代経経・・申申経経のの取取りり扱扱いい、、団団体体参参拝拝、、年年間間行行事事、、庫庫裡裡使使用用））  

１ インターネット事前予約について 

大谷祖廟「納骨・永代経」・「茶所別座申経」の申し込みは、６か月前より宗派ホームページ「大谷祖廟」ページから

行えます。なお、従来の当日の申込み・受付も行っています。 

２  「納骨・永代経」のお取り扱いについて 

次頁≪お取り扱い表≫の内容をご参照ください。 

３ 大谷祖廟納骨にともなう所属寺院の紹介について 

「納骨を機に、真宗大谷派寺院とのご縁を結んでいただくことを条件として」真宗大谷派寺院所属門徒以外の方々

の納骨受付をさせていただいています。 

４ 大谷祖廟納骨の生前の申込について 

生活様式の多様化により、高齢の夫婦のみで生活されている方や、一人暮らしをされる高齢者が増加する中で、寺

院との縁が希薄となり、自身の葬送を憂慮される方が増加しています。そのような現代社会のニーズに応えるべく、

「大谷祖廟納骨の生前申込」のお取り扱いを行っております。納骨種別につきましては、別座 1 等から 4 等までのお

取り扱いとなります。詳細は、大谷祖廟事務所までお問い合わせください。 
※お申し込みには、「事前説明」が必要になります。必ずご連絡をお願いいたします。 

５ 団体参拝について 

（１）納骨を伴う団体参拝について  
別院・教区・組・寺院において、大谷祖廟へ「納骨団体参拝」を希望される場合には、大谷祖廟事務所職員が日程

等について対応いたしますので事前にご連絡ください。 
（２）視察団体参拝について 
  大谷祖廟は、真宗大谷派門徒にとって大切な親鸞聖人の御廟所です。大谷祖廟への参拝とともに東西分派後の大

谷祖廟成立の歴史や江戸期の伝統建造物を案内します。 
（３）注意事項 

①大谷祖廟への団体参拝を希望される場合は、大谷祖廟事務所へ直接ご連絡いただくよう周知ください。 
②バス（マイクロを含む）による団体参拝の際は、必ず大谷祖廟事務所への事前にお申込みください。 

６ 大谷祖廟の年間の仏事・行事について 

《永代経法要》毎日、午後 2時 30分からの本堂において勤修。 

《定 例 法 話     》毎月 13日・28日に午後 2時 30分からの永代経法要に引き続き大谷祖廟本堂において開催。ただし、

8月 13日・9月 28日・11月 28日・12月 28日は休止。 

《暁 天 講 座     》8月 1日から 5日まで 午前 6時 30分から勤行・法話 

1日（金） 織田 顕祐 氏（教学研究所所長） 

2日（土） 真城 義麿 氏（山陽四国教区伊予組善照寺住職） 

3日（日） 松金 直美 氏（大谷大学専任講師） 

4日（月） 桑羽 隆慈 氏（浄土真宗本願寺派 参務） 

5日（火） 古賀 堅志 氏（真宗大谷派参務）  

《万 灯 会     》8月 14日から 16日までの午後 6時から午後 9時まで夜間参拝ができるよう、大谷祖廟・東大谷墓地全

域において提灯を点灯。お参りされる方が亡き人を「諸仏」として受け止め、本願念仏の教えを聞いて

いただきたいという願いのもと実施。 

・万灯会お盆法要 期間中、本堂にて毎日午後 7時より勤行・法話 

講師：佐賀枝 夏文 氏（大谷大学名誉教授） 

・子 ど も 提 灯 大谷保育協会加盟園の園児が描いた画で提灯を作成し点灯 
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《報 恩 講     》9月 27日から 28日まで本堂において厳修。 

逮夜 27日 午後 2時始 

晨朝 28日 午前 8時 15分始 

日中 28日 午前 10時 30分始 引き続き法話  

《花 ま つ り     》4月 1日から 8日まで本堂前に花御堂を設置し、釈尊・親鸞聖人の誕生会を縁に、仏教・真宗の教えに

ふれていただくことを願いとして実施。期間中に「子どものつどい in大谷祖廟」を開催予定。 

《花文字伝道》年４回（お盆、春・秋彼岸、年末年始）、御廟に供えられた仏花を用いて、大谷祖廟境内において花

文字を製作。仏教に関する言葉を広く紹介し、併せて説明文を配布。花文字再荘厳後は堆肥にして参

拝者へ配布。 

７ 庫裡の使用について 

団体参拝昼食会場や法要会場として庫裡の使用を希望される場合は、使用手続き（冥加金等）について事前に大谷

祖廟事務所へお問い合わせください。 

８ 仏前結婚式について 

 大谷祖廟の庫裡賀慶殿において、仏前結婚式を執行することができます。真宗大谷派寺院関係者以外の方もお申込

みいただけます。詳細につきましては、大谷祖廟事務所までご連絡ください。会場の下見（見学）も承っております。 

※大谷祖廟仏前結婚式パンフレットは HPよりダウンロードできます。 

９ 東大谷墓地事務所定休日（受付休止日）について 

毎週木曜日（祝日等除く）は定休日となっております。定休日は電話対応を含めた各種受付業務を休止しますが、供

物販売のみ行います。 

 

大谷祖廟 お取り扱い表  

納骨・永代経種別                         
種別 志納額 読経 お取り扱い 

別座１等 1,000,000円以上 

別座読経 

納骨当日、抹茶接待 

毎月の命日・春秋彼岸・盂蘭盆会に永代読経 

祥月命日・春秋彼岸に 30年間案内状送付 

別座２等 500,000円以上 

納骨当日、抹茶接待 

毎月の命日・春秋彼岸に永代読経 

祥月命日・春秋彼岸に 20年間案内状送付 

別座３等 300,000円以上 

納骨当日、抹茶接待 

毎月の命日・春秋彼岸に永代読経 

祥月命日・春秋彼岸に 10年間案内状送付 

別座４等 150,000円以上 毎月の命日に永代読経。祥月命日に 10年間案内状送付 

 
納骨・永代経志  

種別 
志納額 

読経 お取り扱い 
通常  容器大/改葬 

１種 100,000円以上 120,000円以上 

一座読経 

毎月の命日に永代読経。 

祥月命日に 10年間案内状送付 

２種 70,000円以上 90,000円以上 祥月命日と彼岸会（春または秋）に永代読経 

３種 40,000円以上 60,000円以上 彼岸会（春または秋）に永代読経 

４種 20,000円以上 40,000円以上 永代経のお取り扱いはございません 
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※ 容器の大きさに応じた納骨志の加算について 
大谷祖廟においては、宗祖親鸞聖人追慕の情により、歴史と伝統の中で御廟に 

「分骨」をお納めいただいてきました。 
しかし、近年、大きな容器にて納骨を申し込まれる方が増加しております。 
高さ１５㎝・直径９㎝を超える容器（骨壺）で納骨のお申し込みをされる場合は、 
１種から４種までの納骨志に２万円を加算してご志納いただきます。 

※ 別座１等、別座 2等、別座 3等のお申込みは、事前準備のため、インターネット 

からの予約ができません。直接大谷祖廟事務所までご連絡ください。 

※「改葬納骨志」について 

  近年増加する「墓じまい」等に伴って、改葬されたご遺骨の納骨を受付する際に、「法名」・「俗名」等の情報がす

べて不明の場合には、「改葬納骨志」２０万円以上のご志納により受付をさせていただきます。詳細は、大谷祖廟事

務所までご連絡ください。 

《申 経》  

種別 志納額 場所 読経 

賀慶殿別座申経 70,000円以上 賀慶殿 別座読経 

茶所別座申経 50,000円以上 茶所仏間 別座読経 

本堂申経 7,000円以上 本堂 一座読経 

茶所申経 5,000円以上 茶所仏間 一座読経 

御廟申経 5,000円以上 御廟 一座読経 

総 経 1,000円以上 御廟 夕刻に総じて読経 

    ※賀慶殿別座申経はお電話のみの予約となります。 

《受付時間》 年中無休 
午前の部 午後の部 

8 時 45 分～11 時 30 分 12 時 45 分～15 時 30 分 
※11時 30分から 12時 45分まで事務･お取り扱い休止 

〈案内時間〉 

一座読経 別座読経 

他のお申込者と一緒にお参りいただきます ご親族、関係者のみでお参りいただけます 

午前の部 午後の部 午前の部 午後の部 

9：20～ 13：20～ 9：00～ 13：00～ 

9：50～ 13：50～ 10：20～ 15：00～ 

10：40～ 15：30～ 11：10～  

11：30～    

※茶所申経は、受付後、適宜ご案内します。 

※別座 15：00～についてはご案内できない場合がありますので、大谷祖廟事務所までお問い合わせください。 

※案内時間の 30分前を目途に大谷祖廟にて受付ください。 

 
【注意点】 

①納骨されたご遺骨の返還・改葬はできません。 

②参拝者専用駐車場について 

・入庫可能時間：午前 8時 30分から午後 4時まで（但し、出庫は午後 4時 30分まで） 

※※春春・・秋秋彼彼岸岸会会、、おお盆盆並並びびにに土土・・日日・・祝祝日日はは大大変変混混雑雑すするるたためめ、、公公共共交交通通機機関関をを利利用用ししててのの参参拝拝をを奨奨励励くくだだささいい。。  

※※毎毎年年 1122月月 3311日日かからら翌翌年年 11月月 33日日ままでで参参拝拝者者駐駐車車場場はは閉閉鎖鎖ししてていいまますす。。  

 

高
さ 

15
㎝ 

幅 9 ㎝ 
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真宗大谷派 大谷祖廟 

庫裡使用冥加金表 

 
用途 使用部屋 使用冥加金 備考 

仏前結婚式 

賀慶殿 

150,000円 

挙式会場 

曲水の間 親族控室 

石庭の間 親族控室 

                                 （半日：3.5時間まで） 

用途 使用部屋 使用冥加金 備考 

法事 賀慶殿 
15,000円  

30,000円 お斎を伴う場合 

 

その他 

 

賀慶殿 10,000円  

曲水の間 5,000円  

石庭の間 5,000円  

仏前結婚式 参勤部屋① 5,000円 控室・着付部屋 

仏前結婚式 参勤部屋② 5,000円 控室・着付部屋 

 

用途 使用部屋 使用冥加金  

仏前結婚式（前撮り） 庫裡各部屋 10,000円  

※使用時間は9時～16時までです。使用時間が3.5時間を超えた場合、使用冥加金は倍額となります。 

※大谷祖廟では仕出し業者の紹介をしておりますが、手配はご自身でお願いいたします。 

※仏前結婚式については、別のお申し込みが必要となります。また、会場の見学についても職員がご案   

内いたしますので、お気軽に大谷祖廟事務所までご連絡ください。 
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高田別院からのご案内（2025年度）
　
　平素より高田別院の護持運営にご理解並びにご尽力を賜りますこと、厚く御礼申し上げます。
　さて、今年度別院では2018年に厳修された高田教区宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌法要を経て、新
たな50年に向け各教化事業や御影巡回法座を中心とした法義の相続、また報恩講や春の法要を中心と
した法要儀式の伝達に努めてまいります。ご協力賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

（1）別院休館日のお知らせ
　土日祝日は休館しています。各種お問い合わせ等の電話連絡も平日（8:45～17:15）にお願いいたします。
　＊ 諸法要（報恩講等）の予定日や、盆や正月のほか諸行事（御命日のつどい等）・事前に予約を受

けた納骨・貸館などの予定時間は土日祝日でも開館します

（2）2025年度寺院冥加金並びに護持金のご依頼
　寺院冥加金は１ヵ寺10,000円、護持金はご門徒１戸あたり1,000円のご依頼を申し上げます。何卒、
別院護持にご理解を賜りますようお願い申し上げます。
　なお、2025年度（今年度）より、護持金の算定基準は新たに「新教区発足に向けた門徒戸数調査」
の指数（2022年実施：新潟教区への届出指数）が使用されています。

（3）報恩講（おたや）のご案内
▽日程について
　10月９日（木）午後～12日（日）
▽参拝について
　一般参拝・団体参拝ともに受け入れします　＊お斎の用意もあります
　納骨堂での申経の受け付けもします　＊時間等の制限あり
▽出仕について
　一般出仕を受け入れします　＊参勤御依頼日は下表
▽法話講師
　９日：豊島貴子氏　10・11日：井上円氏・内山真明氏
▽公開講演会　12日：牧野豊丸氏（福井教区託願寺）
▽御伝鈔拝読　10日夕方
▽帰敬式　11日午後（結願逮夜後）
▽鍵役御参修法要  11日結願逮夜・12日結願日中
▽おたや実行委員会による催し　12日終日
▽その他　得度式受式者の集い・子ども報恩講
　　　　　高田大谷保育園報恩講・園児による絵画展など
各組参勤御依頼日

10月９日（木） 10日（金） 11日（土） 12日（日）
７
時

初晨朝
第６組

中晨朝
第６組

結願晨朝
第６組

10
時

初日中（入楽）
第１組
第８組

中日中（入楽）
第２組・第３組
高田11組

結願日中（入楽）
（御参修）
全　組

13
時
半

初逮夜（入楽）
第４組
第５組

中逮夜（入楽）
高田12組
高田13組

結願逮夜（入楽）
（御参修）
全　組

〔結願日中　12日〕〔結願日中　12日〕
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（4）納骨墓の改築について

御修復の完了した大門 大門内部の棟札

改築した納骨墓（左）

納骨礼拝堂（右）

　これまでの納骨墓は建築後90年近くが経過し、風雪による老朽化が進んでいましたので、院議会他
諸機関での協議の結果、2023年10月中旬から2024年４月初旬にかけて全面改築（＊石作りの納骨墓の
みで木造の納骨礼拝堂は除く）を行い、新しい納骨墓が完成しました。高田別院とのご縁を結んでい
ただくべく、分骨納骨を奨励しておりますので、ご門徒の方々にぜひご案内ください。

（5）大門等の国指定登録有形文化財認定について
　2017年に高田別院宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌記念事業として大門等の御修復が完了しました。
1827（文政10）年に棟梁竹澤志摩則行によって造営された大門は、総欅造りで文化文政期の華やいだ
彫刻が施されています。造営後約200年を経過したため、御修復工事を行いました。
　また、2015年３月14日付けで国の文化審議会答申により別院本堂・大門及び築地塀・鐘楼の４件が
国の登録有形文化財に認定されております。

（6）別院各講座のご案内
高田別院親鸞教室
▽『歎異抄 』に学ぶ（先住上人ご命日法話）
　毎月12日　午後１時30分より　＊１・２・８月は勤行のみ
　講師：林康一朗氏（第８組圓性寺）
　テキスト：『歎異抄』（東本願寺出版）
▽親鸞聖人ご命日法話
　毎月27日　午後１時30分より　＊１・２月は勤行のみ
　講師：年間行事予定表をご覧ください
▽高田別院俳句の会（仏法との出遇い）
　毎月20日　午後１時30分より　＊日の変更あり
　優秀作品は『高田別院だより』・ホームページに掲載
▽高田別院書写の会（正信偈書写本の書写会）
　毎週水曜日 午前７時より　＊春から秋（８月を除く）

『歎異抄』に学ぶ『歎異抄』に学ぶ
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（7）「乗如上人墨衣の御影」巡回法座について
　「墨衣の御影」（本願寺第19世乗如上人）は、本願寺第20世
達如上人より、特別の意味をもって頸城郡ご門徒へ享和元年
（1801年）３月22日に授与いただき、別院にて所蔵しています。
　天明の大火（1788年）により、本願寺は両堂を焼失しました
が、翌年には御影堂の再建がはじまり、頸城郡のご門徒は10余
年の間、郷里を離れて再建のお手伝いをし、阿弥陀堂並びに大
門も落成いたしました。その間、ご門徒の宿泊所（後の詰所）
へ乗如上人は墨衣姿で出向かれ、 毎日お講が開かれました。そのときの姿をお写したのが「墨衣の御
影」であり、帰郷後も法義を相続し、本廟を護持されるよう願われたことです。各寺院の同朋会での
兼修など多くの会所で開催いただきますよう皆様のご協力をお願い申し上げます。

（8）別院納骨について
　真宗門徒である私たちは、大谷祖廟または本山へ納骨し手を合わせることを通して、親鸞聖人と出
遇い、自らのいのちの中に浄土に還り倶に一処に会う世界（倶会一処）を見いだしていくことが願わ
れているのです。大谷祖廟や本山への納骨の他に高田別院でも納骨を受け付けております。ぜひ別院
納骨をしていただきますようお願い申し上げます。
　なお、別院納骨をいただいた皆様には「春の法要」・「報恩講」で勤まります納骨者追弔法要のご
案内を送付させていただいております。
▽納骨志納金　１体（頂骨等お骨の一部）　30,000円以上（御明料志含む）
　　　　　　　＊大谷祖廟への分骨をご希望の方は別途志納金が必要です
▽納骨申込み　納骨台帳を作成しておりますので法名・ご命日・住所・氏名等をお知らせください

（9）別院墓地申込みについて
▽墓地設置冥加金

▽墓地管理費　年間5,000円
　設置いただけます方は、浄土真宗のご門徒に限られ、お手次ぎ寺院の了承が必要です

（10）『高田別院だより』について
　毎年２回、３・９月に発行しています『高田別院だより』は、崇敬内の全ご門徒分を印刷し、お手
次寺院を通じてお配りいただいています。ご覧いただきますようよろしくお願い申し上げます。

（11）ホームページについて

墓地区画 区画数 １区画墓地設置冥加金
4.5尺（135㎝）×4.5尺 約１９０ ３００，０００円
６尺（180㎝）×６尺 約１６０ ５００，０００円

高田別院　アドレス
http://www.takada-betsuin.jp

高田大谷保育園　アドレス
https://www.takada-oh.jp

「高田別院」もしくは「高田大谷保育園」で検索 　　
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高田別院行事予定表（2025年８月～2026年３月）
８月 ５日　　午前６時30分

６日　　午前６時30分
12日　　午後１時30分
13日～15日
20日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

暁天講座　講師：大場正信氏（５組善正寺）
不戦平和の誓いの鐘　講師：石井浩順氏（３組淨念寺）
ご命日法要（勤行のみ）
盂蘭盆会
別院俳句の会
ご命日法要　講師：森　惠成氏（８組善巧寺）

９月 上旬
12日　　午後１時30分
20日　　午後１時30分
23日　　午前７時
27日　　午後１時30分

『高田別院だより』第51号発刊予定
ご命日法要　法話：「『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
秋季彼岸会法要
ご命日法要　講師：梅澤　崇氏（４組持專寺）

10月 上旬
９日～12日
20日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

高田別院奉仕研修
高田別院「報恩講」（おたや）
別院俳句の会
ご命日法要　講師：選定中

11月 12日　　午後１時30分
20日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

ご命日法要　法話：「『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
ご命日法要　講師：増村俊一氏（６組淨照寺）

12月 12日　　午後１時30分
20日　　午後１時
27日　　午後１時30分
31日　　午後11時30分

ご命日法要　法話：「『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
ご命日法要　講師：繁原　易氏（１組德正寺）
歳末昏時・除夜の鐘

2026
１月

１日　　午前０時30分
２・３日　午前７時30分
12日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

修正会
修正会
先住上人ご命日法要（勤行のみ）
親鸞聖人ご命日法要（勤行のみ）

２月 12日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

ご命日法要（勤行のみ）
ご命日法要（勤行のみ）

３月 上旬
12日　　午後１時30分
20日　　午後１時30分
21日　　午前７時30分
27日　　午後１時30分

『高田別院だより』第52号発刊
ご命日法要　法話：「『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
春季彼岸会法要
ご命日法要（御影巡回）　講師：別院列座

○毎月12日、27日のご命日法要にご出仕いただくことができます。
　　午後１時30分始経です。ご出仕いただける方は前日までに別院へお知らせください。
　　　▽装束：黒衣（直綴）・五条袈裟
　　　▽法要次第：正信偈（草四句目下）・念仏讃淘三
　　　　　　　　　　和讃　12日：弥陀成仏ノコノカタハ　次第六首
　　　　　　　　　　　　　27日：弥陀大悲ノ誓願ヲ　次第六首
　　　　　　　　　回向（願以此功徳）・御文
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高田別院役職者名簿（敬称略）

▽責任役員　任期：2026年７月９日
・楠田昌樹　　第３組西性寺 ・小林　強　　第２組善正寺門徒
・山﨑義文　　高田13組本敬寺 ・久保田幸正　第５組聽信寺門徒

▽監事　任期：2026年７月９日
・渡邉闡壽　第１組勝蓮寺　 ・青木雄司　　第８組蓮休寺門徒

▽院議会議員
１号議員（組長議員）任期：2026年３月31日 ２号議員（教区会議員）任期：2026年４月23日

・水嶋　聡　　第１組光德寺 ・渡邉順哲　　第１組清雲寺
・渡邉義要　　第２組乘雲寺 ・小山了信　　第２組明通寺
・筒石晃一　　第３組應満寺 ・内山順恵　　第４組養性寺
・日野顕英　　第４組随念寺 ・土屋有為子　第５組蓮光寺
・横山英一　　第５組寳善寺 ・豊島　信　　第６組西光寺
・藤原　哲　　第６組照蓮寺　院議会議長 ・宮越　亮　　第８組臨行寺
・羽深一浩　　第８組覺願寺 ・岩崎　修　　高田11組稱專寺
・大滝法円　　高田11組圓重寺 ・松浦彰英　　高田12組法西寺
・堀井光英　　高田12組横超寺
・井上一英　　高田13組福淨寺

３号議員（教区門徒会選出議員）任期：2027年３月31日 ３号議員（組門徒会選出議員）任期：2027年３月９日
・甲村　聰　　第１組圓照寺門徒 ・太田茂機　　第１組勝蓮寺門徒
・長﨑信子　　第３組本廣寺門徒 ・藤田　清　　第２組唯心寺門徒
・中里雅之　　第４組西勝寺門徒 ・渡辺和夫　　第３組明了寺門徒
・石田恵三子　第５組光源寺門徒 ・荒井保夫　　第４組常見寺門徒
・川﨑幹彦　　第６組得願寺門徒 ・長谷川勝彦　第５組善正寺門徒
・川崎正秀　　第８組善巧寺門徒 ・竹内恵市　　第６組照行寺門徒
・松野一治　　高田11組光圓寺門徒 ・石川　登　　第８組等覺寺門徒
・横田哲治　　高田12組西忍寺門徒 ・保坂邦夫　　高田11組敬覺寺門徒
・木澤和男　　高田13組本敬寺門徒 ・金子敏美　　高田12組善德寺門徒

・平野敏一　　高田13組信光寺門徒

４号議員（輪番選定議員）任期：2026年７月９日
・丸田　博　　高田別院門徒 ・北條賴宗　　第６組照行寺
・石井浩順　　第３組淨念寺

▽高田別院列座
・石黒恵史　　第６組養福寺 ・比護秀美　　第２組東浄法寺
・滋野康賢　　第６組善念寺 ・高橋良暁　　第３組正光寺
・稲清水等　　第６組等正寺 ・古川達也　　第６組蓮受寺
・直江証成　　第５組林覺寺

▽高田別院職員
輪　　　番　　藤懿信麿（ふじいのぶまろ） 　列座兼書記　　八島崇成（やしまたかなり）
副　輪　番　　江口兼弥（えぐちけんや） 　事　務　員　　近藤幸子（こんどうさちこ）
会　　　計　　千名琢爾（せんなたくじ）

高田別院行事予定表（2025年８月～2026年３月）
８月 ５日　　午前６時30分

６日　　午前６時30分
12日　　午後１時30分
13日～15日
20日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

暁天講座　講師：大場正信氏（５組善正寺）
不戦平和の誓いの鐘　講師：石井浩順氏（３組淨念寺）
ご命日法要（勤行のみ）
盂蘭盆会
別院俳句の会
ご命日法要　講師：森　惠成氏（８組善巧寺）

９月 上旬
12日　　午後１時30分
20日　　午後１時30分
23日　　午前７時
27日　　午後１時30分

『高田別院だより』第51号発刊予定
ご命日法要　法話：「『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
秋季彼岸会法要
ご命日法要　講師：梅澤　崇氏（４組持專寺）

10月 上旬
９日～12日
20日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

高田別院奉仕研修
高田別院「報恩講」（おたや）
別院俳句の会
ご命日法要　講師：選定中

11月 12日　　午後１時30分
20日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

ご命日法要　法話：「『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
ご命日法要　講師：増村俊一氏（６組淨照寺）

12月 12日　　午後１時30分
20日　　午後１時
27日　　午後１時30分
31日　　午後11時30分

ご命日法要　法話：「『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
ご命日法要　講師：繁原　易氏（１組德正寺）
歳末昏時・除夜の鐘

2026
１月

１日　　午前０時30分
２・３日　午前７時30分
12日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

修正会
修正会
先住上人ご命日法要（勤行のみ）
親鸞聖人ご命日法要（勤行のみ）

２月 12日　　午後１時30分
27日　　午後１時30分

ご命日法要（勤行のみ）
ご命日法要（勤行のみ）

３月 上旬
12日　　午後１時30分
20日　　午後１時30分
21日　　午前７時30分
27日　　午後１時30分

『高田別院だより』第52号発刊
ご命日法要　法話：「『歎異抄』に学ぶ」林康一朗氏（８組圓性寺）
別院俳句の会
春季彼岸会法要
ご命日法要（御影巡回）　講師：別院列座

○毎月12日、27日のご命日法要にご出仕いただくことができます。
　　午後１時30分始経です。ご出仕いただける方は前日までに別院へお知らせください。
　　　▽装束：黒衣（直綴）・五条袈裟
　　　▽法要次第：正信偈（草四句目下）・念仏讃淘三
　　　　　　　　　　和讃　12日：弥陀成仏ノコノカタハ　次第六首
　　　　　　　　　　　　　27日：弥陀大悲ノ誓願ヲ　次第六首
　　　　　　　　　回向（願以此功徳）・御文
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新井別院からのご案内（2025年度）
　
　平素より新井別院の護持運営にご理解並びにご尽力を賜り、誠にありがとうございます。厚く御礼
申し上げます。
　今年度も報徳会・納骨堂法要、報恩講、墨衣御影巡教などを中心とした声明儀式の伝達、聞法道場
としての活動に努めてまいります。ご協力賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

（1）報恩講（おたや）について
　2025年度報恩講は、11月１日（土）初逮夜より４日（火）結願日中までの三昼夜法要のお勤めです。
皆様お誘い合わせの上、ご参拝くださいますようご案内申し上げます。
　なお、団体参拝と御斎をご希望の方は、事前に別院へお申し込みください。

·２日：御伝鈔拝読・全戦没者追弔法要
· ３日：庭儀（稚児行列）・子ども報恩講・恵信尼公法要
·４日：納骨者追弔法要
·その他　 ときわこども園園児の絵画展・参拝、大根煮御振舞

（予定）、新井ばやし保存会太鼓演奏（予定）など

（2）墨衣の御影巡教について
　「墨衣の御影」（本願寺第19世乗如上人の墨衣姿の御影）は、本願寺第20世達如上人より、天明８
年（1788年）京都に起った火災で本山が類焼した折、十余ヶ年の間再建の御奉仕をされた頚城の御門
徒が帰国に際して賜ったものです。現在、その墨衣の御影は新井別院でお預かりして、年一度、頸南
全域を巡回しております。墨衣の御影は、その折奉仕を同じくされた全国の御門徒へそれぞれ賜った
ものですが、現在確認されているものは僅かとなっております。
　各寺院の研修会・同朋会での兼修など、多くの会所で開催することができますよう、皆様のご協力
をお願い申し上げます。

（3）報徳会・納骨堂法要について
　新井別院『報徳会・納骨堂法要』について、教区内僧侶におかれましてはどなたでも出仕できます
ので、ぜひ出仕くださいますようご案内いたします。
　報徳会・納骨堂法要
　　①　日　時　毎年６月24日　午後１時30分
　　②　場　所　新井別院本堂
　　③　装　束　裳附・五条
　　④　和　讃　十方微塵　添　万行ノ
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（4）別院納骨について
　真宗門徒である私たちは、大谷祖廟または本山へ納骨し、手を合わせることを通して、親鸞聖人と
出遇いを、自らのいのちの中に浄土に還り、倶に一処に会う世界（倶会一処）を見いだしていくこと
が願われております。大谷祖廟や本山への納骨の他に、新井別院でも納骨を受け付けております。ぜ
ひ新井別院へ納骨くださいますようお願い申し上げます。
　なお、別院納骨をいただいた皆様には「報徳会」「報恩講」で勤まります納骨者追弔法要のご案内
を送付させていただいております。

▽納骨志納金　１体（頂骨等お骨の一部）20,000円以上（御明料志含む）
　　　　　　　※大谷祖廟への分骨をご希望の方は別途20,000円以上の志納金が必要です。
▽納骨申し込み　納骨台帳を作成いたしております。法名・ご命日・住所・氏名等をお知らせください。

（5）別院墓地申し込みについて
▽墓地設置冥加金
　墓地区画並びに設置冥加金は下記のとおりです。

区分 墓地設置冥加金
135㎝（4.5尺）×135㎝ 300,000円
180㎝（６尺）×180㎝ 500,000円
210㎝（７尺）×210㎝ 700,000円

▽墓地志納金（管理費）　年間3,000円
　設置いただけます方は、浄土真宗のご門徒に限られ、お手次ぎ寺院の了承が必要です。

（6）別院清掃奉仕研修について
　４月・７月・10月・12月の年４回、20日前後の平日に開催しております。
　受付開始：午前８時半より
　開会式・勤行：午前９時
　法話：午前10時半頃
　御斎：午前11時半頃
　内容：清掃・法話・御斎
　持ち物：念珠・勤行本・軍手等の清掃用具・推進員手帳
　　※他に御寺院・同朋会等の別院奉仕もお待ちしております。

（7）『新井御坊』（新井別院新聞）について
　毎年２回、９月と２月に発行しております『新井御坊』は、崇敬内のお手次寺院や世話方様を通じ
てお配りいただいております。ご覧いただきますようよろしくお願い申し上げます。
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新井別院役職者名簿（敬称略）　2025年７月10日現在
▽責任役員　任期：2023年７月１日～2026年６月30日

・桃井正尊　　西蓮寺 ・尾崎秀行　　極生寺
・増村正勝　　本龍寺門徒 ・横尾幸秀　　極生寺門徒

▽常議員　任期：2023年７月１日～2026年６月30日
・山崎正悟　　光源寺　　　１号（組長・副組長） ・渡邊　唯　　正善寺　　　１号（組長・副組長）
・舟見玲子　　敬覚寺　　　２号（教区選出） ・阿部利秀　　極生寺門徒　３号（組門徒・会長）
・宮本俊英　　正念寺門徒　３号（組門徒・副会長） ・小島和子　　極生寺門徒　３号（組門徒）
・関　英隆　　浄善寺　　　４号 ・堀河知行　　専念寺　　　４号
・島田鉄男　　聞称寺門徒　４号（順番長）

▽監事　任期：2023年７月１日～2026年６月30日
・池永善成　　勝楽寺 ・藤井正巳　　極生寺門徒

▽院議会議員
１号議員（組長議員）
　　任期：2023年7月1日～2026年6月30日

２号議員（教区会議員）
　　任期：2023年７月１日～2026年６月30日

・山崎正悟　　光源寺 ・舟見玲子　　敬覚寺
・渡邊　唯　　正善寺
・浅山　景　　勝福寺
３号議員（教区門徒会選出議員）任期：2023年７月１日～2026年６月30日

・阿部利秀　　極生寺門徒 ・森田浩栄　　圓常寺門徒
・宮本俊英　　正念寺門徒 ・小林一彦　　本龍寺門徒
・手塚昭三　　慈雲寺門徒 ・小林喜一　　専念寺門徒
・小島和子　　極生寺門徒 ・金子玲子　　極生寺門徒

４号議員（輪番選定議員）任期：2023年７月１日～2026年６月30日
・関　英隆　　浄善寺 ・宮川貞紀　　廣建寺門徒
・堀河知行　　専念寺 ・佐藤栄一　　願楽寺門徒
・平出文勇　　願生寺 ・島田鉄男　　聞称寺門徒（順番長）
・渡辺和磨　　覚願寺 ・古川照子　　光源寺門徒
・高水尚英　　慈雲寺 ・東條保子　　専念寺門徒
・水野　宏　　霊山寺 ・梨本一好　　本龍寺門徒
・虎石　薫　　法泉寺 ・清水　保　　西蓮寺門徒
・竹田　証　　本龍寺 ・安原　武　　浄善寺門徒
・小島英子　　速念寺 ・岡田和則　　西蓮寺門徒

▽新井別院列座
・岡寺広明　　良明寺 ・古見　豊　　照光寺
・宇野　均　　願勝寺 ・桃井肖章　　西蓮寺
・水野正貴　　聞称寺 ・関　隆徳　　浄善寺
・堀河如信　　専念寺

▽新井別院職員
輪　　　番　　藤懿信麿　（ふじいのぶまろ）
副　輪　番　　江口兼弥　（えぐちけんや）
会計兼常勤列座　　古見太郎　（ふるみたろう）
職　　　員　　田中ひろみ（たなかひろみ）

新井別院行事予定表（2025年８月～2026年６月）
2025年８月 13日～15日

13日
盂蘭盆会
墓地管理費受付

　　　９月 １日 新井御坊（第77号）発行予定
　　　10月 20日 10月期別院清掃奉仕研修会
　　　11月 １日

２日
３日
４日

報恩講
報恩講園児参拝　全戦没者・物故功労者追悼法要
庭儀（会所勤行）　恵信尼公法要
納骨者追弔法要

　　　12月 19日
31日

12月期別院清掃奉仕研修会
歳末昏時

2026年２月 上旬
２月～４月

新井御坊（第78号）発行予定
墨衣御影巡教

　　　６月 24日 報徳会・納骨堂法要
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三条別院より事務連絡及び行事案内について 
  

【【事事務務連連絡絡】】  

○○  別別院院維維持持費費御御依依頼頼ににつついいてて  

・・22002244 年年度度  

• 御御依依頼頼額額：41,922,900円 

• 収収納納額額：41,622,190 円 （収納率 99.2％） 

• 過過年年度度分分収収納納額額：150,910 円 

お納めいただき、有難うございました。 

・・22002255 年年度度  

• 御御依依頼頼額額：41,986,410円 

今年度の三条別院維持金につきましては、上記金額を崇敬区内御寺院に御依頼申し上げます。 

昨年より、老朽化の進んでいた塀垣を中心に、大規模修復が必要な箇所をまとめ、責任役員会・常議

員会・院議会で相談させていただき、修繕をすすめているところです。 

 本年 7 月には、塀垣工事が完了いたしました。引き続き、大規模修復が必要な箇所について諸会

議で精査し、着工していく予定です。特記事項としては、本年 6 月に 2 階研修室のエアコンが故障

し、緊急対応として営繕積立金から 1,500,000 円回付し、対応することを 2025 年度院議会（通常会）

で可決頂きました。 

修繕がある程度終了しましたら、以降は昨年増額分については営繕積立金に回付させていただく

予定です。 

つきましては、現在下記の①、②を合算した御依頼となっております。今年度も御納金賜りますよ

う伏してお願い申し上げます。 

御御依依頼頼基基準準  

① 門門徒徒戸戸数数１１戸戸ああたたりり 660000 円円 

（門徒戸数 10 戸以下の寺院は一律 6,000 円） 

② 旧旧三三条条教教区区のの教教区区費費にに含含めめてて御御依依頼頼ししてていいたた額額分分ととししてて 77,,227722,,000000 円 

2022 年度増額した旧教区費に該当する 10,000,000 円から、 

教区からの会館光熱水費負担約 2,000,000 円、会館維持負担金 728,000 円を差し引

いた 7,272,000 円（光熱水費の増減はあるものの、2023年度から同額）を、新潟教

区費の御依頼割当基準にて御依頼。 

※新潟教区発足に向けた教区門徒戸数調査の結果を準用（崇敬寺院分）。 
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【【行行事事案案内内】】  

【【秋秋彼彼岸岸会会・・朝朝のの人人生生講講座座】】  

• 期期日日：9 月 20 日（土）～22 日（月） 

o 6：00 晨朝 

o 6：30 人生講座（質疑応答含め約 60 分） 

o 逮夜法要 13：30 より 

o 日中法要 10：00 より 

• 講講師師： 

o 人生講座：詳細は三条別院のホームページに掲載しています。 

o 彼 岸 会：東 真行 氏（東本願寺出版、元親鸞仏教センター研究員） 

• 特特記記： 

2025 年は金子大榮師の 50 回忌にあたり、また『浄土の観念』から 100 年ということで東氏

に、金子大榮氏の事績と「観念の浄土説」、戦時下の思索の問題、戦後の再出発などのお話を、

3 日間にわたってお話しいただきます。 

 

【【三三条条別別院院おお取取りり越越しし報報恩恩講講ににつついいてて】】  

○○  期期日日  

• 11 月 5 日（水）～8 日（土） 

• 11 月 5 日（水）11：00 お待ち受け音楽法要を厳修 

• 帰敬式：6 日・7 日の日中法要後に鍵役より執行予定 

○○  御御懇懇志志・・参参拝拝ののおお願願いい  

• 報恩講懇志（寺院懇志：1 口 8,000 円、門徒懇志：5,000 円をめやす）を年度初めの御依頼

状に同封しております。ご協力よろしくお願いいたします。 

○○  各各組組団団体体参参拝拝ババススのの助助成成  

• 報恩講期間中の各日団参を受付 

o 5 日・8 日：精進弁当あり 

o 6 日・7 日：お斎料理あり 

• 助成金額（組扱い団参に限る）※助成額は検討中 

o 大型バス：50,000 円 

o 中型バス：30,000 円 

o マイクロバス：20,000円  

○○  法法話話講講師師  

• 乾 文雄 氏（大谷中学・高等学校長）（写真左） 

（5 日、6 日 13:00～13:50） 

• 沙加戸 弘 氏（大谷大学名誉教授）（写真右） 

（7 日 12:50～14:20、8 日 13:10～14:10） 

                                                        乾 文雄 氏    沙加戸 弘 氏  

三条別院より事務連絡及び行事案内について 
  

【【事事務務連連絡絡】】  

○○  別別院院維維持持費費御御依依頼頼ににつついいてて  

・・22002244 年年度度  

• 御御依依頼頼額額：41,922,900円 

• 収収納納額額：41,622,190 円 （収納率 99.2％） 

• 過過年年度度分分収収納納額額：150,910 円 

お納めいただき、有難うございました。 

・・22002255 年年度度  

• 御御依依頼頼額額：41,986,410円 

今年度の三条別院維持金につきましては、上記金額を崇敬区内御寺院に御依頼申し上げます。 

昨年より、老朽化の進んでいた塀垣を中心に、大規模修復が必要な箇所をまとめ、責任役員会・常議

員会・院議会で相談させていただき、修繕をすすめているところです。 

 本年 7 月には、塀垣工事が完了いたしました。引き続き、大規模修復が必要な箇所について諸会

議で精査し、着工していく予定です。特記事項としては、本年 6 月に 2 階研修室のエアコンが故障

し、緊急対応として営繕積立金から 1,500,000 円回付し、対応することを 2025 年度院議会（通常会）

で可決頂きました。 

修繕がある程度終了しましたら、以降は昨年増額分については営繕積立金に回付させていただく

予定です。 

つきましては、現在下記の①、②を合算した御依頼となっております。今年度も御納金賜りますよ

う伏してお願い申し上げます。 

御御依依頼頼基基準準  

① 門門徒徒戸戸数数１１戸戸ああたたりり 660000 円円 

（門徒戸数 10 戸以下の寺院は一律 6,000 円） 

② 旧旧三三条条教教区区のの教教区区費費にに含含めめてて御御依依頼頼ししてていいたた額額分分ととししてて 77,,227722,,000000 円 

2022 年度増額した旧教区費に該当する 10,000,000 円から、 

教区からの会館光熱水費負担約 2,000,000 円、会館維持負担金 728,000 円を差し引

いた 7,272,000 円（光熱水費の増減はあるものの、2023年度から同額）を、新潟教

区費の御依頼割当基準にて御依頼。 

※新潟教区発足に向けた教区門徒戸数調査の結果を準用（崇敬寺院分）。 

 

 

  

  

213



○○  内内陣陣出出仕仕ののおお願願いい  

• 内陣の出仕・退出作法を中心とした講習会 

2 回開催予定（詳細は 9 月発送予定） 

○○  夜夜ののおお取取りり越越しし演演劇劇会会  

• 「「シシアアタターーササンンジジョョーーゴゴボボーー」」 

o 演題：芥川龍之介原作『桃太郎』 

o 11 月 6 日（木）19：00より演劇会を開催 

o 僧侶のエキストラ募集 

 

【【おお取取りり越越ししのの舞舞台台裏裏をを体体験験ししよようう！！三三条条別別院院おお取取りり越越しし奉奉仕仕団団ススタタッッフフ募募集集！！】  

• 期期日日：9 月の準備期間から 11 月 5日～8 日まで 

• 募募集集人人数数：各組 2～3 名程度（上限なし） 

• 募募集集締締切切： 

o 第 1 次：9 月 12 日（金） 

o 第 2 次：9 月 30 日（火） 

• 説説明明会会： 

o 第 1 回：9 月 13 日（土）第 1 回おみがき・定例法話の後 

o 第 2 回：10月 13 日（月）第 2 回おみがき・定例法話の後 

• 対対象象：各寺院の僧侶・坊守を中心に推薦。門徒も歓迎 

• 内内容容： 

o 事事前前準準備備 

 仏具おみがき・境内清掃奉仕（9/13、10/13、10/17） 

 立花（10 月後半、1 週間程度） 

 内陣荘厳・事前準備（10/31） 

 お花束づくり（11/4） 

o 報報恩恩講講当当日日 

 堂内整理・参拝客のお迎え・諸殿拝観・みやげ販売 

 撮影・配信 等 

 

 

  

【【真真宗宗本本廟廟御御正正忌忌団団体体参参拝拝ににつついいてて】】  

― 本年は音楽法要と渉成園ライトアップ・京都市内観光 ― 

• 期期日日：11 月 20 日（木）～22 日（土）〈2 泊 3 日〉 

• 定定員員：30 名（最少催行人員 25 名） 

• 参参加加費費：86,000 円（税込） 

• 締締切切：2024年 10 月 20日（月） 

• そそのの他他：帰敬式受式希望者は別途お礼金が必要です。 
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行行程程：： 

• 2200 日日：井波別院 → 京都市内観光 → ホテル（大津市内） 

• 2211 日日：東本願寺（音楽法要）参拝・帰敬式 → 昼食 → 京都市内観光（または初逮夜法要参

拝） → ホテル近江屋 → 渉成園ライトアップ 

• 2222 日日：相倉合掌造り集落（富山県） → 新潟市内 17:30 到着予定 

 

【【御御命命日日ののつつどどいい】】  

• 期期日日：毎月 28 日 

o 10：00 日中法要 

o 10：30 法話（終了後、座談会） 

• 法法話話テテーーママ：『御文』「一帖目」「二帖目」 

• 講講師師： 

o 8 月：小林 智光 氏（第 12 組淨照寺） 

o 9 月：倉井 光弥 氏（中越 11 組養泉寺） 

o 10 月：八田裕治・摩矢子 氏（第 17 組淨福寺） 

o 11 月：池田 陽 氏（第 18 組長周寺） 

o 12 月：桑田 正寛 氏（第 10 組西方寺） 

 

【【定定例例法法話話会会】】  

毎月 13 日は「両度の命日」と呼ばれている先門首の御命日です。 

期期日日：毎月 13 日（8 月・1 月は休会） 

• 時時間間：13：30 から 15：00（座談会含む） 

• 会会場場：三条別院旧御堂 

• 講講師師： 

o 9 月：多田 修 氏（第 20 組照覺寺、報恩講実行委員会教化部） 

o 10 月：佐々木 一人 氏（第 16 組淨宮寺、報恩講実行委員会教化部） 

▲［9 月・10 月テーマ］「お取り越し報恩講を迎えるにあたって」 

 

【【別別院院声声明明教教室室】】（（生生徒徒募募集集中中！！！！））※詳細は案内チラシ参照 

• 昼昼のの部部：赤本の内容／夜夜のの部部：和讃 繰読み 

• 時時間間： 

o 昼の部 15：00～17：00／夜の部 18：00～20：00 

• 場場所所：教区同朋会館（三条別院内） 

• 講講師師： 

o 昼の部：三条別院 列座／夜の部：倉井 光弥 氏（中越 11 組養泉寺） 

 

 

  

○○  内内陣陣出出仕仕ののおお願願いい  

• 内陣の出仕・退出作法を中心とした講習会 

2 回開催予定（詳細は 9 月発送予定） 

○○  夜夜ののおお取取りり越越しし演演劇劇会会  

• 「「シシアアタターーササンンジジョョーーゴゴボボーー」」 

o 演題：芥川龍之介原作『桃太郎』 

o 11 月 6 日（木）19：00より演劇会を開催 

o 僧侶のエキストラ募集 

 

【【おお取取りり越越ししのの舞舞台台裏裏をを体体験験ししよようう！！三三条条別別院院おお取取りり越越しし奉奉仕仕団団ススタタッッフフ募募集集！！】  

• 期期日日：9 月の準備期間から 11 月 5日～8 日まで 

• 募募集集人人数数：各組 2～3 名程度（上限なし） 

• 募募集集締締切切： 

o 第 1 次：9 月 12 日（金） 

o 第 2 次：9 月 30 日（火） 

• 説説明明会会： 

o 第 1 回：9 月 13 日（土）第 1 回おみがき・定例法話の後 

o 第 2 回：10月 13 日（月）第 2 回おみがき・定例法話の後 

• 対対象象：各寺院の僧侶・坊守を中心に推薦。門徒も歓迎 

• 内内容容： 

o 事事前前準準備備 

 仏具おみがき・境内清掃奉仕（9/13、10/13、10/17） 

 立花（10 月後半、1 週間程度） 

 内陣荘厳・事前準備（10/31） 

 お花束づくり（11/4） 

o 報報恩恩講講当当日日 

 堂内整理・参拝客のお迎え・諸殿拝観・みやげ販売 

 撮影・配信 等 

 

 

  

【【真真宗宗本本廟廟御御正正忌忌団団体体参参拝拝ににつついいてて】】  

― 本年は音楽法要と渉成園ライトアップ・京都市内観光 ― 

• 期期日日：11 月 20 日（木）～22 日（土）〈2 泊 3 日〉 

• 定定員員：30 名（最少催行人員 25 名） 

• 参参加加費費：86,000 円（税込） 

• 締締切切：2024年 10 月 20日（月） 

• そそのの他他：帰敬式受式希望者は別途お礼金が必要です。 
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【【別別院院書書道道教教室室】】（（生生徒徒募募集集中中！！！！））※詳細は案内チラシ参照 

• 開開催催日日：毎月 2 回（第 2・第 4 水曜日） 

• 時時間間：18：30～20：00 

• 場場所所：教区同朋会館（三条別院内） 

• 対対象象：大人から子どもまで、どなたでも歓迎 

• 募募集集人人数数：定員 30 名（現在 21 名） 

• 講講師師：木原 光威 氏（新潟県書道協会理事、書道研究「洗心書院」代表） 

• 月月謝謝：3,500 円（テキスト代含む） 

 

【【有有志志のの会会庭庭講講】】（（講講員員募募集集中中！！！！））  

毎月 13 日の定例法話会にあわせ、午前中に境内地の清掃と整備を行います。 

• 開開催催日日：毎月 13 日（8月・1 月は休会） 

※年に数回、土日祝に不定期開催 

• 時時間間：10：00～12：00 

 

【【有有志志のの会会花花講講】】（（講講員員募募集集中中！！！！））  

別院の平常の仏花を、列座とともに立てます。また、お取り越し報恩講における仏花は大量の五葉

松を使用するため、松を伐採する予定がある場合等は、ぜひ別院までご連絡ください！ 

• 開開催催日日：不定期（月 1 回程度） 

 

【【新新潟潟県県フフーードドババンンクク連連絡絡協協議議会会  

「子どもの未来応援プロジェクト」への協力】 

別院に集まった物資を新潟県フードバンク連絡協議会にお渡ししています。 

お盆を迎える時期は例年多くの御供物等が集まる時期です。ご協力をお願いいたします。 

 

【【随随時時募募集集中中  ①①  奉奉仕仕研研修修】】  

○○  別別院院奉奉仕仕研研修修ににつついいてて  

先達の篤き御懇念によって護持されてきました三条別院にお越しいただき、その歴史に触れていた

だくとともに、現代の様々な問題を抱える私たちが、真宗門徒として親鸞聖人のみ教えに出遇う、

そのような奉仕研修会を開いてみませんか。 

ともに語り合い、人間として生きる意味を尋ねていく場となればと考えております。 

1 日あるいは半日の奉仕研修が組みやすいような研修冥加金となっております。 

各組・各団体・有志での奉仕研修をぜひお願いいたします。 

•  冥冥加加金金 

o 半日（午前または午後）500 円 

o １日 1,000円  

o １泊２日は上記の冥加金に順じる。 
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例）1 日目の午前から 2 日目の午前までの場合は 1,500円。 

• その他 

o 講師謝礼※列座によるお内仏のお給仕・法話は研修冥加金に含まれる。 

o シーツ等クリーニング代１人当たり 1,000 円 

o 食事代 

 

【随時募集中 ② 法務関係】 

○○  列列座座にによよるる儀儀式式のの掛掛役役・・助助音音加加勢勢及及びび仏仏具具のの貸貸出出  

• 各寺院で宗祖御遠忌法要、落慶法要、仏前結婚式、葬儀等をお勤めする際に、列座による掛

役や助音の加勢が可能です。 

• その際の荘厳や法要次第等についての相談もお気軽にお声がけください。 

• 法要に伴う仏具の貸出も行っています。 

貸貸出出例例：御遠忌法要…花籠、挿鞋、加差、竹の節等 

仏仏具具貸貸出出手手続続きき  

1. 「仏具等借用願」に必要事項を記入の上、貸出開始希望日より 2 週間前までに三条別院事務

所へ提出してください。 

2. 電話または口頭での申し込みは受付しませんので、必ず書面でご提出ください。 

3. 貸出・返却ともに直接ご来院いただき、受け渡しを行います。 

 

【【三三条条別別院院巡巡回回ににつついいてて】】  

三条別院から御本尊（絵像）をお迎えして、聞法会を開催しませんか？ 

輪番と随行 1 名でお勤めと法話を行います。 

 

【【別別院院収収骨骨・・永永代代経経・・申申経経ののおお扱扱いいににつついいてて】】  

○○  三三条条別別院院須須弥弥壇壇収収骨骨  

• 申申込込：2 週間前までにご予約ください。 

• 懇懇志志金金：80,000 円以上 

当当日日ままででのの流流れれ 

1. 懇志金を別院事務所にて志納し、申込用紙に法名・俗名・命日、申込者の住所・氏名・電話

番号を記入。 

2. 当日は開始時間の 15 分前までにご遺骨を持参し、控室で待機。ご遺骨は 8 ㎝角の木箱に移し

替えます。 

※須弥壇に収めたご遺骨はお返しできません。 

3. 本堂でお勤め・法話を行います。 

4. ご希望があれば、1 名 2,000 円にてお斎をご用意。 

 

  

【【別別院院書書道道教教室室】】（（生生徒徒募募集集中中！！！！））※詳細は案内チラシ参照 

• 開開催催日日：毎月 2 回（第 2・第 4 水曜日） 

• 時時間間：18：30～20：00 

• 場場所所：教区同朋会館（三条別院内） 

• 対対象象：大人から子どもまで、どなたでも歓迎 

• 募募集集人人数数：定員 30 名（現在 21 名） 

• 講講師師：木原 光威 氏（新潟県書道協会理事、書道研究「洗心書院」代表） 

• 月月謝謝：3,500 円（テキスト代含む） 

 

【【有有志志のの会会庭庭講講】】（（講講員員募募集集中中！！！！））  

毎月 13 日の定例法話会にあわせ、午前中に境内地の清掃と整備を行います。 

• 開開催催日日：毎月 13 日（8月・1 月は休会） 

※年に数回、土日祝に不定期開催 

• 時時間間：10：00～12：00 

 

【【有有志志のの会会花花講講】】（（講講員員募募集集中中！！！！））  

別院の平常の仏花を、列座とともに立てます。また、お取り越し報恩講における仏花は大量の五葉

松を使用するため、松を伐採する予定がある場合等は、ぜひ別院までご連絡ください！ 

• 開開催催日日：不定期（月 1 回程度） 

 

【【新新潟潟県県フフーードドババンンクク連連絡絡協協議議会会  

「子どもの未来応援プロジェクト」への協力】 

別院に集まった物資を新潟県フードバンク連絡協議会にお渡ししています。 

お盆を迎える時期は例年多くの御供物等が集まる時期です。ご協力をお願いいたします。 

 

【【随随時時募募集集中中  ①①  奉奉仕仕研研修修】】  

○○  別別院院奉奉仕仕研研修修ににつついいてて  

先達の篤き御懇念によって護持されてきました三条別院にお越しいただき、その歴史に触れていた

だくとともに、現代の様々な問題を抱える私たちが、真宗門徒として親鸞聖人のみ教えに出遇う、

そのような奉仕研修会を開いてみませんか。 

ともに語り合い、人間として生きる意味を尋ねていく場となればと考えております。 

1 日あるいは半日の奉仕研修が組みやすいような研修冥加金となっております。 

各組・各団体・有志での奉仕研修をぜひお願いいたします。 

•  冥冥加加金金 

o 半日（午前または午後）500 円 

o １日 1,000円  

o １泊２日は上記の冥加金に順じる。 
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○○  永永代代経経  

本堂にて永代経の御紐解き（初めての読経）を行い「法名記」に登載し、本堂北余間に安置いたします。  

以後、春・秋彼岸会中にお勤めする「永代経総経」にご案内いたします。 

• 申申込込：2 週間前までにご予約ください。 

• 永永代代経経志志：金額は定めておりません。 

当当日日ままででのの流流れれ 

1. 永代経志を別院事務所にて志納し、申込用紙に法名・俗名・命日、申込者の住所・氏名・電

話番号を記入。 

2. 当日は開始時間の 15 分前までにご来院いただき、控室で待機。 

3. 本堂でお勤め・法話を行います。 

4. ご希望があれば、1 名 2,000 円にてお斎をご用意。 

 

○○  申申経経  

本堂にて一座読経いたします。 

• 申申込込：当日受付（毎日 9：00～15：00） 

• 申申経経志志：金額は定めていません。 

当当日日のの流流れれ 

1. 当日、申経志を別院事務所にて志納し、申込用紙に住所・氏名・電話番号を記入。 

2. 本堂でお勤め・法話を行います。 

 

【【同同朋朋会会館館おおよよびび諸諸殿殿使使用用ににつついいてて】】  

近年、教区内寺院・外部団体から多く会館をご利用いただいております。 

当別院の同朋会館並びに諸殿のご利用については次の通りです。 

※本堂については特別な事項がございますのでご留意ください。 

※他の会館・諸殿も本堂に準じる施設としてご使用ください。 

使使用用のの申申しし込込みみ  

1. 施設ご利用の際は、利用日時等を当別院にご確認ください。 

2. 所定の「会館使用申込書」によりお申込みください。 

o 会館事務室にて必要事項を記入。 

o 電話・口頭での申し込みは不可。 

3. 利用時間： 

o 平日 9：00～17：30 

o 土日休日 9：00～15：00 

 

■■  三三条条別別院院連連絡絡先先  

• ホホーームムペペーージジ：https://sanjobetsuin.or.jp/ 

• メメーールルアアドドレレスス：sanjo-betsuin@wing.ocn.ne.jp 
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◎◎三三条条別別院院役役員員ににつついいてて（（２２００２２５５年年７７月月１１日日～～））

院院議議会会議議員員名名簿簿 教教化化審審議議会会名名簿簿
組 寺　　号 氏　　　　名 任　　期 〔任期：2025.8.2～2028.8.1〕

10 專 德 寺 多 田 誓 常議員 組 寺 号 氏 名

中越11 浄 善 寺 髙 尾 和 人 15 永 閑 寺 山 宮 修 霊

中越12 專 正 寺 大 瀧 定 賢 常議員 22 善 龍 寺 花 房 憲 証

中越13 善 行 寺 鷲 尾 耕 一 10 浄 敬 寺 永 寳 晴 香

14 長 樂 寺 藤 井 信 彰 中越13 廣 永 寺 推 耳 妙 子

15 永 閑 寺 山 宮 修 霊 20 光 圓 寺 村 手 淳 史

16 永 蓮 寺 西 窪 守 中越11 養 泉 寺 倉 井 光 弥

17 真 敬 寺 藤 田 淳 宏 中越12 勝 覺 寺 草 間 朋 哉

18 重 蓮 寺 関 﨑 幸 孝 10 受 德 寺 井 上 正

19 法 嚴 寺 光 井 光 麿 17 妙音寺門徒 古 俣 福 子

20 常 明 寺 窪 智 至 常議員 選 定 中

21 光 照 寺 廣 河 良 文

22 善 龍 寺 花 房 憲 証 報報恩恩講講実実行行委委員員会会名名簿簿
23 福 照 寺 中 冨 正 純 〔任期：2025.6.1～2028.5.31〕

24 正 念 寺 渡 辺 正 志 組 寺 号 氏 名 所属部

佐渡 善 宗 寺 松 本 雅 裕 15 善 性 寺 福 田 学 法要部 主査

10 行 通 寺 佐 々 木 惠 一 郎 10 專 德 寺 多 田 誓

14 靈 善 寺 佐 伯 祐 晃 10 浄 敬 寺 永 寳 晴 香

15 長 泉 寺 石 塚 祐 堂 中越11 淨 福 寺 山 﨑 恵

18 髙 念 寺 廣 川 和 宏 15 本 龍 寺 白 鳥 道 子

23 福 明 寺 佐 々 木 ひ と み 16 善 興 寺 長 田 暢

佐渡 本 龍 寺 松 本 昭 則 18 満 行 寺 島 津 崇 之

中越11 長 福 寺 門 徒 江 口 信 義 常議員 20 松 韻 寺 關 根 大 丘

15 大 專 寺 門 徒 丸 山 誠 常議員 21 勝 樂 寺 安 藤 栄 寿

19 長 福 寺 門 徒 松 尾 正 行 中越12 安 淨 寺 安 原 陽 二 教化部 主査

20 淨 願 寺 門 徒 西 野 登 常議員 中越11 長 福 寺 北 島 栄 誠

23 無為信寺門徒 金 巻 拾 子 常議員 中越13 託 善 寺 川 上 望

中越12 安 淨 寺 安 原 陽 二 常議員 15 山 香 寺 藤 枝 友 子

15 善 性 寺 福 田 学 16 淨 宮 寺 佐 々 木 一 人

15 本 龍 寺 白 鳥 賢 19 長 養 寺 島 津 晃

17 光 照 寺 新 田 直 美 20 照 覺 寺 多 田 修

17 妙 音 寺 門 徒 古 俣 福 子 24 榮 行 寺 大 溪 文 祥

18 恩 長 寺 渡 邉 智 龍 常議員 18 西 源 寺 楠 朋 宏 参拝部 主査

24 專 明 寺 松 木 祐 子 10 光 圓 寺 小 嶋 勇 司

責責任任役役員員名名簿簿 中越12 安 淨 寺 安 原 彰 子

〔任期：2025.9.1～2028.8.31〕 15 大專寺門徒 丸 山 誠

組 寺 号 氏 名 15 三 条 別 院 米 山 久 雄

16 淨 専 寺 堀 川 秀 道 17 妙音寺門徒 古 俣 福 子

20 圓 周 寺 青 木 仁 選 定 中

15 淨 覺 寺 門 徒 田 伏 研 二 中越11組 長福寺門徒 江 口 信 義 財務部

15 善 慶 寺 門 徒 金 子 俊 郎 15 永 閑 寺 山 宮 修 霊

監監　　事事 15 淨覺寺門徒 田 伏 研 二

〔任期：2023.4.1～2026.3.31〕 15 光善寺門徒 星 野 義 孝

組 寺　　号 氏　　　　名 17 称 名 寺 有 坂 次 郎

中越11 運 行 寺 松 浦 範 夫 20 常 明 寺 窪 智 至

16 淨 專 寺 門 徒 川 崎 清 中越13 淨 照 寺 新 保 延 夫 参拝部 スタッフ

土土地地有有効効活活用用検検討討委委員員名名簿簿 15 光 善 寺 佐 々 木 友 美 参拝部 スタッフ

〔任期：2016.7.21～〕 20 金 寳 寺 朝 倉 安 都 子 参拝部 スタッフ

組 寺 号 氏 名 22 淨 念 寺 廣 瀨 清 和 参拝部 スタッフ

中越13 万 休 寺 門 徒 廣 井 肇 副委員長

16 淨 專 寺 堀 川 秀 道

佐渡 善 宗 寺 松 本 雅 裕

10 善 了 寺 門 徒 伊 比 均

中越11 運 行 寺 松 浦 範 夫

15 淨 覺 寺 門 徒 田 伏 研 二

20 圓 周 寺 青 木 仁 委員長

2022年12月1日～
2026年3月31日

2023年4月1日～
2026年3月31日

2024年4月1日～
2027年3月31日

2022年12月24日～
2026年4月23日

◎◎三三条条別別院院役役員員ににつついいてて（（２２００２２５５年年７７月月１１日日～～））

院院議議会会議議員員名名簿簿 教教化化審審議議会会名名簿簿
組 寺　　号 氏　　　　名 任　　期 〔任期：2025.8.2～2028.8.1〕
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19 法 嚴 寺 光 井 光 麿 17 妙音寺門徒 古 俣 福 子

20 常 明 寺 窪 智 至 常議員 選 定 中
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16 淨 專 寺 門 徒 川 崎 清 中越13 淨 照 寺 新 保 延 夫 参拝部 スタッフ

土土地地有有効効活活用用検検討討委委員員名名簿簿 15 光 善 寺 佐 々 木 友 美 参拝部 スタッフ

〔任期：2016.7.21～〕 20 金 寳 寺 朝 倉 安 都 子 参拝部 スタッフ

組 寺 号 氏 名 22 淨 念 寺 廣 瀨 清 和 参拝部 スタッフ

中越13 万 休 寺 門 徒 廣 井 肇 副委員長

16 淨 專 寺 堀 川 秀 道

佐渡 善 宗 寺 松 本 雅 裕

10 善 了 寺 門 徒 伊 比 均

中越11 運 行 寺 松 浦 範 夫

15 淨 覺 寺 門 徒 田 伏 研 二

20 圓 周 寺 青 木 仁 委員長

2022年12月1日～
2026年3月31日

2023年4月1日～
2026年3月31日

2024年4月1日～
2027年3月31日

2022年12月24日～
2026年4月23日

◎◎三三条条別別院院役役員員ににつついいてて（（２２００２２５５年年７７月月１１日日～～））

院院議議会会議議員員名名簿簿 教教化化審審議議会会名名簿簿
組 寺　　号 氏　　　　名 任　　期 〔任期：2025.8.2～2028.8.1〕

10 專 德 寺 多 田 誓 常議員 組 寺 号 氏 名

中越11 浄 善 寺 髙 尾 和 人 15 永 閑 寺 山 宮 修 霊

中越12 專 正 寺 大 瀧 定 賢 常議員 22 善 龍 寺 花 房 憲 証

中越13 善 行 寺 鷲 尾 耕 一 10 浄 敬 寺 永 寳 晴 香

14 長 樂 寺 藤 井 信 彰 中越13 廣 永 寺 推 耳 妙 子

15 永 閑 寺 山 宮 修 霊 20 光 圓 寺 村 手 淳 史

16 永 蓮 寺 西 窪 守 中越11 養 泉 寺 倉 井 光 弥

17 真 敬 寺 藤 田 淳 宏 中越12 勝 覺 寺 草 間 朋 哉

18 重 蓮 寺 関 﨑 幸 孝 10 受 德 寺 井 上 正

19 法 嚴 寺 光 井 光 麿 17 妙音寺門徒 古 俣 福 子

20 常 明 寺 窪 智 至 常議員 選 定 中

21 光 照 寺 廣 河 良 文

22 善 龍 寺 花 房 憲 証 報報恩恩講講実実行行委委員員会会名名簿簿
23 福 照 寺 中 冨 正 純 〔任期：2025.6.1～2028.5.31〕

24 正 念 寺 渡 辺 正 志 組 寺 号 氏 名 所属部

佐渡 善 宗 寺 松 本 雅 裕 15 善 性 寺 福 田 学 法要部 主査

10 行 通 寺 佐 々 木 惠 一 郎 10 專 德 寺 多 田 誓

14 靈 善 寺 佐 伯 祐 晃 10 浄 敬 寺 永 寳 晴 香

15 長 泉 寺 石 塚 祐 堂 中越11 淨 福 寺 山 﨑 恵

18 髙 念 寺 廣 川 和 宏 15 本 龍 寺 白 鳥 道 子

23 福 明 寺 佐 々 木 ひ と み 16 善 興 寺 長 田 暢

佐渡 本 龍 寺 松 本 昭 則 18 満 行 寺 島 津 崇 之

中越11 長 福 寺 門 徒 江 口 信 義 常議員 20 松 韻 寺 關 根 大 丘

15 大 專 寺 門 徒 丸 山 誠 常議員 21 勝 樂 寺 安 藤 栄 寿

19 長 福 寺 門 徒 松 尾 正 行 中越12 安 淨 寺 安 原 陽 二 教化部 主査

20 淨 願 寺 門 徒 西 野 登 常議員 中越11 長 福 寺 北 島 栄 誠

23 無為信寺門徒 金 巻 拾 子 常議員 中越13 託 善 寺 川 上 望

中越12 安 淨 寺 安 原 陽 二 常議員 15 山 香 寺 藤 枝 友 子

15 善 性 寺 福 田 学 16 淨 宮 寺 佐 々 木 一 人

15 本 龍 寺 白 鳥 賢 19 長 養 寺 島 津 晃

17 光 照 寺 新 田 直 美 20 照 覺 寺 多 田 修

17 妙 音 寺 門 徒 古 俣 福 子 24 榮 行 寺 大 溪 文 祥

18 恩 長 寺 渡 邉 智 龍 常議員 18 西 源 寺 楠 朋 宏 参拝部 主査

24 專 明 寺 松 木 祐 子 10 光 圓 寺 小 嶋 勇 司

責責任任役役員員名名簿簿 中越12 安 淨 寺 安 原 彰 子

〔任期：2025.9.1～2028.8.31〕 15 大專寺門徒 丸 山 誠

組 寺 号 氏 名 15 三 条 別 院 米 山 久 雄

16 淨 専 寺 堀 川 秀 道 17 妙音寺門徒 古 俣 福 子

20 圓 周 寺 青 木 仁 選 定 中

15 淨 覺 寺 門 徒 田 伏 研 二 中越11組 長福寺門徒 江 口 信 義 財務部

15 善 慶 寺 門 徒 金 子 俊 郎 15 永 閑 寺 山 宮 修 霊

監監　　事事 15 淨覺寺門徒 田 伏 研 二

〔任期：2023.4.1～2026.3.31〕 15 光善寺門徒 星 野 義 孝

組 寺　　号 氏　　　　名 17 称 名 寺 有 坂 次 郎

中越11 運 行 寺 松 浦 範 夫 20 常 明 寺 窪 智 至

16 淨 專 寺 門 徒 川 崎 清 中越13 淨 照 寺 新 保 延 夫 参拝部 スタッフ

土土地地有有効効活活用用検検討討委委員員名名簿簿 15 光 善 寺 佐 々 木 友 美 参拝部 スタッフ

〔任期：2016.7.21～〕 20 金 寳 寺 朝 倉 安 都 子 参拝部 スタッフ

組 寺 号 氏 名 22 淨 念 寺 廣 瀨 清 和 参拝部 スタッフ

中越13 万 休 寺 門 徒 廣 井 肇 副委員長

16 淨 專 寺 堀 川 秀 道

佐渡 善 宗 寺 松 本 雅 裕

10 善 了 寺 門 徒 伊 比 均

中越11 運 行 寺 松 浦 範 夫

15 淨 覺 寺 門 徒 田 伏 研 二

20 圓 周 寺 青 木 仁 委員長

2022年12月1日～
2026年3月31日

2023年4月1日～
2026年3月31日

2024年4月1日～
2027年3月31日

2022年12月24日～
2026年4月23日

◎◎三三条条別別院院役役員員ににつついいてて（（２２００２２５５年年７７月月１１日日～～））

院院議議会会議議員員名名簿簿 教教化化審審議議会会名名簿簿
組 寺　　号 氏　　　　名 任　　期 〔任期：2025.8.2～2028.8.1〕

10 專 德 寺 多 田 誓 常議員 組 寺 号 氏 名

中越11 浄 善 寺 髙 尾 和 人 15 永 閑 寺 山 宮 修 霊

中越12 專 正 寺 大 瀧 定 賢 常議員 22 善 龍 寺 花 房 憲 証

中越13 善 行 寺 鷲 尾 耕 一 10 浄 敬 寺 永 寳 晴 香

14 長 樂 寺 藤 井 信 彰 中越13 廣 永 寺 推 耳 妙 子

15 永 閑 寺 山 宮 修 霊 20 光 圓 寺 村 手 淳 史

16 永 蓮 寺 西 窪 守 中越11 養 泉 寺 倉 井 光 弥

17 真 敬 寺 藤 田 淳 宏 中越12 勝 覺 寺 草 間 朋 哉

18 重 蓮 寺 関 﨑 幸 孝 10 受 德 寺 井 上 正

19 法 嚴 寺 光 井 光 麿 17 妙音寺門徒 古 俣 福 子

20 常 明 寺 窪 智 至 常議員 選 定 中

21 光 照 寺 廣 河 良 文

22 善 龍 寺 花 房 憲 証 報報恩恩講講実実行行委委員員会会名名簿簿
23 福 照 寺 中 冨 正 純 〔任期：2025.6.1～2028.5.31〕

24 正 念 寺 渡 辺 正 志 組 寺 号 氏 名 所属部

佐渡 善 宗 寺 松 本 雅 裕 15 善 性 寺 福 田 学 法要部 主査

10 行 通 寺 佐 々 木 惠 一 郎 10 專 德 寺 多 田 誓

14 靈 善 寺 佐 伯 祐 晃 10 浄 敬 寺 永 寳 晴 香

15 長 泉 寺 石 塚 祐 堂 中越11 淨 福 寺 山 﨑 恵

18 髙 念 寺 廣 川 和 宏 15 本 龍 寺 白 鳥 道 子

23 福 明 寺 佐 々 木 ひ と み 16 善 興 寺 長 田 暢

佐渡 本 龍 寺 松 本 昭 則 18 満 行 寺 島 津 崇 之

中越11 長 福 寺 門 徒 江 口 信 義 常議員 20 松 韻 寺 關 根 大 丘

15 大 專 寺 門 徒 丸 山 誠 常議員 21 勝 樂 寺 安 藤 栄 寿

19 長 福 寺 門 徒 松 尾 正 行 中越12 安 淨 寺 安 原 陽 二 教化部 主査

20 淨 願 寺 門 徒 西 野 登 常議員 中越11 長 福 寺 北 島 栄 誠

23 無為信寺門徒 金 巻 拾 子 常議員 中越13 託 善 寺 川 上 望

中越12 安 淨 寺 安 原 陽 二 常議員 15 山 香 寺 藤 枝 友 子

15 善 性 寺 福 田 学 16 淨 宮 寺 佐 々 木 一 人

15 本 龍 寺 白 鳥 賢 19 長 養 寺 島 津 晃

17 光 照 寺 新 田 直 美 20 照 覺 寺 多 田 修

17 妙 音 寺 門 徒 古 俣 福 子 24 榮 行 寺 大 溪 文 祥

18 恩 長 寺 渡 邉 智 龍 常議員 18 西 源 寺 楠 朋 宏 参拝部 主査

24 專 明 寺 松 木 祐 子 10 光 圓 寺 小 嶋 勇 司

責責任任役役員員名名簿簿 中越12 安 淨 寺 安 原 彰 子

〔任期：2025.9.1～2028.8.31〕 15 大專寺門徒 丸 山 誠

組 寺 号 氏 名 15 三 条 別 院 米 山 久 雄

16 淨 専 寺 堀 川 秀 道 17 妙音寺門徒 古 俣 福 子

20 圓 周 寺 青 木 仁 選 定 中

15 淨 覺 寺 門 徒 田 伏 研 二 中越11組 長福寺門徒 江 口 信 義 財務部

15 善 慶 寺 門 徒 金 子 俊 郎 15 永 閑 寺 山 宮 修 霊

監監　　事事 15 淨覺寺門徒 田 伏 研 二

〔任期：2023.4.1～2026.3.31〕 15 光善寺門徒 星 野 義 孝

組 寺　　号 氏　　　　名 17 称 名 寺 有 坂 次 郎

中越11 運 行 寺 松 浦 範 夫 20 常 明 寺 窪 智 至

16 淨 專 寺 門 徒 川 崎 清 中越13 淨 照 寺 新 保 延 夫 参拝部 スタッフ

土土地地有有効効活活用用検検討討委委員員名名簿簿 15 光 善 寺 佐 々 木 友 美 参拝部 スタッフ

〔任期：2016.7.21～〕 20 金 寳 寺 朝 倉 安 都 子 参拝部 スタッフ

組 寺 号 氏 名 22 淨 念 寺 廣 瀨 清 和 参拝部 スタッフ

中越13 万 休 寺 門 徒 廣 井 肇 副委員長

16 淨 專 寺 堀 川 秀 道

佐渡 善 宗 寺 松 本 雅 裕

10 善 了 寺 門 徒 伊 比 均

中越11 運 行 寺 松 浦 範 夫

15 淨 覺 寺 門 徒 田 伏 研 二

20 圓 周 寺 青 木 仁 委員長

2022年12月1日～
2026年3月31日

2023年4月1日～
2026年3月31日

2024年4月1日～
2027年3月31日

2022年12月24日～
2026年4月23日
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主　　任
列座兼書記

齋
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木
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 浩一郎
こ う い ち ろ う

列　　座
兼

書　　記

松浦
ま つ う ら

 寿
と し

公
きみ

列　　座
兼

書　　記

小原
お ば ら

 暁
ぎょう

会　　計

相田
あ い だ

　春
はる 

香
か

非常勤列座

渡邉
わたなべ

　量
りょう

非常勤列座

海野
う ん の

　聡
そ う

用務員

篠田
し の だ

 晶子
あ き こ

会館の清掃等、厨房管理、お斎・食事等の賄い
お取り越し報恩講におけるお斎業務

事　務　分　担

２０２５年７月１日現在

列座業務、教化関係業務（子ども奉仕団、御正忌団体参拝、音楽法要（［補佐］、女声助
音）、声明教室）、庭講[補佐]、各会議（報恩講実行委員会［法要部会］）、本堂管理業務
（法宝物及び什物の保守保全と貸出業務）、教区関連業務（声明講習会、児連、仏青、夏のつ
どい）、立花関連業務（花講、報恩講立花、立花講習会）、各種事務三条声明会・雅浄会（連
絡）、インターネットセキュリティ管理

三三条条別別院院事事務務分分担担表表

寺務及び幼稚園の掌理、土地有効活用検討委員会

列座業務、教化関係業務（庭講、団体参拝・別院巡回、別院奉仕研修、音楽法要）、財務管理
（什物什器）、法人に関する業務（所轄庁届け出、京都三条詰所事務管理［補佐］）
各会議（責任役員会、院議会、常議員会、報恩講実行委員会［参拝部会、音楽法要、お斎会
議］、不動産・駐車場管理業務、三条仏教会、他宗派交渉、帰敬式（報恩講）、防災管理（本
堂、会館、境内地）、経理関係事務［補佐］

列座業務、教化関係業務（御命日のつどい、定例法話、書道教室、各講中・世話方、信仰相
談）、各会議（責任役員会、院議会、常議員会、報恩講実行委員会［教化部会］、教化審議
会）、本堂管理業務、商店街・市役所・三条マルシェ・露店等地域行事の連絡

列座業務、教化関係業務（別院奉仕研修・団体参拝・別院巡回）、各種事務

列座業務、教化関係業務（別院奉仕研修・団体参拝・別院巡回）、各種事務

別院の会計、財務管理（普通財産、特別財産、基本財産）、法人に関する業務（法人登記、所
得税、報酬税、健康保険・厚生年金・労働保険）、諸会議（報恩講実行委員会[財務部会］）、
各種事務、京都三条詰所事務管理
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